


ごあいさつ

このたびは、弊社の GRANPOWER5000モデル 680／ 780をお買い求めいただきまして、誠にあり
がとうございます。

GRANPOWER5000モデル 680／ 780は、優れたネットワーク・パフォーマンスを実現するため、高
い処理能力、拡張性、信頼性を備えたサーバです。
本書は、GRANPOWER5000モデル 680／ 780の取り扱い方法や周辺装置との接続方法など、基本

的なことがらを解説しています。
本書をご覧になり、GRANPOWER5000モデル 680／ 780を正しくお使いいただきますよう、お願い

いたします。
1998年 7月
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当社のドキュメントには「外国為替および外国貿易管理法」に基づく特定技術が含まれているこ
とがあります。特定技術が含まれている場合は、当該ドキュメントを輸出または非居住者に提供
するとき、同法に基づく許可が必要となります。

本装置は、落雷などによる電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。
電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置などを使用されることをお薦めします。

(社団法人日本電子工業復興協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく
表示)

注意
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会(VCCI)の基準に基づくクラスＡ情報技術
装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合に
は使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。

本装置は、社団法人日本電子工業復興協会のパソコン業界基準(PC-11-1988)に適合しております。

高調波ガイドライン適合品

IBMは、米国 International Business Machines Corporationの登録商標です。

EGA/VGA、PS/2は、米国 IBMの米国での登録商標です。

Pentiumおよび LANDeskは、米国インテル社の登録商標です。

Xeonは、米国インテル社の商標です。

Microsoft、Windows、Windows NT、MS、MS-DOSは、米国Microsoft Corporationの米国お
よびその他の国における登録商標です。

NetWareは、米国ノベル社の登録商標です。

IntranetWare、GroupWiseは米国ノベル社の米国における商標です。

その他の各製品は、各社の商標または登録商標です。

その他の各製品は、各社の著作物です。

　
All Rights Reserved,Copylight
C 富士通株式会社 1998
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本書の読み方

本書は、GRANPOWER5000モデル 680／ 780の基本的な取り扱い方法を解説しています。本書で解
説していない周辺装置の取り扱い方法については、各周辺装置に添付されている取扱説明書をご覧くだ
さい。

GRANPOWER5000モデル 680／ 780には、デスクサイドタイプとラックマウントタイプがあり
ます。
本書では、デスクサイドタイプを中心に説明し、ラックマウントタイプで説明が異なるところはその

都度説明しています。
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第１章�
付録A

第２章�
付録B

第３章�

第４章�

第５章�

第６章�

第７章�

第８章�

本書の構成�

章�

第１章�
本サーバについて�

本サーバの特長、本サーバや代表的な周辺装置の役割�
など、基本的な知識を解説しています。�
まず、最初にお読みください。�

第２章�
設置と接続�

本サーバの設置方法と、代表的な周辺装置との接続方�
法を解説しています。本サーバを設置するときにお読�
みください。�

第３章�
基本的な操作�

電源の入れかたや、フロッピィディスクのセット方法�
など、本サーバを使うときの基本的な操作を解説して�
います。本サーバを初めて使うときにお読みください。�

第４章�
セットアップ�

本サーバの各種セットアップユーティリティの設定方�
法などを解説しています。システムの拡張時に必要な�
情報を記載しています。必要に応じてお読みください。�

第５章�
内蔵オプションの取り付け�

内蔵型のオプション製品の本サーバへの取り付けかた�
を解説しています。内蔵オプションを取り付けるとき�
にお読みください。�

第６章�
ソフトウェアのインストール�

ソフトウェアをインストールする方法を解説していま�
す。ソフトウェアをインストールする場合には、必ず�
お読みください。�

第７章�
日常のお手入れ�

本サーバのお手入れのしかたを解説しています。�
必要に応じてお読みください。�

第８章�
故障かな？と思ったときには�

本サーバにトラブルが発生したとき、どうすればよい�
のかを解説しています。本サーバが思うように動かな�
かったり、画面にメッセージが表示されたりしたとき�
にお読みください。�

付録A 本体仕様などを説明しています。�
必要に応じてお読みください。�

内容�

V

付録B 本サーバのハードウェアの情報を記録するシートを記載して�
います。必ず記入してください。�



安全にお使いいただくために

本書には、本サーバを安全に正しくお使いいただくための重要な情報が記載されています。
本サーバをお使いになる前に、本書を熟読してください。特に、本書の「安全上のご注意」をよくお

読みになり、理解された上で本サーバをお使いください。
また、本書は、本サーバの使用中にいつでも参照できるよう大切に保管してください。
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安全上のご注意

本装置およびそのオプション装置を安全にお使いいただくために、以降の記述内容を必ずお守りくだ
さい。
本書では、いろいろな絵表示をしています。これは装置を安全に正しくお使いいただき、あなたや他

の人々に加えられるおそれのある危害や損害を未然に防止するための目印となるものです。その表示と
意味は次のようになっています。内容をよくご理解の上、お読みください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡する可能性または重傷を負う可
能性があることを示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性があること、およ
び物的損害のみが発生する可能性があることを示しています。

また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に次の記号を使用し
ています。

で示した記号は、警告・注意を促す内容であることを告げるものです。記号の中やそ

の脇には、具体的な警告内容（左図の場合は感電注意）が示されています。

で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるものです。記

号の中やその脇には、具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が示されています。
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で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。記号の中や

その脇には、具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い）が示されています。

■万一、異常が発生したとき

� 万一、装置から発熱や煙、異臭や異音がするなどの異常が発
生した場合は、ただちに装置本体の電源スイッチを切り、そ
の後必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

煙が消えるのを確認して、担当営業員または担当保守員に修
理をご依頼ください。お客様自身による修理は危険ですから
絶対におやめください。異常状態のまま使用すると、火災・
感電の原因となります。

� 本装置は、最大 6個（サーバ本体最大 4個、ハードディスク
キャビネット最大 2個）の電源ユニットがあります。故障時
や保守時はすべての電源スイッチを切って、その後必ずすべ
ての電源プラグをコンセントから抜いてください。

� 本装置のすべての電源コードをひとつの OAタップに接続す
る場合、OAタップの接地線をとおして大漏洩電流が流れる
ことがあります。電源線接続に先立ち、必ず接地接続を行っ
てください。

� 異物（水・金属片・液体など）が装置の内部に入った場合は、
ただちに装置本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコン
セントから抜いてください。その後、担当営業員または担当
保守員にご連絡ください。

そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。特にお
子様のいるご家庭ではご注意ください。
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■本体の取り扱いについて

� 装置を勝手に改造しないでください。火災・感電の原因とな
ります。

� 装置本体のカバーや差し込み口についているカバーは、電池
交換やオプション装置の取り付けなど、必要な場合を除いて
取り外さないでください。

内部の点検、修理は担当営業員または担当保守員にご依頼く
ださい。内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となり
ます。

� ディスプレイに何も表示できないなど、故障状態で使用しな
いでください。故障の修理は担当営業員または担当保守員に
ご依頼ください。そのまま使用すると火災・感電の恐れがあ
ります。

� 開口部（通風孔など）から内部に金属類や燃えやすいものな
どの異物を差し込んだり、落とし込んだりしないでください。
故障・火災・感電の原因となります。

� 装置の上または近くに「花びん・植木鉢・コップ」などの水
が入った容器、金属物を置かないでください。故障・火災・
感電の原因となります。

湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある
場所に置かないでください。故障・火災・感電の原因となります。

� 本体に水をかけないでください。故障・火災・感電の原因と
なります。

� 風呂場、シャワー室などの水場で使用しないでください。故
障・火災・感電の原因となります。
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� 近くで雷が発生したときは、電源ケーブルやモジュラケーブ
ルをコンセントから抜いてください。そのまま使用すると、
雷によっては装置を破壊し、火災の原因となります。

� 本装置は、最大 6個（サーバ本体最大 4個、ハードディスク
キャビネット最大 2個）の電源ユニットがあります。故障時
や保守時はすべての電源スイッチを切って、その後必ずすべ
ての電源プラグをコンセントから抜いてください。

� 本装置のすべての電源コードをひとつの OAタップに接続す
る場合、OAタップの接地線をとおして大漏洩電流が流れる
ことがあります。電源線接続に先立ち、必ず接地接続を行っ
てください。

� 表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。ま
た、タコ足配線をしないでください。火災・感電の原因とな
ります。

� 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の
原因となります。

� 電源ケーブルを傷つけたり、加工したりしないでください。
重いものを載せたり、引っ張ったり、無理に曲げたり、ねじっ
たり、加熱したりすると電源ケーブルを傷め、火災・感電の
原因となります。

� 電源ケーブルや電源プラグが傷んだとき、コンセントの差し
込み口がゆるいときは使用しないでください。そのまま使用
すると、火災・感電の原因となります。

電源プラグの電極、およびコンセントの差し込み口にほこりが付
着している場合は、乾いた布でよく拭いてください。そのまま使
用すると、火災の原因となります。

アース接続が必要な装置は、電源を入れる前に、必ずアース接続
をしてください。アース接続ができない場合は、担当営業員また
は担当保守員にご相談ください。万一漏電した場合に、火災・感
電の原因となります。
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取り外したカバー、キャップ、ネジなどは、小さなお子様が誤って
飲むことがないように、小さなお子様の手の届かないところに置
いてください。万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談して
ください。

� 装置の開口部（通風孔など）をふさがないでください。通風
孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となります。

� 装置の上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与
えないでください。バランスが崩れて倒れたり、落下したり
してけがの原因となります。

� 振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かな
いでください。倒れたりしてけがの原因となります。

� ACアダプタを使用する装置の場合は、マニュアルに記載され
ていない ACアダプタは使用しないでください。また、ACア
ダプタの改造・分解はしないでください。火災・けがの原因
とります。

� サービスコンセントがある装置の場合は、マニュアルに記載
されていない装置をサービスコンセントに接続しないでくだ
さい。火災・けがの原因となります。

� フロッピーディスク・ICカードなどの差し込み口に指などを
入れないでください。けがの原因となります。

� 電源プラグを抜くときは電源ケーブルを引っ張らず、必ず電
源プラグを持って抜いてください。電源ケーブルを引っ張る
と、電源ケーブルの芯線が露出したり断線したりして、火災・
感電の原因となります。

� 携帯電話などを本体に近づけて使用しないでください。装置
が正しく動かなくなります。

� 転倒防止足のある装置は必ず使用してください。振動による
転倒でけがをするおそれがあります。

� 電源プラグは、コンセントの奥まで確実に差し込んでくださ
い。火災・故障の原因となります。
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� 装置を移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜
いてください。また、電源ケーブルなどもはずしてください。
作業は足元に十分注意して行ってください。電源ケーブルが
傷つき、火災・感電の原因となったり、装置が落ちたり倒れ
たりしてけがの原因となります。

� 長時間装置を使用しないときは、安全のため必ず電源プラグ
をコンセントから抜いてください。火災・感電の原因となり
ます。

� 本装置は、最大 6個（サーバ本体最大 4個、ハードディスク
キャビネット最大 2個）の電源ユニットがあります。故障時
や保守時はすべての電源スイッチを切って、その後必ずすべ
ての電源プラグをコンセントから抜いてください。

� 本装置のすべての電源コードをひとつの OAタップに接続す
る場合、OAタップの接地線をとおして大漏洩電流が流れる
ことがあります。電源線接続に先立ち、必ず接地接続を行っ
てください。

� 健康のため、1時間ごとに 10～15分の休憩をとり、目および
手を休めてください。

� 本サーバを動かす場合は、必ず 2人以上で行ってください。
けがの原因となります。

� ヘッドホンを使用するときは、音量を上げすぎないように注
意してください。耳を刺激するような大きな音量を長時間続
けて聴くと、聴力に悪い影響を与える原因となります。
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■オプションの取り扱いについて

オプション装置の取り付けや取り外しを行う場合は、装置本体お
よび接続されている装置の電源スイッチを切り、電源プラグをコン
セントから抜いたあとに行ってください。感電の原因となります。

� 本装置は、最大 6個（サーバ本体最大 4個、ハードディスク
キャビネット最大 2個）の電源ユニットがあります。故障時
や保守時はすべての電源スイッチを切って、その後必ずすべ
ての電源プラグをコンセントから抜いてください。

� 本装置のすべての電源コードをひとつの OAタップに接続す
る場合、OAタップの接地線をとおして大漏洩電流が流れる
ことがあります。電源線接続に先立ち、必ず接地接続を行っ
てください。

� 弊社推奨品以外の装置は接続しないでください。故障・火災・
感電の原因となります。

� 本体に取り付けたモデムカードに、二股のモジュラプラグを
接続している場合、空いている差し込み口に指などを入れな
いでください。感電の原因となります。

■本装置を廃棄する時

本装置を廃棄する場合には、産業廃棄物として処理する必要があります。廃棄する場合に
は、必ず担当営業または専門業者にご連絡ください。
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警告ラベル

本製品には、下図のように警告ラベルが貼ってあります。警告ラベルは、絶対にはがさないでくださ
い。また、汚れてメッセージなどが見にくくなった場合は、担当営業または担当保守員までご連絡くだ
さい。

■装置背面

CAUTION

保守時は�

リストストラップ着用�

ELECTROSTATIC
SENSITIVE
DEVICES

感電�保守する場合は、必ず全ての電源ケーブルを�
抜いてください。�

DISCONNECT ALL POWER SUPPLY CORDS BEFORE 
SERVICE TO AVOID ELECTRIC SHOCK.
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■ CPUユニット

When installing processors, apply firm 
pressure to ensure correct seating.

CAUTION

注意�
CPUモジュールを取り付ける際、両サイドのつまみを使用して取り付けたあと、�
さらにCPUモジュールをもう一押しして、CPUモジュールが完全に取り付けら�
れていることを確認してください。完全に取り付けられていませんと、CPUが�
正しく認識されません。�
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本書の表記について

■キーの表記と操作方法

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのではなく、
説明に必要な文字を次のように記述しています。
例：　 [Ctrl]キー、[Enter]キー、[→]キーなど
また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「＋」でつないで表記しています。
例：　 [Ctrl]＋ [F3]キー、[Shift]＋ [↑]キーなど

■コマンド入力

本文中では、コマンド入力を次のように表記しています。

diskcopy a: a:
↑ ↑

↑の箇所のように文字間隔をあけて表記している部分は、[Space]キー（キーボード手前
中央にある何も書かれていない横長のキー）を 1回押してください。
また、上記のようなコマンド入力を英小文字で表記していますが、英大文字で入力しても
かまいません。

■本文中の表記

本文中では、以下の表記・記号を使用しています。

サーバ本体または本サーバ

GRANPOWER5000モデル 680/780のことです。

WindowsNT Server4.0

Microsoft
R WindowsNT
R Server4.0の略です。

LDSM Intel LANDesk
R Server Manager softwareの略です。

SSU システムセットアップユーティリティ（System Setup Utility）の略です。

ポイント

ハードウェアやソフトウェアを正しく動作させるために必要なことが書いて
あります。

ヘルプ

操作を間違えてしまったときの元の状態への戻しかたや、困ったときの対処
方法が書いてあります。
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コラム

用語の意味や、豆知識が書いてあります。

本書内の参照ページを示します。

本書では、本サーバの種類を区別して、以下の名称を用いて説明しています。

FDタイプ

OSインストールタイプ

アレイタイプ

■画面例について

本書に記載されている画面は一例です。お使いのサーバに表示される画面やファイル名な
どが異なる場合があります。ご了承ください。
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1
第 1章 本サーバについて

この章は、本サーバの特長、代表的な周辺装置、装置の各部の名称と働きなど、基本的な知識を解説
しています。
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第 1章 本サーバについて

1.1 特　長

本サーバには、以下のような特長があります。

■高速な処理

本サーバでは、データを高速に処理できる Pentium
R II XeonTMプロセッサを標準で 1個
または 2個搭載しており、最大 4個まで搭載することができます。システムは 64ビット幅
のメモリバスをもっていますので、64ビット幅の外部データバスをもつ Pentium
R II
XeonTMプロセッサの性能を最大限に引き出すことができます。
本サーバには最大データ転送速度 266MB／秒を誇る PCIバスを搭載しています。これに
より、ネットワークサーバとしてのパフォーマンスを飛躍的に向上させることができます。

■余裕の拡張性

コンパクトなデザインにもかかわらず、大容量かつ拡張性に富んだシステムを構成するこ
とが可能です。

� ラックマウントタイプを用意しています。
本サーバは、デスクサイドタイプとラックマウントタイプを用意しています。ラック
マウントタイプは、19インチ、40Uのラックを採用し、本体装置、ディスプレイ、
キーボード、ハードディスクキャビネットなどを効率的に収納し、設置場所にスペー
スをとりません。

� メモリは、最大 8GBまで拡張することができます。

� 本サーバは、前面に 6つのハードディスクドライブ用 3.5インチサイズのホットプラ
グ対応のベイを用意しています。

� ディスクサブシステムにハードディスクキャビネットを増設することで、システムの
大規模化にも対応が可能です。

� 内蔵 CD-ROMドライブユニット、内蔵 DATユニット、内蔵光磁気ディスクユニッ
ト、内蔵 1/4インチ CRMTユニット、内蔵 DLTユニットをサポートしています（本
サーバでは内蔵 CD-ROMドライブユニットを 1台標準搭載しています）。

� 拡張スロットは、32ビット PCIスロットを 5スロット、64ビット PCIスロットを 5
スロット、PCI/ISA共有スロットを 1スロット用意しています（本サーバは、PCIス
ロットの 1つに LANカードを標準搭載しています）。

■高信頼性の実現

� 特定の人だけが本サーバを使用できるようにパスワードを設定することができます。

� OSと連携して、ディスクの二重化を行う「ミラーリング」機能をサポートしています
ので、万一のデータ破損に備えることができます。

� SCSIアレイコントローラカードを使用し、ディスクアレイシステム
（RAID0/1/5/6）を構成することができます。

� 冗長ファン、および冗長電源機能をサポートしています。

� LDSMのAuto Server Restart（ASR：自動再起動）機能により、サーバ異常の迅速な
復旧を可能にすることができます。

� サーバモニタモジュールを使用し、万一サーバ本体内の CPUが故障したりシステム
電源が切断されたとしても、サーバモニタモジュールは独立して動作することが可能
です。
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1.1 特　長

■サポート OS

本サーバでは以下の OSをサポートします。

� WindowsNT Server 4.0

� WindowsNT Server Enterprise Edition 4.0

� IntranetWare
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第 1章 本サーバについて

1.2 名称と働き

ここでは、サーバ本体、キーボード、マウス、フロッピィディスクの各部の名称と働きを解説します。

1.2.1 サーバ本体前面

フロントカバーキー�
サーバ本体内を管理者の許可なく触らない
ように施錠することをお勧めします。�

CD-ROMドライブ�
ユニット�

フロッピィディスク�
ドライブユニット�

フロントカバー�

電源スイッチ�

LCDパネル�
POSTエラーメッセージとプロセッサー数を表�
示します。�

フロントスカート�
はめ込み式です。 �
設置後、取り付けてください。�

フロントドア�
フロントドアは通常は閉めた状態でお使いくだ
さい。�

リセットスイッチ�
このスイッチを押すと、システムがリ
セットされ、再起動します。�

リセットスイッチを押すと、作業中のデー

タはすべて失われます。リセットする

場合は、作業した結果をあらかじめ保

存してください。�

ポイント�

ハードディスクアクセス表示ランプが
点灯しているときは、電源を切らない
でください。ハードディスクのデータ
が破壊されるおそれがあります。�

ポイント��
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1.2 名称と働き

システム状態表示ランプ�
�
�
�
�
① ハードディスク故障ランプ�
サーバ本体に内蔵されたハードディスクに異
常が検出されたとき、オレンジ色に点灯しま
す。�

② システムファン故障ランプ�
サーバ本体内のシステムファンに異常が検出
されたとき、オレンジ色に点灯します。�

③ 電源ユニット故障ランプ�
サーバ本体内の電源ユニットに異常が検出さ
れたとき、オレンジ色に点灯します。�

④ ハードディスクアクセス表示ランプ�
ハードディスクにデータを書き込んだり、
ハードディスクからデータを読み込んだりし
ているときに緑色に点灯します。�

⑤ 電源ランプ�
サーバ本体に電源が入っているときに緑色に
点灯します�
�

ハードディスク状態表示ランプ�
ランプの位置に搭載された内蔵ハードディスクユ
ニットの状態を表示します。�
�
�
�
�
①ハードディスク故障ランプ�
内蔵されたハードディスクに異常が検出され
たとき、オレンジ色に点灯します。�
また、ホットスワップによるハードディスク
交換後、リビルド処理中はオレンジ色でゆっ
くりと点滅します。�

②ハードディスクアクセス表示ランプ�
ハードディスクにデータを書き込んだり、
ハードディスクからデータを読み込んだりし
ているときに点灯します。�

③ハードディスク電源ランプ�
内蔵されたハードディスクに電源が投入され
ると緑色に点灯します。�

① ② ③�

①� ②� ③� ④� ⑤�

�

�

電源ユニットスイッチ（CPUキャビネット用） 

電源ランプ（CPUキャビネット用）�

緑点灯：電源ユニット正常動作時 �
黄点灯：電源ユニット故障時�

電源ユニット（CPUキャビネット用）�
CPUキャビネット用の電源ユニットです。標準�
で3台搭載しています。最大で4台まで搭載可能�
で、うち1台をシステム運用状態のまま交換可�
能な冗長電源にすることができます。�
CPUキャビネット背面側に電源ユニットと同数�
のインレットがあります。�

CPUキャビネット�

ハードディスク�
キャビネット�
（オプション）�

緑�
黄�

◯�
◯�

RCIアドレス�
RCI(Remote Cabinet Interface)のノードアドレス�
を示します。�

�
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第 1章 本サーバについて

1.2.2 サーバ本体背面

インレット（CPUキャビネット用）
CPUキャビネットに搭載している電源ユニ�
ットのインレットです。�
AC電源ケーブルを接続します。�
インレットは、電源ユニットと以下のよう�
に対応しています。�

キーボードコネクタ（6ピン）�

マウスコネクタ（6ピン）�

USBコネクタ�
USB(Universal Serial Bus)コネクタです。�
ただし、本サーバではサポートしていないため�
ご使用になれません。�

シリアルポートコネクタ2（9ピン）�
2

シリアルポートコネクタ1（9ピン）�
モデムなどRS-232C規格の装置のケーブル
を接続します。�

1

パラレルポートコネクタ（25ピン）�
プリンタ装置（ESC／Pシーケンス）の
ケーブルを接続します。�

10/100BASE-TXコネクタ�
非シールド・ツイストペア(UTP)ケーブルを接
続します。100Mbpsで使用する場合には、カテ
ゴリ5に適用したケーブルが必要です。LEDの
意味は以下のとおりです。�
　LINK LED点灯 ：LINKの確立中�
　ACT LED点灯 ：データ転送中�
　100 LED点灯 ：100Mbpsの接続確立中�

CRTコネクタ（15ピン）�

CPUキャビネット

ハードディスクキャビネット�
（オプション）�

4台目搭載時

標準搭載

RCIコネクタ�
オプションのハードディスクキャビネットを�
搭載するときにRCIケーブルを接続します。�

RCI制御スイッチおよびLED
RCIケーブル接続時に使用するスイッチおよび�
状態を示すLEDです。スイッチおよびLEDの�
意味は以下のとおりです。�

①CONFIGスイッチ
　接続されているハードディスクキャビネッ�
　トを交換した場合および取り外した場合に、�
　1秒以上押します。�
②CONFIG-LED�
　CONFIGスイッチを押したときに点灯します。�
③SERVICEスイッチ�
　クラスタシステム構成時において、認識する�
　CPUキャビネットが複数ある場合に押します。�
④SERVICE-LED�
　SERVICEスイッチを押したときに点灯します。�
　また、システム異常時に点滅します。�

①� ②�③�④�

盗難防止用金具�
背面側からサーバ本体内�
を触ることを防ぐための�
金具です。�

盗難防止用金具キー�
盗難防止用金具とサーバ�
本体を施錠します。�
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1.2 名称と働き

CPUキャビネット

ハードディスクキャビネット�
（オプション）�

インレット（ハードディスクキャビネット用）�
ハードディスクキャビネットに搭載している電�
源ユニットのインレットです。�
AC電源ケーブルを接続します。�

電源ユニットスイッチ�
（ハードディスクキャビネット用） 

電源ランプ（ハードディスクキャビネット用）�

緑点灯：電源ユニット正常動作時 �
黄点灯：電源ユニット故障時�

◯　　◯ �
緑　　黄�

電源ユニット（ハードディスクキャビネット用）�
ハードディスクキャビネット用の電源ユニット�
です。標準で1台搭載しています。最大で2台ま�
で搭載可能で、うち1台をシステム運用状態のま�
ま交換可能な冗長電源にすることができます。�

RCIコネクタ�
CPUキャビネットのRCIコネクタと、RCIケーブ�
ルを使って接続します。�

SCSIコネクタ(使用禁止)

SCSIコネクタ�
CPUキャビネットのSCSIコネクタと、SCSIケー�
ブルを使って接続します。�
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第 1章 本サーバについて

1.2.3 サーバ本体内部

[前面内部]

3.5インチストレージベイ�

内蔵ハードディスクユニット（ホットプラグ対応）を取�
り付けます。�
本サーバには、CPUキャビネットに6つの3.5インチスト�
レージベイを、オプションのハードディスクキャビネッ�
トに8つの3.5インチストレージベイを用意しています。�

5インチストレージベイ�

SCSI規格の内蔵CD-ROMドライブユニット、内蔵DATユ�
ニット、内蔵DLTユニットなどを取り付けます。最上段�
には内蔵CD-ROMドライブユニットを標準で搭載してい�
ます。�

CPUユニット�

CPUとRAMモジュールを搭載するユ�
ニットです。�
CPUとRAMモジュールを増設すると�
きは、CPUユニットを取り外します。�

[背面]

I/Oユニット�

I/O装置を接続、および拡張カードを�
搭載するユニットです。�

[I/Oユニット内部]

PCIスロット、ISAスロット�

本サーバの機能を拡張する各種拡張カードを取り付けます。�
PCIスロットは、64ビットPCIスロットを5スロット、32ビッ�
トPCIスロットを6スロット備えており、PCIバスインタフェ�
ースを持つ拡張カードを搭載することができます。ISAスロ�
ットは、ISAバスインタフェースを持つ拡張カードを1枚搭�
載することができます。�
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1.2 名称と働き

1.2.4 セキュリティ

本サーバでは、本体内のハードウェアおよびソフトウェア資産を盗難などから守るため、以下のよう
に機械的なセキュリティ設備を用意しています。

■デスクサイドタイプ

� フロントドアを施錠すると、フロントカバー全体が開けなくなり、本体内のハード
ウェア（各種ドライブユニットや拡張カード）の盗難を防ぐことができます。
フロントドアを開ける場合は、フロントカバーキーを左側に回して、フロントドアの
右側を引きます。

� 盗難防止用金具を施錠すると、I/Oユニットと CPUユニットの取り外しができなく
なり、CPUや RAMモジュールなどの盗難を防ぐことができます。
盗難防止用金具を取り外す場合は、盗難防止用金具キーを左側に回して取り外します。

ポイント

フロントカバーキーは装置ごとに異なります。また、フロントカバーキーと
盗難防止用金具キーは、それぞれ異なります。紛失しないように注意してく
ださい。紛失した場合は、担当保守員に連絡してください。

また、BIOSセットアップユーティリティなどによるセキュリティ機能も準備しており、
より信頼度の高いデータセキュリティを実現します。（BIOSセットアップユーティリティ
などのセキュリティモード設定については、「第 4章セットアップ」をご覧ください。）
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第 1章 本サーバについて

■ラックマウントタイプ

カギ穴�

ラックフロントドアを施錠すると、ラック内部のハードウェアの盗難を防ぐことができ
ます。
ラックフロントドアを開ける場合は、キーカバーを上げて、ラックキーを左側に回して、
ラックハンドルを左側に回して手前に引きます。

ポイント

ラックキーは、紛失しないように注意してください。紛失した場合は、担当
保守員に連絡してください。

また、BIOSセットアップユーティリティなどによるセキュリティ機能も準備しており、
より信頼度の高いデータセキュリティを実現します。（BIOSセットアップユーティリティ
などのセキュリティモード設定については、「第 4章セットアップ」をご覧ください。）
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1.2 名称と働き

1.2.5 キーボード／マウス

デスクサイドタイプでは、次のキーボードとマウスが標準で添付されます（ラックマウントタイプ用
のキーボードとマウスはオプションです）。

■キーボード

各種機能キーはアプリケーションによって機能が異なります。

Esc F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 F11 F12
Scroll�
Lock

Num�
Lock

Caps�
LockPause

Break

Scroll�
Lock

Print

SysRq
Screen

半角/�
全角�

！�
1  ぬ�

�
２  ふ�

＃  ぁ�
３  あ�

$   ぅ�
4   う�

%  ぇ�
5   え�

&   ぉ�
6   お�

　 ゃ�
７ や�

(    ゅ�
８ ゆ�

)    ょ�
９ よ�

～ を�
０ わ�

＝ £�
－ ほ�

‾ 々�
∧ へ�

｜ ¬�
￥ ―�

Back�
space
�

Insert Home
Page�
Up

Delete End
Page�
Down

Num�
Lock / ＊� －�

Tab
Q�
     た�

W�
     て�

E   ぃ�
     い�

R�
     す�

T�
     か�

Y�
     ん�

U�
     な�

I�
     に�

O�
     ら�

P  『�
     せ�

�`
@  ゛�

{    「�
[     ゜� Enter

 7�
Home�
�

8 9�
PgUp

＋�

Caps Lock�
英数�
漢字番号�

漢字�

A�
     ち�

S�
     と�

D�
     し�

F�
     は�

G�
     き�

H�
     く�

J�
     ま�

K�
     の�

L�
     り�

＋  』�
； れ�

＊ ヶ�
： け�

}     」�
]    む�

4 5 6

Shift Z   っ�
     つ�

X�
     さ�
�

C�
     そ�

V�
     ひ�

B�
     こ�

N�
     み�

M�
     も�

＜  、�
， ね�

＞  。�
． る�

？  ・�
／ め�

＿ �
＼ ろ� Shift 1�

End
2�
�

3�
PgDn

Enter

Ctrl Alt 無変換�
前候補�
変換(次候補)

カタカナ�
ひらがな� Alt Ctrl

全候補� ローマ字�

0�
Ins

.�
Del

Num Lock（ニューメ�
リカルロック）キー�
�

Insert（インサート）キー�
�
Back space（バックスペース）キー�
�

Print Screen（プリントスクリーン）キー�
�

Scroll Lock（スクロールロック）キー�
�

F（ファンクション）キー�
�

Esc（エスケープ）キー�

Pause（ポーズ）キー�

Home（ホーム）キー�

インジケータ�

Caps Lock（キャプスロック）英数キー�
�

Ctrl（コントロール）キー�

Alt（オルト）キー�

Application（アプリケーション）キー�

テンキー�
�

End（エンド）キー�
Delete（デリート）キー�

Page Up（ページアップ）キー�

Page Down（ページダウン）キー�
カーソルキー�

Enter（エンター）キー�
�

Windows（ウィンドウズ）キー�

Space（スペース）キー�

■マウス

右ボタン�

左ボタン�
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第 1章 本サーバについて

1.3 設置から運用まで

本サーバの設置から運用までの流れを示します。各種作業時に参照する箇所は以下のとおりです。

3

1

設置場所を確認する�
「安全上のご注意」、「第2章　設置と接続」�

梱包物／添付品を確認する�
「第2章　設置と接続」の「2.1　梱包物の確認」�

準備する�
事前に以下のものを用意してください。
・セットアップディスク（8枚）
・工具（プラスドライバー）

4 内蔵オプションを取り付ける�
注意 内蔵オプションを取り付けるときは、取り付ける位置や順序、他のオプションとの同時�

搭載時の注意があります。参照箇所を熟読のうえ、以降の手順を実施してください。�
なお、内蔵オプションを取り付けるときは、担当保守員に依頼してください。�

「第5章　内蔵オプションの取り付け」、『各オプション装置の取扱説明書』�

重要 取り付けるオプション(PCIカード／ISAカード)の有無によって、設置手順が異なります。
以下の手順にしたがって、取り付けてください。

取り付ける内蔵オプションの中にPCIカード／ISAカードがない場合

設置／手順5に進む�
決定した設置場所に、本サーバを設置します。�

「第2章　設置と接続」�

1

設置／仮接続�
決定した設置場所に、本サーバを設置します。ディスプレイ、キーボード、マウスを接続�
します。�

「第2章　設置と接続」�

取り付ける内蔵オプションの中にPCIカード／ISAカードがある場合

セットアップディスク1のセット／電源の投入�
OSインストールタイプでは、必ずセットしてください。ハードディスクにすでに�
書き込まれているOSを電源投入時に誤って起動しないためです。OSインストー�
ルタイプ以外でも、安全のためセットして作業をしてください。�

「第3章　基本的な操作」�

注意�

SSUの実行�
各オプションカードに割り当てる資源を、SSUで設定および確認します。

「第4章　セットアップ」の「4.6 システムセットアップユーティリティ(SSU)を使う」

2

3

4

5
「第5章　内蔵オプションの取り付け」／『各オプション装置の取扱説明書』�

電源の切断／ディスプレイとキーボードの取り外し�
「第2章　設置と接続」�

内蔵オプションの取り付け�
カバーを取り外し、オプションカード、オプション装置を取り付けます。�

カバーの取り付け／手順5に進む�6

1

2
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1.3 設置から運用まで

周辺機器を取り付ける

電源を投入する

5

7

9

10

ディスプレイ装置、キーボード、マウスを本体装置に接続します。その他の周辺機器を取り付けます。
「第2章　設置と接続」の「2.3 接続方法」�

セットアップディスク4をセット後、本体装置の電源を投入します。
取り付けたメモリ総容量と同じ容量がディスプレイに表示されること、およびシステムが正常に起動する
ことを確認します。

「第3章　基本的な操作」の「3.2 電源を入れる」�

SCSI Selectユーティリティを設定／確認する
使用する内蔵ハードディスクおよびインストールするOSによってSCSIカードの設定を、確
認または変更する必要があります。

「第4章　セットアップ」の「4.5 SCSI Select�
ユーティリティを使う」

注意�

BIOSセットアップユーティリティを設定／確認する
取り付けたオプション装置によって、BIOSセットアップユーティリティの設定値を、確認
または変更する必要があります。

「第4章　セットアップ」の
「4.4 BIOSセットアップユーティリティを使う」
『各オプション装置の取扱説明書』�

注意�

各機器の取り付けを確認する6

設置した装置にぐらつきがないこと、ケーブルが確実に接続されていることを確認します。

8

SCSIアレイディスクの初期化

OSのインストール

LDSMのインストール

UPS（無停電電源装置）の取り付け

運用開始

11

12

13

14

『SCSIアレイコントロ－ラカ－ドの取扱説明書』
「6.2 SCSIアレイコントロ－ラカ－ド使用時
の注意」

[OSインストールタイプ]
「サーバ添付の「設定の手引き」」
[FDタイプ]
「第6章 ソフトウェアのインストール」

重要

『UPSの取扱説明書』�

条件 ディスクアレイシステムを構築する場合

注意�

条件 UPSを接続する場合

「OSインストールタイプ」と「FDタイプ」では、OSのインストール方法が異なります。

「BIOS Environment Support Tools」を用いて、システムの設定情報を退避するとともに、コンフィグ�
レーションシートに装置の運用状態を記入するようにしてください。�
システムに異常が発生したときやオプションの増設時に参考になります。

「6.5  Intel LANDesk      Server Manager について」�
および「LDSMのオンラインマニュアル」

R

「付B.1 コンフィグレーション・シート」
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2
第 2章 設置と接続

この章は、本サーバの設置場所および本サーバと周辺装置との接続方法を解説しています。

CONTENTS
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第 2章 設置と接続

2.1 梱包物の確認

箱の中に次の品物がそろっているか確認してください。万一、欠品などがございましたら、担当営業
員までお申しつけください。

名称�

本体装置

キーボード

マウス

電源ケーブル�
（本体装置用）

セットアップディスク#1～#8

取扱説明書

LANドライバディスク

ハードウェアセットアップガイド

タイプ�

共通

備考�

フロッピィディスク8枚

デスクサイドタイプのみ�

 CD-ROM1枚

フロッピィディスク1枚

Intel LANDesk    Server ManagerR

3本

デスクサイドタイプのみ�

□�

□�

□�

□�

□�

□�

□�

□�

□�

リストストラップ 1個

フロントカバーキー 2個

ドライバーズCD

ドライバーズCD用取扱説明書

 CD-ROM1枚

□�

□�

□�

□�

（続く）�

フロントスカート� 1個�□�

フロントスカート取り付け金具� 2個（取り付けネジ4個含む）□�

2個盗難防止用金具キー�□�
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2.1 梱包物の確認

名称�タイプ�

共通

備考�

Windows NT Server 4.0 設定の手引き

SCSIアレイコントローラカード(GP5-141)用
ドライバディスク

SCSIアレイコントローラカード取扱説明書

OSインス�
トールタイ�
プ、アレイ
タイプ

アレイタイプ フロッピィディスク1枚

初回電源投入時に参照します

保証書

RCI分岐コネクタ� 1個�

□�

□�

□�

□�

□�

（続き）�

RCI終端抵抗� 2個�□�

その他、添付されているドキュメントがある場合には、サーバ設置前に必ずお読みください。
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第 2章 設置と接続

2.2 設置場所に関する注意

本サーバを設置するときは、以下の場所は避けてください。

� 本ラックシステムは、0.2G（震度５程度：強震相当）以下の振動では問題
なく動作するように設計されています。

地震発生時の転倒防止のために、本ラックシステムの設置の際には必ず装
置／ラックの固定等の耐震対策を行う必要がありますので、担当営業にご
相談ください。

� 床の強度が弱い場所に設置しないでください。

最大搭載時の最大重量は、ラックマウントタイプでは 400kg、デスクサイ
ドタイプでは 150kgになるため、強度が弱い床では床が抜ける恐れがあり
ます。

� 湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に設置
しないでください。

故障・火災・感電の原因となります。

� 本体に水をかけないでください。

故障・火災・感電の原因となります。

� 風呂場、シャワー室などの水場で使用しないでください。

故障・火災・感電の原因となります。

� 直射日光の当たる場所や、暖房器具の近くなど、高温になる場所には設置
しないでください。また、10℃未満の低温になる場所には、設置しないで
ください。

故障の原因となります。

� ラックの開口部（通風孔など）をふさがないでください。

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となります。

� 電源ケーブルおよび各種ケーブル類に足がひっかかる場所には設置しない
でください。故障の原因となります。

� テレビやスピーカの近くなど、強い磁界が発生する場所には設置しないで
ください。故障の原因となります。
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2.2 設置場所に関する注意

� 空気吸い込み口である装置前面部および空気吐き出し口である裏面部をふ
さがないでください。

装置の裏面部は壁から 20cm離して設置してください。

これらをふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となります。

� 本体装置は、水平で安定した場所、および大きな振動の発生しない場所に
設置してください。

振動の激しい場所や傾いた場所などの不安定な場所は、落ちたり倒れたり
してけがの原因になりますので、設置しないでください。

また、通路の近くには、危険防止のため設置しないでください。通路の近
くに設置すると、人の歩行などで発生する振動によって本体が故障したり
誤動作する場合があります。

� 本サーバの上に重いものを置かないでください。また、本サーバの上に物
を落としたり、衝撃を与えないでください。

バランスが崩れて倒れたり、落下したりしてけがの原因となります。また、
本サーバが故障したり誤動作する場合があります。

� 本サーバを移動する場合は、必ずすべての電源を切断し、ケーブル類／マウ
ス／キーボード／ ACケーブルを外してください。オプションの搭載によっ
て、ラックマウントタイプでは最大 400kg以上、デスクサイドタイプでは
最大 150Kg以上の重量となりますので充分注意して運搬してください。

� 転倒防止足のある装置は必ず使用してください。振動による転倒でけがを
するおそれがあります。

� ラック設置後にラックを移動する場合は、必ず担当保守員にご連絡くだ
さい。

不用意に移動すると、ラックを損傷する恐れがあります。

� ラックマウントタイプでディスプレイ装置を交換する場合には、必ず担当
保守員にご連絡ください。

ディスプレイが落下し、けがの原因となることがあります。

� ラックマウントタイプでマウステーブルを引き出す場合は、アームレスト
を確実にロックしてください。

ロックをしない状態で引き出すと、マウステーブルに傷がつく恐れがあり
ます。

� ラックマウントタイプの場合、マウステーブルに肘を掛けないでください。

テーブルを破損する恐れがあります。

� ラックマウントタイプの場合、キーボードテーブルを引き出した状態で、
キーボードテーブルより下にある装置の操作を行う場合は、頭上のキー
ボードテーブルに十分注意をしてください。

キーボードテーブルにぶつかり、けがの原因となることがあります。

� ラックマウントタイプで汎用テーブルに装置を搭載した場合には、必ず添
付のベルトを使用して装置を汎用テーブルに固定してください。
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第 2章 設置と接続

� ラックマウントタイプの場合、ラックのフロントドア、リアドアは取り外
さないでください。

ドアは重量があるため、倒れたり、落下したりしてけがの原因となることが
あります。取り外す必要が生じた場合には、担当保守員にご連絡ください。

■設置環境

本サーバは、以下の環境条件を守ったうえで運用してください。環境条件を外れた設置環
境での運用は、本サーバの故障や寿命を著しく短縮する原因となります。

温度（10℃～35℃）

直射日光の当たる場所、温度条件の厳しい場所を避けて設置してください。
また、急激な温度変動は装置を構成する部品に悪影響を与え、故障の原因と
なるため、温度勾配は 10℃／時間以内が理想です。また、15℃／時間を超
えるような環境は避けてください。

湿度（20～80％）

高湿度環境に設置すると、腐食性有害物質および塵埃との相乗作用による故
障の原因となります。また、磁気媒体・帳票類へも悪影響を及ぼしますの
で、空調機などにより調整してください。

塵埃（オフィス環境：0.15mg／m3以下）

塵埃（ほこり、ちりなど）は磁気媒体やヘッドを傷つけたり、接触不良を起
こす原因となります。また、腐食性有害物質および湿気との相乗作用により
装置に悪影響を与えるため、空調機を装備したエアフィルタで塵埃を除去す
るなどの対策が必要です。特に、フロッピィディスクドライブ、CD-ROMド
ライブユニット、光磁気ディスクユニット、DATユニットなどの磁気テープ
装置を使用する場合、ヘッドや媒体に付着した塵埃がリードエラーやライト
エラーの原因となるため、定期的なクリーニングを行ってください。クリー
ニングの詳細は、「第 7章日常のお手入れ」を参照してください。
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2.2 設置場所に関する注意

■サーバ本体環境条件

項目 設定条件

動作時

休止時

動作時

休止時

動作時

休止時

10～35

－5～55

20～80（結露しないこと）

15以下（結露しないこと）

AC100V

50/60Hz

温度［℃］

湿度［％RH］

温度勾配［℃/hr］

AC入力条件

浮遊塵埃 以下0.15mg/m 3

電圧

周波数

21



第 2章 設置と接続

■設置スペース

本サーバを設置するときは、以下のスペースを確保してください。

デスクサイドタイプ

本体�
（上面図）�

フロント�

（保守エリア）�

（保守エリア）�

（保守エリア）�

（保守エリア）�

800mm 800mm

1500mm

1500mm

1000mm

1000mm
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2.2 設置場所に関する注意

ラックマウントタイプ

ラック本体�
（上面図）�

（保守エリア）�

（保守エリア）�

1600mm

1000mm

1000mm

フロント�

500mm

500mm

500mm

500mm

1600mm

ラック本体�
（前面図）�

（保守エリア）�200mm
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第 2章 設置と接続

■本サーバの固定について

本サーバ設置後、本サーバ底面にある固定足で本サーバを固定してください。

本体�
（上面）�

（フロント）�

キャスター�

固定足�

■フロントスカートの取り付け

本サーバ固定後、フロントカバーにフロントスカート固定金具を取り付け
て、フロントスカートを取り付けてください。

1 フロントカバーを取り外します。

（「5.2　フロントカバーの取り外し」参照）

2 フロントカバーにフロントスカート固定金具を取り付け、フロントス
カートをはめ込みます。

フロントスカート固定金具を 2本のネジで固定します。

フロントスカート�

フロントスカート取り付け金具�

24



2.2 設置場所に関する注意

� 本サーバを移動する場合は、必ずフロントカバーからフロン
トスカートを取り外してください。
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第 2章 設置と接続

2.3 接続方法

2.3.1 接続全体図

以下は、背面から見た接続全体図です。各周辺装置の接続方法は、各ページをご覧ください。

マウス�

「2.3.3 キーボード・マウスの接続」�

プリンタ�

「2.3.5 プリンタの接続」�

キーボード�
「2.3.3 キーボード・マウスの接続」�

CRTディスプレイ�

「2.3.2 CRTディスプレイの接続」�

LANケーブル�

「2.3.4 LANケーブルの接続」�

電源ケーブル�

「2.3.6 電源ケーブルの接続」�
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2.3 接続方法

2.3.2 CRTディスプレイの接続

� 接続するときは、サーバ本体および周辺装置のすべての電源を切り、電源
ケーブルをコンセントから取り外してください。

感電の原因となります。

� 電源プラグをコンセントに接続する前に、必ずアースを接続してください。
また、アース接続を外すときには、必ず電源プラグをコンセントから抜い
てから行ってください。

感電の原因となります。

CRTディスプレイの接続方法は、以下のとおりです。

1 CRTケーブルをサーバ本体に接続します。

CRTケーブルのコネクタを、サーバ本体の CRTコネクタに接続します。CRTケーブルのコネクタ
のネジをしめます。

2 電源ケーブルを CRTディスプレイに接続します。

電源ケーブル（CRTディスプレイ用）の片方のプラグを、CRTディスプレイ背面のインレットに接
続します。
電源ケーブルの片方が CRTディスプレイ本体に一体となっている製品をお使いのときは本手順を省
きます。

3 電源ケーブルをコンセントに接続します。

もう片方のプラグをコンセントに接続します。
コンセントが 2ピンの場合は、添付のアダプタプラグを取り付けてから、コンセントに接続します。
アダプタプラグについているアース線を、コンセントの FGネジに接続します。
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第 2章 設置と接続

2.3.3 キーボード・マウスの接続

接続するときは、サーバ本体および周辺装置の電源を切り、電源ケーブルをコ
ンセントから取り外してください。

感電の原因となります。

■キーボードの接続

1 キーボードケーブルのコネクタを、サーバ本体背面のキーボードコネクタ（ ）に

接続します。

このとき、コネクタに刻印されている矢印が上側に向くようにします。
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2.3 接続方法

■マウスの接続

1 マウスケーブルのコネクタを、サーバ本体背面のマウスコネクタ（ ）に接続します。

このとき、コネクタに刻印されている矢印が上側に向くようにします。
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第 2章 設置と接続

2.3.4 LANケーブルの接続

本サーバの LANケーブルを接続します。

1 LANケーブルをサーバ本体に接続します。

LANケーブルのコネクタを、サーバ本体背面の LANコネクタに接続します。

2 LANケーブルをハブやルータなどに接続します。

もう片方のコネクタを、ハブやルータなどに接続します。
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2.3 接続方法

2.3.5 プリンタの接続

接続するときは、サーバ本体および周辺装置の電源を切り、電源ケーブルをコ
ンセントから取り外してください。

感電の原因となります。

1 プリンタケーブルをサーバ本体に接続します。

プリンタケーブルのコネクタを、サーバ本体のパラレルコネクタに接続します。コネクタのネジを
しめます。

2 プリンタ側のケーブルを接続します。

プリンタ側のケーブル接続は、各プリンタに添付の取扱説明書を参照してください。
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第 2章 設置と接続

2.3.6 電源ケーブルの接続

周辺装置の接続を終えたら、本サーバの電源ケーブルを接続します。

� 濡れた手でプラグを抜き差ししないでください。

感電の原因となります。

� 電源ケーブルを傷つけたり、加工したりしないでください。

重いものを載せたり、引っ張ったり、無理に曲げたり、ねじったり、加熱し
たりすると、電源ケーブルを傷め、火災・感電の原因になります。

� 電源ケーブルやプラグが傷んだとき、コンセントの差し込み口がゆるいと
きは、使用しないでください。

そのまま使用すると、火災の原因になります。

� プラグの電極、およびコンセントの差し込み口にほこりが付着している場
合は、乾いた布でよく拭いてください。

そのまま使用すると、火災の原因になります。

� 電源ケーブルは、家庭用電源（AC100V）に接続してください。

また、タコ足配線をしないでください。

故障・火災の原因となります。

電源プラグをコンセントに接続する前に、必ずアースを接続してください。ま
た、アース接続を外すときには、必ず電源プラグをコンセントから抜いてから
行ってください。

感電の原因となります。

以下の場所にはアース線を接続しないでください。

� ガス管：爆発や引火する恐れがあります。

� 電話線や避雷針：落雷のとき装置を破壊し、火災の原因となります。
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2.3 接続方法

1 電源ケーブルをサーバ本体に接続します。

電源ケーブルのプラグを、本サーバのインレットに左側から順に接続します（電源ケーブルは標準
で 3本、電源ユニットを増設した場合は 4本あります）。
オプションのハードディスクキャビネットを接続している場合は、ハードディスクキャビネットの
電源ケーブルも接続してください。

2 電源ケーブルをコンセントに接続します。

もう片方のプラグを、コンセントに接続します。
コンセントが 2ピンの場合は、アダプタプラグを取り付けてから、コンセントに接続します。アダ
プタプラグに付いているアース線を、コンセントの FGネジに接続します。
アダプタプラグが必要な場合は、別途、購入する必要があります。

� 近くで雷が起きたときは、電源ケーブルをコンセントから抜いてください。

そのまま使用すると、雷によっては本サーバを破壊し、火災の原因となり
ます。

� 本装置は、最大 6個（サーバ本体最大 4個、ハードディスクキャビネット
最大 2個）の電源ユニットがあります。故障時や保守時はすべての電源ス
イッチを切って、その後必ずすべての電源プラグをコンセントから抜いて
ください。

� 本装置のすべての電源コードをひとつの OAタップに接続する場合、OA
タップの接地線をとおして大漏洩電流が流れることがあります。電源線接
続に先立ち、必ず接地接続を行ってください。
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第 2章 設置と接続

� プラグを抜くときは電源ケーブルを引っ張らず、必ずプラグを持って抜い
てください。

� 電源ケーブルを引っ張ると、電源ケーブルの芯線が露出したり断線したり
して、火災・感電の原因となります。

� プラグは、コンセントの奥まで確実に差し込んでください。火災・故障の
原因となることがあります。

� 長時間使用しないときは、安全のため必ずプラグをコンセントから抜いて
ください。火災・故障の原因となることがあります。

OAタップを使用する場合は、以下の OAタップを推奨します。

品名 商品番号 コンセント形状 ACプラグ形状 ケーブル長 容量

OAタップ(4個口)

OAタップ(6個口)

0515310

0515320

平行2Pアース付×4

平行2Pアース付×6

平行2Pアース付

平行2Pアース付 3m

3m

1500W

1500W
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3
第 3章 基本的な操作

この章は、電源の入れ方や切り方、フロッピィディスクのセット方法や取り出し方法など、本サーバ
を使用する上での基本的な操作を解説しています。
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第 3章 基本的な操作

3.1 フロントドアを開ける（デスクサイドタイプ）

フロントドアを開ける方法は、以下のとおりです。

1 フロントカバーキーを左側に回します。

2 フロントドアの右側に手をかけ、手前に引きます。

ポイント

� 通常の使用時（媒体の出し入れ、電源の ON/OFF以外）には、フロントドアを閉めた
状態でご使用ください。

� フロントカバーキーは装置ごとに異なります。紛失しないように注意してください。
紛失した場合は、担当保守員に連絡してください。
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3.2 ラックドアを開ける（ラックマウントタイプ）

3.2 ラックドアを開ける（ラックマウントタイプ）

ラックマウントタイプには、フロントドアとリアドアがあります。ここでは、フロントドアおよびリ
アドアを開ける方法について説明します。

■　フロントドアの開け方

1 キーカバーを上げラックキーを左側に回して、キー部分を押します。

ラックハンドルが前に上がります。

押す�

2 ラックハンドルを左側に回して、手前に引きます。
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第 3章 基本的な操作

■　リアドアの開け方

1 キーカバーを上げラックキーを左側に回して、キー部分を押します。

ラックハンドルが前に上がります。

押す�

2 ラックハンドルを右側に回して、手前に引きます。

ポイント

� 通常の使用時（媒体の出し入れ、電源のON/OFF以外）には、ラックドアを閉めた状
態でご使用ください。

� ラックキーは、紛失しないように注意してください。紛失した場合は、担当保守員に
連絡してください。
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3.3 電源を入れる

3.3 電源を入れる

電源を入れたまま、持ち運んだり、衝撃や振動を与えたりしないでください。
サーバ内部のハードディスクを損傷し、データを消失する原因となります。

本サーバの電源を切断後、再度電源を投入する場合は、10秒後に投入してくだ
さい。

10秒以内に電源を再投入すると、本サーバが正常に起動しない場合があります。

1 フロントドアを開けます。

2 CRTディスプレイや周辺装置の電源を入れます。

3 サーバ本体前面の電源スイッチを押します。

サーバ本体の電源ランプが点灯します。
電源が入ると、本サーバはサーバ本体の装置をチェックする「POST（Power On Self Test:パワーオ
ンセルフテスト）」を行います。POSTの結果、異常があればエラーメッセージが表示されます。
（「第 8章故障かな？と思ったときには」の「8.2エラーメッセージ」を参照）
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第 3章 基本的な操作

3.4 電源を切る

� 以下の操作手順で電源を切ってください。操作手順に反すると、データが
破壊されるおそれがあります。

� 発煙、発火などの異常が発生した場合は、ただちに電源プラグをコンセン
トから抜いてください。

火災・感電の原因となります。

� 本サーバの電源を切断後、再度電源を投入する場合は、10秒後に投入して
ください。

10秒以内に電源を再投入すると、本サーバが正常に起動しない場合があり
ます。

1 OSを終了します。

OSを終了し、フロッピィディスクとハードディスクのアクセス表示ランプが消えていることを確認
します。また、フロッピィディスクドライブなどに媒体が挿入されていないことを確認します。

消灯�

消灯�
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3.4 電源を切る

2 サーバ本体前面の電源スイッチを押します。

サーバ本体の電源ランプが消えます。

3 CRTディスプレイや周辺装置の電源を切ります。
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第 3章 基本的な操作

3.5 フロッピィディスクのセット／取り出し

フロッピィディスクのセット方法・取り出し方法は、以下のとおりです。

3.5.1 取扱い上の注意

フロッピィディスクを取り扱うときは、以下の点にご注意ください。

� コーヒーなどの液体がかからないようにしてください。

� シャッタを開いて中のディスクに触らないでください。

� 曲げたり、重いものをのせたりしないでください。

� 磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。

� 固い床などに落とさないでください。

� 高温／低温の場所に保管しないでください。

� ラベルを何枚も重ねて貼らないでください。

■フロッピィディスクの外観

表� 裏�

書き込み可能� 書き込み禁止�

シャッタ�

ラベル�

ライトプロテクタ�

フロッピィディスクをドライブにセット�
するとここが開き、データの読み・書き�
が行われます。�

記録してあるソフトウェア名や、データ�
を記入してから貼ります。�

フロッピィディスクへの書き込みを禁止�
します。書き込み禁止にするには、反対�
側が見えるようにライトプロテクタをス�
ライドさせます。元に戻せば、再びデー�
タの書き込みや消去ができます。�
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3.5 フロッピィディスクのセット／取り出し

コラム

フロッピィディスクについて

本サーバでは以下の 2種類のフロッピィディスクを使用できます。

� 2HD（記憶容量 1.44MB）

� 2DD（記憶容量 720KB）

2種類の外見上の違いは、図のとおりです。

2HD 2DD HDのマークの有無�

　穴の有無�
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第 3章 基本的な操作

3.5.2 フロッピィディスクのセットと取り出し

フロッピィディスクアクセス表示ランプの点灯中にフロッピィディスクを取り
出すと、フロッピィディスク内部のデータが破壊されます。

■フロッピィディスクのセット

1 ラベルを上側に向け、シャッタのある側から、フロッピィディスクドライブに差し込
みます。

カシャッと音がし、フロッピィディスク取り出しボタンが飛びだします。

フロッピィディスク�
取り出しボタン�
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3.5 フロッピィディスクのセット／取り出し

■フロッピィディスクの取り出し

1 フロッピィディスクアクセス表示ランプが消えていることを確認して、取り出しボタ
ンを押します。

フロッピィディスクが出てきます。

消灯�

フロッピィディスク�
アクセス表示ランプ�
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第 3章 基本的な操作

3.6 CD-ROMのセット /取り出し

CD-ROMのセット方法・取り出し方法は、以下のとおりです。

3.6.1 取扱い上の注意

故障などを防ぐため、内蔵 CD-ROMドライブユニットや CD-ROMを取り扱う
ときは、以下の点にご注意ください。

� 内蔵 CD-ROMドライブユニット

－ 湿気やほこりや浮遊物の少ないところで使用してください。また、内
部に水などの液体やクリップなどの金属類が入ると、感電や故障の原
因となります。

－ 衝撃や振動の加わる場所では使用しないでください。

－ トレイには規定の CD-ROM以外のディスクおよびディスク以外の物を
セットしないでください。

－ トレイは、力を入れて引き出したり、強く押しつけたりしないでくだ
さい。

－ CD-ROMドライブユニットは絶対に分解しないでください。

－ トレイは使用前にきれいにしておいてください。清掃時は乾いたやわ
らかい布をご使用ください。

－ 長期間ご使用にならないときは、万一の事故を防ぐために CD-ROMド
ライブユニットから CD-ROMを取り出しておいてください。また、
CD-ROMドライブユニットにほこりやゴミが入りこまないように、ト
レイを閉じた状態（ロード状態）にしておいてください。

� CD-ROM

－ ケースから取り出すときは、下図のように、ケースのセンターホル
ダーを押さえながら持ち上げてください。

－ CD-ROMの縁を持つようにして、表面に触れないように扱ってくだ
さい。
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3.6 CD-ROMのセット /取り出し

－ CD-ROMの表面に指紋、油、ゴミなどをつけないでください。汚れた
場合には、乾いた柔らかい布で CD-ROMの内側から外側へ向けて拭い
てください。ベンジン、シンナー、水、レコードスプレー、静電気防止
剤、シリコンクロスなどで拭かないでください。

－ CD-ROMの表面に傷をつけないように十分注意してください。

－ 熱を加えないでください。

－ 曲げたり、重いものをのせたりしないでください。

－ レーベル面（印刷側）にボールペンや鉛筆などで文字を書かないでく
ださい。

－ 屋外などの寒い場所から急に暖かい場所に移すと、表面に水滴がつい
て、CD-ROMドライブユニットがデータを読み込めないことがありま
す。このときは、乾いた柔らかい布で水滴を拭いてから、自然乾燥させ
てください。ヘアードライヤーなどで乾燥させないでください。

－ ほこり、傷、変形などを避けるため、使用しないときはケースに入れて
保管してください。

－ 直射日光が長時間あたるところや暖房器具などの熱があたるところな
ど、高温になる場所での保管は避けてください。
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第 3章 基本的な操作

3.6.2 CD-ROMのセットと取り出し

1 サーバ本体の電源が入っていることを確認して、CD-ROM取り出しボタン（EJECT）を押します。

トレイが出てきます。

CD-ROM�
取り出しボタン�

2 CD-ROMのレーベル面を上にして、トレイ中央に置きます。
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3.6 CD-ROMのセット /取り出し

3 CD-ROM取り出しボタン（EJECT）を押します。

トレイが格納されます。

取り出しも、上記のように CD-ROM取り出しボタン（EJECT）を押して行います。

ポイント

本サーバの内蔵 CD-ROMドライブユニットでは、下図のマークがついた CD-ROMをご
利用になれます。

COMPACT COMPACT

DIGITAL AUDIO
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4
第 4章 セットアップ

この章は、本サーバを動かす上で必要となる環境設定の方法を解説しています。
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第 4章 セットアップ

4.1 セットアップの概要

本サーバを正常に機能させるためには、以下に示す作業を正しく行う必要があります。

■ハードウェアの設定

サーバ本体や本体に装着するオプション装置、拡張カードのスイッチやジャンパピンなど
の物理的な設定を実施し確認します。このセットアップに誤りがあると、サーバが動作し
ない、または正しく機能しません。本章では、サーバ本体内にあるジャンパ設定について
説明します。サーバ本体に内蔵するハードディスクドライブ、ドライブユニットおよび拡
張カードの設定については、「第 5章内蔵オプションの取り付け」、および各装置オプショ
ンに添付の取扱説明書をご覧になり、正しく設定してください。
→「4.2　ハードウェアの設定」参照

■セットアップディスクの準備

本サーバでは、セットアップディスクとして 8枚のフロッピィディスクが添付されていま
す。以降で説明する SSUや各 OSのインストールで使用します。
ここでは、そのフロッピィディスクの構成について説明しています。
→「4.3　セットアップディスクを準備する」参照

■ BIOSセットアップユーティリティ

BIOS（Basic Input Output System）は、キーボードやディスプレイなどの入出力装置を
制御する基本的なソフトウェアです。BIOSセットアップユーティリティは、ハードウェ
アの設定を行う場合に使用します。本ユーティリティで設定したオプションパラメータ
は、サーバ本体内の CMOS RAM（以下、CMOS）およびNVRAMに書き込まれます。
→「4.4　 BIOSセットアップユーティリティを使う」参照

■ SCSI Selectユーティリティ

本サーバのオンボード SCSI、標準で搭載している SCSIカード、および SCSIオプション
（内蔵DATユニットなど）に関する各種設定ができます。SCSI Selectユーティリティを
使い、それぞれの SCSIバスに対して設定します。
→「4.5　 SCSI Selectユーティリティを使う」参照

■システムセットアップユーティリティ（SSU）

システムセットアップユーティリティ（SSU）では、ISAカードに関するコンフィグレー
ション情報を設定します。ISAカードなどの取り付け・取り外しを行った場合は、必ず
SSUを実行しなければなりません。SSUでの設定に誤りがあると、サーバが正しく機能し
ません。その場合は、SSUでシステムを再構成します。なお、再構成する前には必ずその
ときのコンフィグレーション情報をすべて記録しておきます。
また SSUでは、サーバのコンフィグレーション情報の変更、セキュリティの設定、システ
ムイベントログの表示なども行えます。
SSUは、サーバ本体添付のセットアップディスクを使用して実行します。
→「4.6　システムセットアップユーティリティ(SSU)を使う」参照

■ RCIのセットアップ

RCIのセットアップでは、ハードディスクキャビネット（オプション）のアドレスを表示
します。
→「4.7　 RCIのセットアップ」参照
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4.2 ハードウェアの設定

4.2 ハードウェアの設定

本サーバには、大きく分けて 2つのベースボードがあります。

I/Oベースボード

CPUベースボード

3.5インチストレージベイ
（内蔵HDDベイ）

5インチストレージベイ

3.5インチストレージベイ
（ハードディスクキャビネットベイ）

I/Oベースボードは、主に拡張カード、フロッピィディスク装置、SCSI装置と接続するベースボード
です。

CPUベースボードは、CPUおよび拡張 RAMモジュールを搭載するベースボードです。
I/Oベースボードおよび CPUベースボードの各部の名称とコンフィグレーション・ジャンパブロッ

クの設定を以下に示します。
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第 4章 セットアップ

■ I/Oベースボード各部の名称とコンフィグレーションジャンパ

－ I/Oベースボード各部の名称

I/Oベースボード各部の名称は以下のとおりです。

A B C D E

F

G

H

I

J

プライマリIDEコネクタ
SCSIコネクタ
セカンダリIDEコネクタ
フロッピィディスクコネクタ
I/Oライザカードコネクタ�
ISAスロット

32ビットPCIスロット
64ビットPCIスロット
バックプレーンコネクタ
ジャンパ（J3H1）�
拡張機能用コネクタ�
フロントパネルコネクタ�

A
B
C
D
E
F

G
H
I
J
K
L

K

L
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4.2 ハードウェアの設定

－ I/Oベースボードのコンフィグレーションジャンパ

I/Oベースボード上のコンフィグレーションジャンパの設定について説明し
ます。

13579 246810

A

B

C

J3H1ジャンパ

設定（ショート）

2

ジャンパピン

工場出荷設定値／変更不可オープン

B-C 

1

3

工場出荷設定値／変更不可

工場出荷設定値／変更不可B-C 

4 工場出荷設定値／変更不可オープン 

5
パスワードをクリアしない（工場出荷設定値）

A-B

B-C 

パスワードをクリアする

6
CMOSをクリアしない（工場出荷設定値）

A-B

B-C 

CMOSをクリアする

7 B-C 

8 工場出荷設定値／変更不可

9 工場出荷設定値／変更不可

10 工場出荷設定値／変更不可

内容

オープン 

オープン 

オープン 

工場出荷設定値／変更不可
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第 4章 セットアップ

■ CPUベースボード各部の名称とコンフィグレーションジャンパ

－ CPUベースボード各部の名称

CPUベースボード各部の名称は以下のとおりです。

A

B

C

D

E

A
B
C

CPUスロット�
VRMスロット�
ジャンパ（J31）�

RAMベースカードスロット�
バックプレーンコネクタ�
DSM Clusterコネクタ(MCUカード用)

D
E
F

F
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4.2 ハードウェアの設定

－ CPUベースボードのコンフィグレーションジャンパ

CPUベースボード上のコンフィグレーションジャンパの設定について説明
します。

1 3 5 7 9 11 13 15

2 4 6 8 10 12 14 16
A B C D E F G H

J31ジャンパ

設定

B (3-4)

ジャンパピン

オープンA (1-2)

内容

オープン

ジャンパピン／設定
内容

工場出荷設定値／変更不可

工場出荷設定値／変更不可

C (5-6) D (7-8) E (9-10)

ショート オープンショート

ショートオープン ショート

CPU 450MHz時／変更不可

CPU 400MHz時／変更不可

備考：上記以外は設定不可。
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第 4章 セットアップ

4.3 セットアップディスクを準備する

本サーバには、セットアップディスクとして 8枚のフロッピィディスクが添付されています。セット
アップディスクは SSUや各 OSのインストールなどで使用します。ここではその構成について説明し
ます。

4.3.1 構成

セットアップディスクには以下の 6種類があります。

■セットアップディスク#1～3

セットアップディスク#1～3には、ISAカードのパラメタなどの設定を行う SSUが含まれ
ています。
セットアップディスク#1は、ブータブル・ディスク（OSを起動可能なディスク）になっ
ていませんので、使用する場合は、あらかじめMS-DOSシステムを転送しておく必要が
あります。

■セットアップディスク#4

セットアップディスク#4には、MS-DOS V6.2の基本ファイルとして、いくつかのユー
ティリティファイルが含まれています。
MS-DOSが必要な場合、セットアップディスク#4を使用してハードディスクの区画設定
および基本ファイルのコピーを行います。また、セットアップディスク 4には環境設定
ファイル（CONFIG.SYSやAUTOEXEC.BATなど）を簡単に編集できるようエディタ
（EDIT.COM）も含まれています。

■セットアップディスク#5

セットアップディスク#5には、本サーバに標準搭載されている内蔵 CD-ROMドライブユ
ニット装置にMS-DOSの論理ドライブを割り当てるために必要となる各種ドライバをイ
ンストールするためのユーティリティである Adaptec EZ-SCSI LITEが含まれています。

■セットアップディスク#6

セットアップディスク#6には、SCSIディスクドライバが含まれています。

■セットアップディスク#7

セットアップディスク#7には、WindowsNT Server 4.0で使用する VGAドライバ
（CL-GD5446グラフィックスドライバ）が含まれています。

■セットアップディスク#8

セットアップディスク#8には、ハードディスクキャビネット (オプション)のディスク
ノードアドレスを設定する RCIセットアップユーティリティが含まれています。

ポイント

� セットアップディスクは、添付のドライバーズ CDを使ってバックアップを作成する
ことができます。

詳細は、「GRANPOWER5000モデル 680／ 780ドライバーズ CD使用手引き」を
参照してください。
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4.3.2 セットアップディスク#1を起動ディスクにする

セットアップディスク#1は、必ずMS-DOSのシステムを転送しておく必要があります。
セットアップディスク#1を起動可能（ブータブル）なフロッピィディスクにします。

フロッピィディスクアクセス表示ランプの点灯中にフロッピィディスクを取り
出すと、フロッピィディスク内部のデータが破壊されます。

1 セットアップディスク#4をフロッピィディスクドライブにセットした状態で、DOSプロンプト
（A:=Y>）のあとに、以下のコマンドを入力し、[Enter]キーを押します。

　 A:=Y>sys b: [Enter]

2 メッセージに従って、何度かフロッピィディスクの入れ換えを繰り返します。

「ディスクをドライブ B:に入れて準備ができたらどれかキーを押してください．」と表示されたら、
セットアップディスク#1をフロッピィディスクドライブにセットします。
「ディスクをドライブ A:に入れて準備ができたらどれかキーを押してください．」と表示されたら、
セットアップディスク#4をフロッピィディスクドライブにセットします。
システムの転送が終了すると「システムが転送されました」と表示されます。

3 システムの転送が終了したら、次に SSUの実行に必要なファイルをコピーします。DOSプロンプ
ト（A:=Y>）のあとに、以下のコマンドを入力し、[Enter]キーを押します。

　 A:=Y>copy himem.sys b: /v [Enter]

4 メッセージに従って、フロッピィディスクの入れ換えを行います。

「ディスクをドライブ B:に入れて準備ができたらどれかキーを押してください．」と表示されたら、
セットアップディスク#1をフロッピィディスクドライブにセットします。
「ディスクをドライブ A:に入れて準備ができたらどれかキーを押してください．」と表示されたら、
セットアップディスク#4をフロッピィディスクドライブにセットします。
ファイルがコピーされると「1個のファイルをコピーしました」と表示されます。

5 続けて以下のコマンドを入力し、[Enter]キーを押します。

　 A:=Y>copy ramdrive.sys b: /v [Enter]

6 メッセージに従って、フロッピィディスクの入れ換えを行います。

「ディスクをドライブ B:に入れて準備ができたらどれかキーを押してください．」と表示されたら、
セットアップディスク#1をフロッピィディスクドライブにセットします。
「ディスクをドライブ A:に入れて準備ができたらどれかキーを押してください．」と表示されたら、
セットアップディスク#4をフロッピィディスクドライブにセットします。
ファイルがコピーされると「1個のファイルをコピーしました」と表示されます。

7 続けて以下のコマンドを入力し、[Enter]キーを押します。

　 A:=Y>copy country.sys b: /v [Enter]
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8 メッセージに従って、フロッピィディスクの入れ換えを行います。

「ディスクをドライブ B:に入れて準備ができたらどれかキーを押してください．」と表示されたら、
セットアップディスク#1をフロッピィディスクドライブにセットします。
「ディスクをドライブ A:に入れて準備ができたらどれかキーを押してください．」と表示されたら、
セットアップディスク#4をフロッピィディスクドライブにセットします。
ファイルがコピーされると「1個のファイルをコピーしました」と表示されます。

9 続けて以下のコマンドを入力し、[Enter]キーを押します。

　 A:=Y>copy mouse.com b: /v [Enter]

10 メッセージに従って、フロッピィディスクの入れ換えを行います。

「ディスクをドライブ B:に入れて準備ができたらどれかキーを押してください．」と表示されたら、
セットアップディスク#1をフロッピィディスクドライブにセットします。
「ディスクをドライブ A:に入れて準備ができたらどれかキーを押してください．」と表示されたら、
セットアップディスク#4をフロッピィディスクドライブにセットします。
ファイルがコピーされると「1個のファイルをコピーしました」と表示されます。

11 ファイルのコピーが終了したら、SSUの作成は完了です。

＊以降、SSUを実行するときには、本作業で作成したセットアップディスク#1を使用します。
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4.4 BIOSセットアップユーティリティを使う

BIOSセットアップユーティリティの概要や始めかたについて説明します。

4.4.1 BIOSセットアップユーティリティを使うとき

BIOSセットアップユーティリティとは、メモリやハードディスク、フロッピィディスクドライブなど
のハードウェア環境を設定するためのプログラムです。

BIOSセットアップユーティリティは、以下の場合に行います。

� シリアルポートなどの働きを設定する場合
（→「4.4.6 Advancedメニュー」の「● I/O Device Configuration」参照）

� パスワードを設定する場合
（→「4.4.7 Securityメニュー」参照）

� 本サーバを起動するドライブを変更する場合
（→「4.4.9 Bootメニュー」の「● Boot Device Priority」参照）

また、POST中にエラーメッセージが表示されたときの対処として、BIOSセットアップユーティリ
ティで見直す必要があります（→「第 8章故障かな？と思ったときには」の「8.2エラーメッセージ」
参照）。

ヘルプ

BIOSセットアップユーティリティで設定した内容は、サーバ本体内部の CMOS RAM
（以下、CMOS）および NVRAMに記録されます。この CMOSは、内蔵バッテリによって
情報を保持しています。

セットアップを正しく行っても、POSTでセットアップに関するメッセージが表示される
場合は、CMOSに設定内容が保存されていないおそれがあります。原因としてバッテリが
消耗していることが考えられますので、担当保守員までご連絡ください。
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4.4.2 BIOSセットアップユーティリティの起動と終了

BIOSセットアップユーティリティの起動方法と終了の方法は、以下のとおりです。

■ BIOSセットアップユーティリティの起動

BIOSセットアップユーティリティの起動方法は以下のとおりです。

1 サーバ本体の電源を入れます。

2 POSTのメモリカウント終了後、画面に「Press＜ F2＞ to enter Setup」と表示さ
れたら [F2]キーを押します。

メインメニュー画面が表示されます。

System Date: [MM/DD/YYYY]

Primary Master [None]

PhoenixBIOS Setup Utility

Legacy Diskette A: [1.44/1.25 MB 3 1/2 "]
Legacy Diskette B: [Disabled]

Item Specific Help

<Tab>, <Shift-Tab>, or
<Enter> selects field.

Primary Slave [None]

Secondary Master [None]

Secondary Slave [None]

Main

Keyboard Features

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit

Language: [English (US)]

F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Advanced Security Server Boot Exit

System Time: [HH:MM:SS]

Processor Information

■ BIOSセットアップユーティリティの終了方法

BIOSセットアップユーティリティの終了方法は、以下のとおりです。

1 [←][→]キーを押して、Exitメニュー画面を表示させます。

[↑][↓]キーを押して、終了方法を選択します。

� 設定を保存して終了する場合
「Exit Saving Changes」にカーソルを合わせて [Enter]キーを押します。
「Save configuration changes and exit now?」というメッセージが表示されます。

� 設定を保存しないで終了する場合
「Exit Discarding Changes」にカーソルを合わせて [Enter]キーを押します。
「Discard configuration changes and exit now?」というメッセージが表示され
ます。

2 [←][→]キーで Yesか Noにカーソルを合わせて [Enter]キーを押します。

� 終了する場合は、「Yes」を選択します。
BIOSセットアップユーティリティが終了し、本サーバが再起動します。

� 終了しない場合は、「No」を選択します。
BIOSセットアップユーティリティ画面に戻ります。
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4.4.3 BIOSセットアップユーティリティでのキー操作

BIOSセットアップユーティリティの設定時に使用するキーの役割は、以下のとおりです。

[F1] ヘルプを表示します。

[Esc] サブメニューを終了し、前のメニューに戻ります。
または、本ユーティリティを終了します。

[-] [+] 項目の値を変更します。

[Enter] 設定項目を選択します。▲が表示されている項目では、サブメニューを表示します。

[↑] [↓] 設定する項目にカーソルを移動します。

[←] [→] メニューを切り替えます。

[F9] 各項目の設定値を初期値にします。

[F10] 設定した項目を保存し、BIOSセットアップユーティリティを終了します。

4.4.4 メニューと項目一覧

BIOSセットアップユーティリティは、Main メニューを含め 6個のメニューから構成されています。
ここでは、メニューと設定項目を一覧で説明します。
■Mainメニュー
日付やドライブ、キーボードなどの設定を行います。

項 目 説 明

System Time システム時刻を設定します。

System Date システム日付を設定します。

Legacy Diskette A フロッピィディスクドライブAのタイプ（記録密度とドライブサイ
ズ）を設定します。

Legacy Diskette B フロッピィディスクドライブBのタイプ（記録密度とドライブサイ
ズ）を設定します。

Primary Master Primary Masterサブメニューを表示して、IDEコネクタに取り付けた
マスターのドライブ装置を設定します。

Primary Slave Primary Slaveサブメニューを表示して、IDEコネクタに取り付けたス
レーブのドライブ装置を設定します。

Secondary Master Secondary Masterサブメニューを表示して、IDEコネクタに取り付け
たマスターのドライブ装置を設定します。

Secondary Slave Secondary Slaveサブメニューを表示して、IDEコネクタに取り付けた
スレーブのドライブ装置を設定します。

Processor Information Processor Informationサブメニューを表示して、本サーバのCPU実装
状況を表示します。

Keyboard Features Keyboard Featuresサブメニューを表示して、キーボードの機能を設
定します。

Language BIOSセットアップユーティリティ内に表示する言語を設定します。
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■ Advancedメニュー
周辺装置や PCIデバイスなどに関する内容などを設定します。

項 目 説 明

Plug＆Play O/S Plug＆Play対応のOSを使用するかどうかを設定します。

Reset Configuration Data 本サーバ起動時に、システムコンフィグレーションデータを削除す
るかどうかを設定します。

Use Multiprocessor Specification 使用するマルチプロセッサ仕様のレビジョンを設定します。

Large Disk Access Mode IDEドライブを使用する場合に、大容量ディスクアクセスモードを
設定します。

Pause Before Boot 本サーバ起動時に、一時停止するかどうかを設定します。

PCI Configuration PCI Configurationサブメニューを表示して、PCIデバイスのコンフィ
グレーション情報を設定します。

I/O Device Configuration I/O Device Configurationサブメニューを表示して、周辺装置のコン
フィグレーション情報を設定します。

Advanced Chipset Control Advanced Chipset Controlサブメニューを表示して、メモリに関する
詳細を設定します。

■ Securityメニュー
本サーバを保護するためのセキュリティに関する内容を設定します。

項 目 説 明

User Password is 利用者用のパスワードが設定されているかどうかを表示します。

Administrator Password is システム管理者用のパスワードが設定されているかどうかを表示し
ます。

Password on boot 本サーバ起動時に、パスワードの入力を求めるかどうかを設定しま
す。

Diskette access 利用者のフロッピィディスクへのアクセスを禁止するかどうかを設
定します。

Secure Mode Timer セキュリティモードを開始する前に、キーボードやマウスを無効に
する要求を出すまでの時間を設定します。
セキュリティモードとは、特定の人だけが本サーバを操作できるよ
うにするメニューです。

Floppy Write Protect セキュリティモード時に、フロッピィディスクドライブへの書き込
みを禁止するかどうかを設定します。

Front Panel Lockout 本サーバ起動時に、パスワードを入力しないとフロントパネルが無
効になるように設定します。

Set User Password 利用者用のパスワードを設定します。

Set Administrator Password システム管理者用のパスワードを設定します。

Secure Mode Hot Key セキュリティモードを開始するキーを設定します。

Secure Mode Boot 本サーバをセキュリティモードで起動するかどうかを設定します。

Video Blanking セキュリティモード時に、画面を表示するかどうかを設定します。
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■ Serverメニュー
システムマネジメントやコンソールリダイレクションに関する内容などを設定します。

項 目 説 明

System Management System Managementサブメニューを表示して、システムマネージメ
ントの詳細を設定します。

Console Redirection Console Redirectionサブメニューを表示して、コンソールリダイレク
ションの詳細を設定します。

Processor Retest 本サーバ起動時に、CPUを再チェックするかどうかを設定します。

EMP Password Switch EMP(Emergency Management Port)パスワードスイッチを使用するか
どうかを設定します。

EMP Hangup Line Sting EMPのHungup Line Stingを表示します。

EMP ESC Sequence EMPパスワードシーケンスを表示します。

Modem Lnit String モデムの初期化文字列を表示します。

EMP Access Mode EMPアクセスモードを使用するかどうかを設定します。

EMP Restricted Mode Access EMP制限モードアクセスを使用するかどうかを設定します。

EMP Direct Connect / Modem Mode 接続形式を設定します。

■ Bootメニュー
本サーバの起動に関する内容を設定します。

項 目 説 明

Floppy check 本サーバ起動時に、フロッピィディスクドライブのタイプをチェッ
クするかどうかを設定します。

Boot Device Priority 起動デバイスの優先順位を設定します。

Hard Drive ハードディスクの検索順位を設定します。

Message Timeout Multiplier メッセージタイムアウト乗数を設定します。

Removable Devices 取り外し可能なデバイスの順位を設定します。

Pause During POST POSTを手動で始めるかどうかを設定します。

Maximum Number of I2O Drives MS-DOSのドライブ文字に割り当てられているI2Oドライブの最大
数を設定します。

■ Exitメニュー
本ユーティリティを終了するとき、または設定内容を処理するときに使用します。

項 目 説 明

Exit Saving Changes 現在の内容をCMOSに保存して、本ユーティリティを終了します。

Exit Discarding Changes 現在の内容を保存しないで、本ユーティリティを終了します。

Load Setup Defaults（使用禁止） 本サーバの初期値を読み込んで表示します。

Save Custom Defaults（使用禁止） 現在の内容をカスタム設定値として保存します。

Load Custom Defaults カスタム設定値（工場出荷設定値）を読み込んで表示します。

Discard Changes CMOSに保存されている値を読み込んで表示します。

Save Changes 現在の内容をCMOSに保存します。
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4.4.5 Mainメニュー

ここでは、Main メニューについて説明します。
BIOSセットアップユーティリティを起動すると、最初にこのメニューが表示されます。
Mainメニューでは、日時やドライブ、メモリの設定などを行います。
各メニューの詳細のマークは、次を意味します。マークを以下に示します。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

System Date: [MM/DD/YYYY]

Primary Master [None]

PhoenixBIOS Setup Utility

Legacy Diskette A: [1.44/1.25 MB 3 1/2 "]
Legacy Diskette B: [Disabled]

Item Specific Help

<Tab>, <Shift-Tab>, or
<Enter> selects field.

Primary Slave [None]

Secondary Master [None]

Secondary Slave [None]

Main

Keyboard Features

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit

Language: [English (US)]

F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Advanced Security Server Boot Exit

System Time: [HH:MM:SS]

Processor Information

● System Time

システム時刻を「時：分：秒」で設定します。時間は 24時間形式で入力します。
たとえば午後 6時 30分 00秒は、「18」、「30」、「00」と入力します。

● System Date

システム日付を「月／日／西暦」で設定します。
たとえば 1998年 8月 20日は、「08」「20」「1998」と入力します。

● Legacy Diskette A:（変更禁止）

フロッピィディスクドライブ Aのタイプ（記録密度とドライブサイズ）を設定します。設
定値は、以下のとおりです。

－ Disabled

フロッピィディスクドライブ Aを使用しません。

－ 360KB 5 1/4"

－ 1.2MB 5 1/4"

－ 720KB 3 1/2"

－ 1.44/1.25MB 3 1/2"（変更禁止）

－ 2.88MB 3 1/2"
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● Legacy Diskette B:（変更禁止）

フロッピィディスクドライブ Bのタイプ（記録密度とドライブサイズ）を設定します。設
定値は、以下のとおりです。

－ Disabled（変更禁止）

フロッピィディスクドライブ Bを使用しません。

－ 360KB 5 1/4"

－ 1.2MB 5 1/4"

－ 720KB 3 1/2"

－ 1.44/1.25MB 3 1/2"

－ 2.88MB 3 1/2"

● Primary Master／ Primary Slave／ Secondary Master／ Secondary Slave（変更禁止）

IDEコネクタに取り付けたマスターやスレーブのドライブ装置を設定します。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、Primary Masterサブメニューが表示されます。
本サーバでは使用しません。

PhoenixBIOS Setup Utility

Autotype Fixed Disk: [Press Enter]

Type: [Auto]

Item Specific Help

Pressing <Enter>
attempts to detect the
drive type for drives
that comply with ANSI
specifications.

32 Bit I/O: [Disabled]

Main

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit
F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Primary Master [None]

Ultra DMA Mode: [Mode 2]

○ Autotype Fixed Disk

[Enter]キーを押すと、IDEドライブのタイプの検出を行います。
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○ Type（変更禁止）

IDEドライブのタイプを設定します。

－ Auto（変更禁止）

本サーバが自動で設定します。

－ None　　

ドライブのタイプを無視します。

－ CD-ROM　

CD-ROMを接続する場合に選択します。

－ IDE Removable

IDE規格のドライブを接続する場合に選択します。

－ ATAPI Removable

ATAPI規格のドライブを接続する場合に選択します。

－ User　　

ハードディスクの詳細を設定する場合に選択します。

○Multi-sector Transfers（変更禁止）

「Type」が「Auto」または「None」の場合に、一括して転送するセクタ数
を設定します。

－ Disabled（変更禁止）

1セクタずつ転送します。

－ 2／ 4／ 8／ 16 Sectors

指定した数のセクタを転送します。

○ LBA Mode Control（変更禁止）

「Type」が「Auto」または「None」の場合に、LBA（Logical Block
Addressing：論理的な通し番号によるアクセス）モード制御を使用するかど
うかを設定します。

－ Disabled（変更禁止）

使用しません。

－ Enabled

使用します。

○ 32 Bit I/O（変更禁止）

32ビット IDEデータ転送を使用するかどうかを設定します。

－ Disabled（変更禁止）

32ビットデータ転送を使用しません。

－ Enabled

32ビットデータ転送を使用します。
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○ Transfer Mode（変更禁止）

「Type」が「Auto」または「None」の場合に、ドライブとホスト間のデー
タ転送モードを設定します。

－ Standard（変更禁止）

PIO Mode 0（最も基本的なデータ転送モード）に設定します。

－ Fast PIO 1

－ Fast PIO 2

－ Fast PIO 3

－ Fast PIO 4

○ Ultra DMA Mode（変更禁止）

「Type」が「Auto」または「None」の場合に、Ultra DMAモードを使用
するかどうかを設定します。

－ Disabled（変更禁止）

Ultra DMAモードを使用しません。

－Mode 0

Ultra DMAモード 0を使用します。

－Mode 1

Ultra DMAモード 1を使用します。

－Mode 2

Ultra DMAモード 2を使用します。

○ Cylinders

シリンダ数を 0～65535の範囲で設定します。

○ Heads　　　

ヘッダ数を 1～16の範囲で設定します。

○ Sectors

セクタ数を 0～63の範囲で設定します。

○Maximum Capacity

最大容量が表示されます。

● Processor Information

本サーバが搭載している CPUの情報を表示します。
なお、CPUが搭載されていない場合や、エラーによって使用不可能になった場合は、
「Absent or Disabled」と表示されます。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、Processor Informationサブメニューが表示さ
れます。

○ Processor X Stepping ID

本サーバに搭載されている CPU（Xはスロット番号を示します）の
Steppingが表示されます。
CPUが搭載されていないスロットは、「Absent or Disabled」と表示され
ます。

○ Processor X L2 Cache Size

本サーバに搭載されている CPU（Xはスロット番号を示します）の 2次
キャッシュ容量が表示されます。
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● Keyboard Features

キーボードの各種設定を行います。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、Keyboard Featuresサブメニューが表示され
ます。

PhoenixBIOS Setup Utility

Numlock: [Auto]

Item Specific Help

Selects Power-on state
for Numlock

Main

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit
F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Keyboard Features

Key Click: [Disabled]
Keyboard auto-repeat rate: [30/sec]
Keyboard auto-repeat delay: [1/2 sec]

○ Num lock

本サーバ起動時に、キーボードをNum Lock状態（テンキーから、数字な
どを入力できる状態）にするかどうかを設定します。

－ Auto（工場出荷設定値）

Num Lock状態を自動で判断します。

－ On　　　

Num Lock状態にします。

－ Off　　　

Num Lock状態にしません。

○ Key Click

キーボードを押したときに、音を出すか出さないかを設定します。

－ Disabled（工場出荷設定値）

音を出しません。

－ Enabled

音を出します。

○ Keyboard auto-repeat rate

キーを押し続けたときの、1秒間のキー入力回数を設定します。

－ 30/sec（工場出荷設定値）

－ 26.7／ 21.8／ 18.5／ 13.3／ 10／ 6／ 2 sec
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○ Keyboard auto-repeat delay

キーを押してから、auto-repeatが有効になるまでの時間を設定します。

－ 1/2sec（工場出荷設定値）

－ 3/4／ 1／ 1/4 sec

● Language（変更禁止）

BIOSセットアップユーティリティ内で表示する言語を設定します。
本サーバでは、English(US)のみサポートしています。

－ English(US)（変更禁止）

－ Francais

－ Italiano

－ Deutsch

－ Espanol
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4.4.6 Advancedメニュー

Advancedメニューでは、周辺装置、PCIデバイスに関する設定を行います。
各メニューの詳細のマークは、次を意味します。マークを以下に示します。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

Setup Warning

PhoenixBIOS Setup Utility

Item Specific Help

Select 'Yes' if you
are using a Plug &
Play capable
operating system.

Select 'No' if you
need the BIOS to
configure non-boot
devices.

PCI Configuration
I/O Device Configuration

Main

Advanced Chipset Control

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit
F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Advanced Security Server Boot Exit

Setting items on this menu to incorrect values
may cause your system to malfunction.

Plug & play O/S: [No]
Reset Configuration Data: [No]
Use Multiprocessor Specification: [1.4]
Large Disk Access Mode: [LBA]
Pause Before Boot: [Disabled]

● Plug & Play O/S

プラグアンドプレイ対応の OSを使用するかどうかを設定します。

－ Yes　　　

プラグアンドプレイ対応の OSを使用します。

－ No（工場出荷設定値）

プラグアンドプレイ対応の OSを使用しません。

● Reset Configuration Data

本サーバ再起動時に、システムコンフィグレーションデータを消去するかどうかを設定し
ます。

－ Yes　　　

システムコンフィグレーションデータを消去します。
システムコンフィグレーションデータを消去した後は、Noに戻ります。

－ No（工場出荷設定値）

システムコンフィグレーションデータを消去しません。
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● Use Multiprocessor Specification

本サーバに搭載するOSで、MPS(MultiProcessor Specification)テーブルをビルドすると
きに使用するマルチプロセッサ仕様の種類を設定します。
必ず「1.4」を設定してください。

－ 1.4（工場出荷設定値）

－ 1.1　　　

● Large Disk Access Mode（変更禁止）

IDE規格のハードディスクユニットを使用する場合に、大容量ディスクアクセスモードを
設定します。
一般的に「LBA(Linerar Block Addressing)」を使用しますが、「CHS(Cylinder Head
Sector)」を使用する OSもあります。
本サーバでは、IDE規格のハードディスクユニットはサポートしていませんので、設定を
変更しないでください。

－ LBA（変更禁止）

－ CHS　　

● Pause Before Boot

電源投入後、OSを起動する前に 5秒間停止するかどうかを設定します。

－ Disabled（工場出荷設定値）

本サーバの起動時に、5秒間停止しません。

－ Enabled

本サーバの起動時に、5秒間停止します。
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● PCI Configuration

PCIデバイスの各種設定を行います。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、PCI Configurationサブメニューが表示され
ます。

PCI Device, Embedded SCSI A

PhoenixBIOS Setup Utility

Item Specific Help

Setup items for
configuring the
specific PCI device

PCI Devices

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit
F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Advanced

PCI Configuration

○ PCI Device, Embedded SCSI A

PCIデバイスおよび SCSI Aの各種設定を行います。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、PCI Device, Embedded SCSI A
サブメニューが表示されます。

Option ROM Scan: [Enabled]

PhoenixBIOS Setup Utility

Item Specific Help

Initialize device
expansion RDMEnabled Master: [Enabled]

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit
F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Advanced

PCI Device, Embedded SCSI A

Latency Timer: [0080h]
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○ Option ROM Scan

選択したデバイスの拡張 ROMを初期化するかどうかを設定し
ます。

－ Enabled（工場出荷設定値）

デバイスの拡張 ROMを初期化します。

－ Disabled

デバイスの拡張 ROMを初期化しません。

○ Enabled Master

選択したデバイスに、PCIバスマスタ方式を使用するかどうか
を設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）

バスマスタ方式を設定します。

－ Disabled

バスマスタ方式を設定しません。

○ Latency Timer

PCIバスマスタ方式での、PCIバスクロック単位の最小保証時
間を設定します。

－ 0080h（工場出荷設定値）

－ Default／ 20／ 40／ 60／ A0／ C0／ E0 h

○ PCI Devices

PCIデバイスの各種設定を行います。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、PCI Deviceサブメニューが表示
されます。

Option ROM Scan: [Enabled]

PhoenixBIOS Setup Utility

Item Specific Help

Initialize device
expansion RoMEnabled Master: [Enabled]

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit
F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Advanced

PCI Devices

Latency Timer: [0080h]
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○ Option ROM Scan

カード上の SCSIコントローラ以外のすべてのデバイスの拡張
ROMを、初期化するかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）

デバイスの拡張 ROMを初期化します。

－ Disabled

デバイスの拡張 ROMを初期化しません。

○ Enabled Master

カード上の SCSIコントローラ以外のすべてのデバイスに、
PCIバスマスタ方式を使用するかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）

バスマスタ方式を使用します。

－ Disabled

バスマスタ方式を使用しません。

○ Latency Timer

PCIバスマスタ方式での、PCIバスクロック単位の最小保証時
間を設定します。

－ 0080h（工場出荷設定値）

－ Default／ 20／ 40／ 60／ A0／ C0／ E0h

● I/O Device Configuration

周辺装置の各種設定を行います。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、I/O Device Configurationサブメニューが表
示されます。

Serial port A: [Enabled]

PhoenixBIOS Setup Utility

Item Specific Help

Configure serial port A
using options:

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit
F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Advanced

I/O Device Configuration

Base I/O address:         [3F8]
Interrupt:           [IRQ 4]

Serial port B: [Enabled]
Base I/O address:       [2F8]
Interrupt:           [IRQ 3]

Parallel port: [Enabled]
Mode:            [Bi-directional]

Interrupt:          [IRQ 7]

Floppy disk controller: [Enabled]

Base I/O address:       [378]

[Disabled]
  No configuration

[Enabled]
  User configuration

[Auto]
  BIOS or OS chooses
  configuration

(OS Controlled)
  Displayed when
  configuration by OS
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○ Serial port A

シリアルポート 1の有効／無効を設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）

シリアルポート 1を有効にします。
I/Oポートアドレスと IRQ（割込みチャネル）を設定してくだ
さい。

－ Auto　　　

本サーバが自動で I/Oポートアドレスと IRQ（割込みチャネ
ル）を設定します。

－ Disabled

シリアルポート 1を無効にします。

○ Base I/O address

シリアルポート 1の I/Oポートアドレスを設定します。

－ 2E8　　

－ 2F8　　

－ 3E8　　

－ 3F8（工場出荷設定値）

○ Interrupt

シリアルポート 1の IRQ（割込みチャネル）を設定します。

－ IRQ 3　　

－ IRQ 4（工場出荷設定値）

○ Serial port B

シリアルポート 2の有効／無効を設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）

シリアルポート 2を有効にします。
I/Oポートアドレスと IRQ（割込みチャネル）を設定してくだ
さい。

－ Auto　　　

本サーバが自動で I/Oポートアドレスと IRQ（割込みチャネ
ル）を設定します。

－ Disabled

シリアルポート 2を無効にします。

Enabledを設定した場合、Base I/O addressと Interruptの設定が必要です。

○ Base I/O address

シリアルポート 2の I/Oポートアドレスを設定します。

－ 2E8　　

－ 2F8（工場出荷設定値）

－ 3E8　　

－ 3F8　　
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○ Interrupt

シリアルポート 2の IRQ（割込みチャネル）を設定します。

－ IRQ 3（工場出荷設定値）

－ IRQ 4　　

○ Parallel port

パラレルポートの有効/無効を設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）

パラレルポートを有効にします。
動作モード、I/Oベースアドレスおよび IRQ（割込みチャネ
ル）を設定してください。

－ Auto　　　

本サーバが自動で動作モード、I/Oベースアドレスおよび IRQ
（割込みチャネル）を設定します。

－ Disabled

パラレルポートを無効にします。

○Mode　　

パラレルポートの動作モードを設定します。

－ Bi-directional（工場出荷設定値）

双方向モードの周辺装置を接続します。

－ EPP　　

EPP規格の周辺装置を接続します。

－ ECP　　

ECP規格の周辺装置を接続します。

－ Output only

出力専用モードの周辺装置を接続します。

○ Base I/O address

パラレルポートの I/Oポートアドレスを設定します。

－ 278　　

－ 378（工場出荷設定値）

－ 3BC　　

○ Interrupt

パラレルポートの IRQ（割込みチャネル）を設定します。

－ IRQ 5　　

－ IRQ 7（工場出荷設定値）
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○ Floopy disk controller

フロッピィディスクコントローラを使用するかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）

フロッピィディスクコントローラを使用します。

－ Disabled

フロッピィディスクコントローラを使用しません。

－ Auto　　

本サーバがフロッピィディスクコントローラの使用を自動で判
断します。

● Advanced Chipset Control

チップセットのメモリに関する詳細を設定します。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、Advanced Chipset Controlサブメニューが表
示されます。

○ Address Bit Permuting（変更禁止）

アドレスビット変換を使用するかどうかを設定します。

－ Disabled（変更禁止）

アドレスビット変換を使用しません。

－ Enabled

アドレスビット変換を使用します。

○ Card To Card Interleave（変更禁止）

RAMベースカード間で、インタリーブするかどうかを設定します。

－ Disabled（変更禁止）

インタリーブします。

－ Enabled

インタリーブしません。

○ Base RAM Step

POST時に行われるベースメモリチェックのステップ幅を設定します。

－ 1MB（工場出荷設定値）

1MB単位に行います。

－ 1KB　　

1KB単位に行います。

－ Every location

すべてのロケーションで行います。
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○ Extended RAM Step

POST時に行われる拡張メモリチェックのステップ幅を設定します。

－ 1MB（工場出荷設定値）

1MB単位に行います。

－ 1KB　　

1KB単位に行います。

－ Every location

すべてのロケーションで行います。

○ L2 Cache

2次キャッシュを使用するかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）

2次キャッシュを使用します。

－ Disabled

2次キャッシュを使用しません。

○ ISA Expansion Aliasing

ISA拡張 I/Oエイリアスを使用するかどうかを設定します。
ISA拡張 I/Oエイリアスを使用すると、x100h-x3FFh、x500h-x7FFh、
x900h-xBFFh、および xD00h-xFFFh領域内のアドレスに対する I/Oアクセ
スは、x0100h-x03FFh領域へのアクセスとみなされます。

－ Enabled（工場出荷設定値）

ISA拡張 I/Oエイリアスを使用します。

－ Disabled

ISA拡張 I/Oエイリアスを使用しません。

○Memory Scrubbing（変更禁止）

メモリのシングルビットエラーを検出して訂正するかどうかを設定します。

－ Enabled（変更禁止）

メモリのシングルビットエラーを訂正します。

－ Disabled

メモリのシングルビットエラーを訂正しません。

○ Read Prefetch for PXB0A（変更禁止）

PXB0A（Primary 32bit PCI）に対する Readプリフェッチデータサイズを設
定します。

－ 16　　　

－ 32（変更禁止）

－ 64　　　
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○ Read Prefetch for PXB0B（変更禁止）

PXB0B（Secondary 32bit PCI）に対する Readプリフェッチデータサイズを
設定します。

－ 16　　　

－ 32（変更禁止）

－ 64　　　

○ Read Prefetch for PXB1A（変更禁止）

PXB1A（Secondary 64bit PCI）に対する Readプリフェッチデータサイズを
設定します。

－ 16　　　

－ 32　　　

－ 64（変更禁止）

○Multi-Boot Support

起動可能なデバイスの総数が 8個以上の場合にだけ「Disabled」に設定でき
ます。

－ Enabled（工場出荷設定値）

設定を有効にします。

－ Disabled

設定を無効にします。

○ Special VGA Devnode（変更禁止）

ビデオコントローラに特別な設定をする項目です。通常は変更しないでくだ
さい。

－ Disabled（変更禁止）

－ Enabled

○ IOQD（変更禁止）

I/Oキューの深さを設定します。

－ 1　　　　

－ 8（変更禁止）

○ BERR-to-BINIT（変更禁止）

BERR発生時に、MIOC(Memory I/O Controller)によって BINIT(バスイニ
シャライゼーション)を行うかどうかを設定します。

－ Enabled

－ Disabled（変更禁止）

○ SERR On Inbound Read Timeout（変更禁止）

読み取りタイムアウト発生時に、SERRを有効にするかどうかを設定します。

－ Enabled

－ Disabled（変更禁止）
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4.4.7 Securityメニュー

Securityメニューでは、セキュリティに関する設定を行います。
設定を変更することはできません。
各メニューの詳細のマークは、次を意味します。マークを以下に示します。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

User Password is: Clear

Set Administrator Password [Enter]

PhoenixBIOS Setup Utility

Administrator Password is: Clear

Set User Password [Enter]

Item Specific Help

User Password controls
access to the system at
boot.

Main

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit
F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Advanced Security Server Boot Exit

Diskette access: [Administrator]
Password on boot: [Disabled]

Secure Mode Hot Key: [ ]
Secure Mode Timer: [Disabled]

Video Blanking: [Disabled]
Secure Mode Boot: [Disabled]

Front Panel Lockout: [Disabled]
Floppy Write Protect: [Disabled]

● User Password is

一般利用者（User）用パスワードが設定されているかどうかが表示されます。
設定されている場合は「set」、設定されていない場合は「clear」が表示されます。

● Administrator Password is

システム管理者（Administrator）用パスワードが設定されているかどうかが表示され
ます。
設定されている場合は「set」、設定されていない場合は「clear」が表示されます。

● Set User Password

一般利用者用のパスワードを設定します。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、Set User Passwordサブメニューが表示され
ます。

○ Enter New Password

パスワードを 7桁以内の英数字で指定します。

○ Confirm New Password

「Enter New Password」で設定したパスワードと同じパスワードを指定し
ます。

● Set Administrator Password

システム管理者用のパスワードを設定します。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、Set User Passwordサブメニューが表示され
ます。
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○ Enter New Password

パスワードを 7桁以内の英数字で指定します。

○ Confirm New Password

「Enter New Password」で設定したパスワードと同じパスワードを指定し
ます。

● Password on boot

本サーバ起動時に、パスワードの入力を求めるかどうかを設定します。

－ Disabled（工場出荷設定値）

パスワードの入力を求めません。

－ Enabled

パスワードの入力を求めます。

● Diskette access

一般利用者のフロッピィディスクへのアクセスを禁止するかどうかを設定します。

－ Administrator（工場出荷設定値）

本サーバの電源投入時に、システム管理者用のパスワードを入力した場合の
み、フロッピィディスクにアクセスできます。

－ User　　

通常どおり、フロッピィディスクにアクセスできます。

● Secure Mode Timer

セキュリティモードを開始する前に、キーボードやマウスを無効にする要求を出すまでの
時間を設定します。
セキュリティモードとは、特定の人だけが本サーバを操作できるようにするメニューです。
セキュリティモードを設定するには、1つ以上のパスワードが設定されている必要があり
ます。

－ Disabled（工場出荷設定値）

設定しません。

－ 1／ 2／ 5／ 10／ 20 min

－ 1／ 2 hr

● Secure Mode Hot Key

セキュリティモードを開始するキーを設定します。
この機能を無効にするには、表示されているキーを [Backspace]キー、または [Delete]
キーを押して削除し無効にします。
キーを設定するには、1つ以上のパスワードが設定されている必要があります。

－ A～Z、0～9

アプリケーションのキーと競合しなように設定してください。
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● Secure Mode Boot

本サーバ起動時に、「User Password is」や「Administrator Password is」で設定したパ
スワードを入力しないと、OSの読み込みが開始されないように設定します。

－ Disabled（工場出荷設定値）

パスワードなしで、OSが読み込まれます。

－ Enabled

本サーバの電源投入時に、パスワードの入力が必要です。

● Video Blanking

本サーバ起動時に、「User Password is」や「Administrator Password is」で設定したパ
スワードを入力しないと、画面が表示されないように設定します。

－ Disabled（工場出荷設定値）

パスワードなしで、画面が表示されます。

－ Enabled

本サーバ起動時に、パスワードの入力が必要です。

● Floppy Write Protect

本サーバ起動時に、「User Password is」や「Administrator Password is」で設定したパ
スワードを入力しないと、フロッピィディスクへの書き込みができないように設定し
ます。

－ Disabled（工場出荷設定値）

パスワードなしで、フロッピィディスクへの書き込みができます。

－ Enabled

本サーバ起動時に、パスワードの入力が必要です。

● Front Panel Lockout

本サーバ起動時に、「User Password is」や「Administrator Password is」で設定したパ
スワードを入力しないと、フロントパネルが無効になるように設定します。

－ Disabled（工場出荷設定値）

パスワードなしで、フロントパネルが有効になります。

－ Enabled

本サーバ起動時に、パスワードの入力が必要です。

84



4.4 BIOSセットアップユーティリティを使う

4.4.8 Serverメニュー

Serverメニューでは、サーバに関する設定を行います。
各メニューの詳細のマークは、次を意味します。マークを以下に示します。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

System Management

EMP Password Switch [Disabled]

PhoenixBIOS Setup Utility

Console Redirection
Processor Retest [No]

Item Specific Help

Additional setup
menu to change the
server management
features.

Main

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit
F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Advanced Security Server Boot Exit

EMP Hangup Line String [        ]
EMP ESC Sequence [    ]

EMP Access Mode [Disabled]

Modem Init String [             ]

EMP Direct Connect/Modem Mode[Direct Connect]
EMP Restricted Mode Access [Enabled]

● System Management

システムマネージメントの詳細を設定します。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、System Managementサブメニューが表示さ
れます。

○ Firmware SMIs（変更禁止）

ファームウェアによる SMIsイベント通知を行うかどうかを設定します。

－ Enabled（変更禁止）

SMIsイベント通知を行います。

－ Disabled

SMIsイベント通知を行いません。

○ System Event Logging（変更禁止）

システムイベントのログを記録するかどうかを設定します。

－ Enabled（変更禁止）

システムイベントのログを残します。

－ Disabled

システムイベントのログを残しません。
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○ Clear Event Log

イベントログを消去するかどうかを設定します。

－ Disabled（工場出荷設定値）

イベントログを消去しません。

－ Enabled

イベントログを消去します。

○ Assert NMI on AERR

AERR発生時にNMIを生成するかどうかを設定します。

－ Disabled

NMIを生成しません。

－ Enabled（工場出荷設定値）

NMIを生成します。

○ Assert NMI on BERR

BERR発生時にNMIを生成するかどうかを設定します。

－ Disabled

NMIを生成しません。

－ Enabled（工場出荷設定値）

NMIを生成します。

○ Assert NMI on PERR

PERR発生時にNMIを生成するかどうかを設定します。

－ Disabled（工場出荷設定値）

NMIを生成しません。

－ Enabled

NMIを生成します。
NMIを生成する場合は、「Assert NMI on SERR」を有効にす
る必要があります。

○ Assert NMI on SERR

SERR発生時にNMIを生成するかどうかを設定します。

－ Disabled

NMIを生成しません。

－ Enabled（工場出荷設定値）

NMIを生成します。

○ Enabled Host bus Error

ホストバスのシングルビットエラーおよびマルチビットエラーの検出を有効
にするかどうかを設定します。

－ Disabled

無効にします。

－ Enabled（工場出荷設定値）

有効にします。
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○ Server Management Info

カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、Server Management Infoサブ
メニューが表示されます。

PhoenixBIOS Setup Utility

Board Port Number
Board Serial Number

Item Specific Help

All items on this menu
cannot be modified in
user mode. If any
items require changes,
please consult your
system Administrator.

System Part Number

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit
F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Server Management Info

System Serial Number
Chassis Part Number
Chassis Serial Number

Server

BMC Revision: 05010010
FPC Revision: 01010006
Primary HSBP Revision:
Secondary HSBP Revision:

Server Management Infoサブメニューには、サーバマネジメント情報（シ
ステムのパート番号、シリアル番号、サーバマネジメントコントローラのレ
ビジョンなど）が表示されます。
ユーザモードでは、サブメニューが表示できません。

● Console Redirection（変更禁止）

コンソールリダイレクションの詳細を設定します。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、Console Redirectionサブメニューが表示され
ます。

○ Com Port Address（変更禁止）

コンソールリダイレクションに使用するシリアルポートアドレスを設定し
ます。

－ Disabled（変更禁止）

コンソールリダイレクションを使用しません。

－ 3F8／ 2F8／ 3E8

○ IRQ #　　

コンソールリダイレクションを使用している場合、選択したシリアルポート
アドレスに割り当てられた IRQが表示されます。
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○ Baud Rate（変更禁止）

コンソールリダイレクションを使用している場合、使用するボーレートを設
定します。
EMPとシリアルポートをコンソールリダイレクションとして共有する場合
は、EMPのボーレートと一致させるために「19.2K」を設定してください。

－ 19.2K（変更禁止）

－ 38.4K／ 115.2K／ 9600

○ Flow Control（変更禁止）

フロー制御を設定します。

－ CTS/RTS+CD（変更禁止）

ハードウェアのフロー制御（CTS/RTS）にモデム使用時のキャ
リア検出を行います。

－ No Flow Control

フロー制御は行いません。

－ CTS/RTS

ハードウェアのフロー制御（CTS/RTS）を行います。

－ XON/XOFF

ソフトウェアのフロー制御（XON/XOFF）を行います。

● Processor Retest

次の起動時に CPUのステータスを初期化して、すべての CPUを再チェックするかどうか
を設定します。
CPUの取り付け、交換、または取り外した場合は、「Yes」を選択してください。

－ No（工場出荷設定値）

ステータスを初期化して、再チェックしません。

－ Yes　　　

ステータスを初期化して、再チェックします。

● EMP Password Switch（変更禁止）

EMP（Emergency Management Port）パスワードスイッチを使用するかどうかを設定し
ます。

－ Disabled（変更禁止）

EMPパスワードスイッチを使用しません。

－ Enabled

EMPパスワードスイッチを使用します。

● EMP ESC Sequence（変更禁止）

EMPの ESCシーケンスが表示されます。

● EMP Hangup Line String（変更禁止）

EMPのHangup Line Stringが表示されます。

●Modem Init String

モデムの初期化文字列が表示されます。
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● EMP Access Mode（変更禁止）

EMPアクセスモードを使用するかどうかを設定します。

－ Disabled

EMPアクセスモードを使用しません。

－ Enabled（変更禁止）

EMPアクセスモードを使用します。

● EMP Restricted Mode Access（変更禁止）

EMP制御モードアクセスを使用するかどうかを設定します。

－ Disabled（変更禁止）

EMP制御モードアクセスを使用しません。

－ Enabled

EMP制御モードアクセスを使用します。

● EMP Direct Connect/Modem Mode（変更禁止）

接続形式を設定します。

－ Direct Connection（変更禁止）

直接接続します。

－Modem Mode

モデムを使用します。
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4.4.9 Bootメニュー

Bootメニューでは、本サーバの起動に関する設定を行います。
各メニューの詳細のマークは、次を意味します。マークを以下に示します。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

Floppy check:   [Disabled]

Boot Device Priority

PhoenixBIOS Setup Utility

Item Specific Help

Enabled verifies
floppy type on boot,
disabled speeds boot

Main

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit
F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Advanced Security Server Exit

Removable Devices
Hard Drive:

Maximum Number of I2O Drives: [1]

Pause During POST:   [Disabled]
Message Timeout Multiplier:   [1]

Boot

● Floppy check

本サーバ起動時に、フロッピィディスクドライブのタイプをチェックするかどうかを設定
します。

－ Disabled（工場出荷設定値）

フロッピィディスクのタイプをチェックしません。

－ Enabled

フロッピィディスクのタイプをチェックします。
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● Boot Device Priority

起動デバイスの優先順位を設定します。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、Boot Device Priorityサブメニューが表示され
ます。

3. [Hard Drive]

PhoenixBIOS Setup Utility

2. [Diskette Drive]

Item Specific Help

Use <  > or <  > to
select a device, then
press <+> to move it up
the list, or <-> to
move it down the list.
Press <Esc> to exit this
menu.

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit
F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

4. [ATAPI CD-ROM Drive]

1. [Removable Devices]

Boot

Boot Device Priority

優先順位を変更したいデバイスを選択し、[+]キーまたは [-]キーを押して優先順位を変更
します。
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● Hard Drive

ハードディスクの検索順位を設定します。
搭載しているハードディスクが表示されている場合、「Bootable Add-in Card」を最優先
にしてください。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、Hard Driveサブメニューが表示されます。

PhoenixBIOS Setup Utility

1. [Bootable Add-in Card]

Item Specific Help

Use <  > or <  > to
select a device, then
press <+> to move it up
the list, or <-> to
move it down the list.
Press <Esc> to exit this
menu.

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit
F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Boot

Hard Drive

検索順位を変更したいハードディスクを選択し、[+]キーまたは [-]キーを押して検索順位
を変更します。
本サーバは、このリストの最初のハードディスクから OSを起動します。
本サーバは、OSを検出するまで、リストの順位に従って検索を続けます。

92



4.4 BIOSセットアップユーティリティを使う

● Removable Devices

取り外し可能なデバイスの順位を設定します。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、Removable Devicesサブメニューが表示され
ます。

PhoenixBIOS Setup Utility

Item Specific Help

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit
F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Boot

Removable Devices

1. [Legacy Floppy Drives]

順位を変更したいデバイスを選択し、[+]キーまたは [-]キーを押して順位を変更します。
本サーバは、この順にデバイスにドライブ名を割り当てます。

●Maximum Number of I2O Drives

MS-DOSのドライブ名に割り当てられる I2O(Intelligent I/O)ドライブの最大数を設定し
ます。

－ 1（工場出荷設定値）

－ 4　　　

●Message Timeout Multiplier（変更禁止）

メッセージタイムアウト乗数を設定します。
すべてのタイムアウト値は、この数値を乗算して算出されます。

－ 1（変更禁止）

－ 2／ 4／ 8／ 10／ 50／ 100／ 1000

● Pause During POST（変更禁止）

IRTOS(I2O Real Time Operating System)を手動で始めるかどうかを設定します。
設定すると、ビープ音が 3回鳴り POSTが停止します。POSTを続けるには、任意のキー
を押します。

－ Disabled（変更禁止）

IRTOSを手動で始めません。

－ Enabled

IRTOSを手動で始めます。
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4.4.10 Exitメニュー

Exitメニューでは、設定内容の保存や、標準値に戻すことを行います。
各メニューの詳細のマークは、次を意味します。マークを以下に示します。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

Exit Saving Changes

PhoenixBIOS Setup Utility

Exit Discarding Changes
Load Setup Defaults

Item Specific Help

Exit System Setup and
save your changes to
CMOS.

Main

F1
Esc

Select Item

Select Menu

Change Values

Select  Sub-Menu

-/+

Enter

Help

Exit
F9
F10

Setup Defaults

Save and Exit

Advanced Security Server Boot Exit

Load Custom Defaults
Save Custom Defaults
Discard Changes
Save Changes

● Exit Saving Changes
現在の設定を CMOSに保存して、BIOSセットアップユーティリティを終了します。同時
にサーバが再起動します。

● Exit Discarding Changes

現在の設定を保存しないで、BIOSセットアップユーティリティを終了します。前回保存
した設定内容が有効となります。

● Load Setup Defaults（使用禁止）
本サーバの初期値を読み込んで表示します。

● Load Custom Defaults
カスタム設定値を読み込んで表示します。
本サーバでは、弊社の工場出荷設定値になります。
なお、CMOSをクリアした場合は、カスタム設定値もクリアされます。この場合は「付
B.1.2　 BIOSセットアップ項目」を参照し、CMOSに保存してください。
CMOSクリア後は、工場出荷設定値を保存してください。

● Save Custom Defaults（使用禁止）
現在の設定をカスタム設定値として保存します。
カスタム設定値には工場出荷設定値が保存されているため、使用禁止とします。

● Discard Changes

CMOSに保存されている値を読み込んで表示します。

● Save Changes

現在の内容を CMOSに保存します。
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4.5 SCSI Selectユーティリティを使う

SCSI Selectユーティリティは、以下の場合に行います。

� ホストアダプタや SCSIオプションの設定の変更や確認を行う場合

� SCSIオプションの物理フォーマット、または媒体検査を行う場合

本サーバでは、内蔵 CD-ROMドライブユニットなどの 5インチ内蔵 SCSIオプションはオンボード
SCSIコントローラで制御されており、ハードディスクユニットなどの 3.5インチ内蔵 SCSIオプション
は SCSIカードで制御されています。
オンボード SCSIコントローラと SCSIカードの SCSI Selectユーティリティは基本的な設定項目は同

じです。
ここでは、オンボード SCSIコントローラの SCSI Selectユーティリティを中心に説明します。

4.5.1 SCSI Selectユーティリティの起動と終了

SCSI Selectユーティリティの起動と終了の方法は以下のとおりです。

ポイント

複数の SCSIカードを搭載している場合

複数の SCSIカードを搭載している場合は、SCSI Selectユーティリティの起動時にどの
SCSIコントローラの SCSI Selectユーティリティを起動するか選択できるメニューが表
示されます。

表示される SCSIバスと搭載スロットの関係は以下のとおりです。

搭載PCIスロット SCSIバス

PCIスロット7 02 : 04h

PCIスロット8

PCIスロット9

PCIスロット10

PCIスロット11

02 : 05h

02 : 06h

02 : 07h

02 : 08h
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■ SCSIコントローラ、およびその SCSIバス上の SCSIオプションの設定を行う場合

SCSI Selectユーティリティの起動方法は以下のとおりです。

1 サーバ起動時（POST実行中）に、「Press＜ Ctl＞+＜ A＞ for SCSISelect (TM)
Utility」と表示されている間に [Ctrl]+[A]キーを押します。

SCSI Selectユーティリティが起動します。

Adaptec AIC7880 Ultra/Ultra W  SCSISelect(TM)  Utility vx.xx 

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AIC-7880 Ultra/Ultra W at Bus:Device XX:XXh

Would you like to configure the host adapter, or run the
SCSI disk utilities?  Select the option and press <Enter>.
Press <F5> to switch between color and monochrome modes.

Options

Configure/View Host Adapter Settings
SCSI Disk Utilities

2 項目を選択し、[Enter]キーを押します。

選択した項目のメニューが表示されます。

Adaptec AIC7880 Ultra/Ultra W  SCSISelect(TM)  Utility vx.xx 

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AIC-7880 Ultra/Ultra W at Bus:Device XX:XXh

Configuration

SCSI Bus Interface Definitions
Host Adapter SCSI ID.....................7
SCSI Parity Checking.....................Enabled
Host Adapter SCSI Termination............Low ON/High ON

Additional Options
Boot Device Options......................Press <Enter>
SCSI Device Configuration................Press <Enter>
Advanced Configurations..................Press <Enter>

<F6> - Reset to Host Adapter Default

3 各メニューから各設定を行います。
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■ OSインストールタイプに搭載されている SCSIカード（GP5-125）の SCSIコントローラ

　の設定を行う場合

SCSIカード（GP5-125）の SCSI Selectユーティリティの起動方法は以下のとおりです。

1 サーバ起動時（POST実行中）に、「Press＜ Ctl＞+＜ A＞ for SCSISelect (TM)
Utility」と表示されている間に [Ctrl]+[A]キーを押します。

SCSI Selectユーティリティが起動します。

Adaptec AHA-2940 Ultra/Ultra W  SCSISelect(TM)  Utility vx.xx 

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AHA-2940 Ultra/Ultra W at Bus:xxh Device:xxh

Would you like to configure the host adapter, or run the
SCSI disk utilities?  Select the option and press <Enter>.
Press <F5> to switch between color and monochrome modes.

Options

Configure/View Host Adapter Settings
SCSI Disk Utilities

2 項目を選択し、[Enter]キーを押します。

選択した項目のメニューが表示されます。

Adaptec AHA-2940 Ultra/Ultra W  SCSISelect(TM)  Utility vx.xx 

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AHA-2940 Ultra/Ultra W at Bus:xxh Device:xxh

Configuration

SCSI Bus Interface Definitions
Host Adapter SCSI ID.....................7
SCSI Parity Checking.....................Enabled
Host Adapter SCSI Termination............Automatic

Additional Options
Boot Device Options......................Press <Enter>
SCSI Device Configuration................Press <Enter>
Advanced Configurations..................Press <Enter>

<F6> - Reset to Host Adapter Default
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3 各メニューから各設定を行います。

■設定値の変更方法

SCSI Selectユーティリティの設定値を変更する方法は以下のとおりです。

1 [↓][↑]キーを押して、設定を変更したい項目を選択します。

[↓][↑]キーを押すと、選択項目が上下に動きます。

2 [Enter]キーを押します。

サブメニューがある項目はサブメニューが表示されます。サブメニューがない項目は
設定値が変更されます。

3 サブメニューでも、Mainメニューと同様に操作します。

[↓][↑]キーを押して変更したい項目を選択し、[Enter]キーを押します。さらにサブ
メニューがある場合は、サブメニューが表示され、サブメニューがない場合は、変更
項目が表示されます。
変更項目では、[↓][↑]キーを押して設定値を選択し、[Enter]キーを押します。

4 設定が終わったら、[Esc]キーを押します。

変更した設定を保存するかどうかのメッセージ画面（[Save Changes Made?]）が表
示されます。保存して初期画面に戻る場合は [Yes]を、保存しないで初期画面に戻る
場合は [No]を選択します。

SCSI Selectユーティリティを終了するときは、次の「■ SCSI Selectユーティリティを終
了する」を参照してください。

■各キーの役割

[↑] [↓] カーソルを移動します。

[Enter] 項目を選択します。サブメニューがある場合は、サブメニューを表示します。

[Esc] 前のメニューに戻ります。
SCSI Selectユーティリティ初期画面では、SCSI Selectユーティリティを終
了します。

[F5] SCSI Selectユーティリティ初期画面において、表示モードをカラーとモノク
ロで切り替えます。
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■ SCSI Selectユーティリティの終了方法

SCSI Selectユーティリティの終了方法は以下のとおりです。

1 Mainメニューで、[Esc]キーを押します。

SCSI Selectユーティリティを終了するかどうかのメッセージ画面（[Exit Utility?]）
が表示されます。終了する場合は [Yes]を選択します。
SCSI Selectユーティリティが終了します。

2 再起動する旨の通知メッセージ「Please press any key to reboot」が表示されたら、
どれかキーを押します。

システムが再起動します。

ポイント

� オプション製品の SCSIカード、およびその SCSIバス上の SCSIオプションの設定
を行う場合

オプション製品のユーティリティについては、各製品の取扱説明書を参照してくださ
い。SCSI Selectユーティリティでの設定は、各 SCSIバスに対して行ってください。
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4.5.2 メニューと項目一覧

SCSI Selectユーティリティには、初期画面のほかに以下のオプション画面があります。

� Configure/View Host Adapter Settingオプション画面
SCSIバスインタフェースの定義、および追加オプションの設定が行えます。

� SCSI Disk Utilitiesオプション画面
SCSIバス上のすべてのデバイスをスキャンして、SCSI IDごとにリストを表示します。

Adaptec AIC7880 Ultra/Ultra W  SCSISelect(TM)  Utility vx.xx 

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AIC-7880 Ultra/Ultra W at Bus:Device XX:XXh

Would you like to configure the host adapter, or run the
SCSI disk utilities?  Select the option and press <Enter>.
Press <F5> to switch between color and monochrome modes.

Options

Configure/View Host Adapter Settings
SCSI Disk Utilities

Adaptec AIC7880 Ultra/Ultra W  SCSISelect(TM)  Utility vx.xx 

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AIC-7880 Ultra/Ultra W at Bus:Device XX:XXh

Configuration

SCSI Bus Interface Definitions
Host Adapter SCSI ID.....................7
SCSI Parity Checking.....................Enabled
Host Adapter SCSI Termination............Low ON/High ON

Additional Options
Boot Device Option.......................Press <Enter>
SCSI Device Configuration................Press <Enter>
Advanced Configurations..................Press <Enter>

<F6> - Reset to Host Adapter Default

Adaptec AIC7880 Ultra/Ultra W  SCSISelect(TM)  Utility vx.xx 

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AIC-7880 Ultra/Ultra W at Bus:Device XX:XXh

Select SCSI Disk and Press <Enter>
SCSI ID #1:  No device
SCSI ID #2:  No device
SCSI ID #3:  MATSHITA CD-ROM CR-508
SCSI ID #4:  No device
SCSI ID #5:  No device
SCSI ID #6:  No device
SCSI ID #7:  AIC-7880  Ultra/Ultra W
SCSI ID #8:  No device
SCSI ID #9:  No device
SCSI ID #10:  No device
SCSI ID #11:  No device
SCSI ID #12:  No device
SCSI ID #13:  No device
SCSI ID #14:  No device
SCSI ID #14:  No device
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以下に、それぞれのメニュー項目を一覧で説明します。各項目の詳細は、次の節以降を参照してくだ
さい。

■ Configure/View Host Adapter Settingオプション画面

項目 説明

SCSI Bus Interface Definitions

ホストコントローラのSCSI IDを設定します。

データのパリティチェックを行うかどうかを設定します。

ホストコントローラのSCSI 終端（ターミネータ）を設定します。

Host Adapter SCSI ID

SCSI Parity Checking

Host Adapter SCSI Termination

Additional Options

OSのブートを試みるハードディスクのSCSI IDを設定します。

SCSIバス上の各SCSIデバイスの詳細構成情報を設定します。

SCSI BIOSの各種設定を行います。

Boot Device Option

SCSI Device Configuration

Advanced Configurations

■ SCSI Disk Utilityメニュー

項目 説明

Select SCSI Disk and press SCSIバスの全デバイスをスキャンし、SCSIごとにリストを表示しま
す。
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4.5.3 Mainメニュー

ここでは、Main メニューについて説明します。
SCSI Selectユーティリティを起動すると、最初にこのメニューが表示されます。

Adaptec AIC7880 Ultra/Ultra W  SCSISelect(TM)  Utility vx.xx 

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AIC-7880 Ultra/Ultra W at Bus:Device XX:XXh

Would you like to configure the host adapter, or run the
SCSI disk utilities?  Select the option and press <Enter>.
Press <F5> to switch between color and monochrome modes.

Options

Configure/View Host Adapter Settings
SCSI Disk Utilities

[↑][↓]キーを押して設定を変更したいメニューにカーソルを合わせ、[Enter]キーを押すと、メ
ニューが表示されます。
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4.5.4 Configure/View Host Adapter Settingメニューの詳細

ここでは、Configure/View Host Adapter Settingメニューの設定項目の詳細について説明します。
Configure/View Host Adapter Settingメニューは、SCSIコントローラ全体の設定を行います。
各メニューの詳細のマークは、次を意味します。マークを以下に示します。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

Adaptec AIC7880 Ultra/Ultra W  SCSISelect(TM)  Utility vx.xx 

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AIC-7880 Ultra/Ultra W at Bus:Device XX:XXh

Configuration

SCSI Bus Interface Definitions
Host Adapter SCSI ID.....................7
SCSI Parity Checking.....................Enabled
Host Adapter SCSI Termination............Low ON/High ON

Additional Options
Boot Device Options......................Press <Enter>
SCSI Device Configuration................Press <Enter>
Advanced Configurations..................Press <Enter>

<F6> - Reset to Host Adapter Default

● Host Adapter SCSI ID

ホストコントローラの SCSI IDを設定します。

－ 0～15　　　

ホストコントローラの SCSI IDを、0～15の範囲で設定します。
工場出荷設定値は、7です。

● SCSI Parity Checking

ホストコントローラは、SCSIバスからデータを読み込むとき、常にデータのパリティ
チェックを行い、SCSIオプションからの正しいデータ転送を確認します。本サーバではサ
ポートする SCSIオプションはすべて SCSIパリティ機能を使うことができますので、初期
値は「Enabled」に設定しています。
逆に SCSIパリティをサポートしていない SCSIオプションを接続する場合は、本設定を
「Disabled」に設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）

ホストコントローラの SCSIパリティチェックを有効にします。

－ Disabled

ホストコントローラの SCSIパリティチェックを無効にします。
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● Host Adapter SCSI Termination

ホストコントローラの SCSI終端（ターミネータ）を設定します。

－ Low ON/High ON（工場出荷設定値）

－ Low OFF/High OFF

－ Low OFF/High ON

● Boot Device Option

○ Boot Target ID

OSのブートを試みるハードディスクの SCSI ID設定を設定します。

－ 0～15　　　

工場出荷設定値は 0です。

○ Boot LUN Number

OSのブートを試みる LUNナンバーを設定します。

－ 0～7　　　

工場出荷設定値は 0です。

● SCSI Device Configuration

SCSIバス上の各 SCSIデバイスの詳細構成情報を設定します。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、SCSI Device Configurationサブメニューが表
示されます。

Adaptec AIC7880 Ultra/Ultra W  SCSISelect(TM)  Utility vx.xx 

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

SCSI Device Configuration

Initiate Sync Negotiation.........yes  yes yes  yes  yes  yes  yes  yes
Maximum Sync Transfer Rate(MB/Sec)40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0
Enable Disconnection..............yes  yes yes  yes  yes  yes  yes  yes
Initiate Wide Negotiation.........yes  yes yes  yes  yes  yes  yes  yes

SCSI Device ID #0 #1 #2 #3 #4 #5 #6 #7

BIOS Multiple LUN Support.........no   no  no   no   no   no   no   no

Options Listed Below Have No EFFECT if the BIOS is Disabled

Initiate Sync Negotiation.........yes  yes yes  yes  yes  yes  yes  yes
Maximum Sync Transfer Rate........40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0
Enable Disconnection..............yes  yes yes  yes  yes  yes  yes  yes
Initiate Wide Negotiation.........yes  yes yes  yes  yes  yes  yes  yes

SCSI Device ID #8 #9 #10 #11 #12 #13 #14 #15

Send Start Unit Comand............yes  yes yes  yes  yes  yes  yes  yes

Include in BIOS Scan..............yes  yes yes  yes  yes  yes  yes  yes

Options Listed Below Have No EFFECT if the BIOS is Disabled

Include in BIOS Scan..............yes  yes yes  yes  yes  yes  yes  yes

BIOS Multiple LUN Support.........no   no  no   no   no   no   no   no

Send Start Unit Comand............yes  yes yes  yes  yes  yes  yes  yes
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○ Initiate Sync Negotiation

ホストアダプタが、SCSIオプションにシンクネゴシエーション（同期の取
り決め）を起動するかどうかを設定します。
ホストコントローラと SCCIオプションの両方とも同期データ転送のネゴシ
エーションを行わない場合は、データ転送はすべて非同期で行われます。

－ Yes（工場出荷設定値）

ホストコントローラは、SCSIオプションにシンクネゴシエー
ションを起動します。

－ No　　　

ホストコントローラは、SCSIオプションにシンクネゴシエー
ションを起動しません。
逆にホストコントローラは SCSIオプションが起動したシンク
ネゴシエーションには常に応答します。

○Maximum Sync Transfer Rate

ホストアダプタがサポートする最大同期転送速度を設定します。

－ 40.0（工場出荷設定値）

－ 20.0／ 26.8／ 32.0

○ Enable Disconection

ホストコントローラが、SCSIオプションに対し、SCSIバスからの切断
（ディスコネクション）を許容するかどうかを設定します。

－ Yes（工場出荷設定値）

SCSIオプションは、SCSIバスからの切断が許可されます。こ
の場合、SCSIオプションが SCSIバスから一時的に切断してい
る間に、ホストコントローラがその SCSIバス上で他のオペ
レーションを実行できます。ホストコントローラに 2台以上の
SCSIオプションを接続する場合に有効です。

－ No　　　

SCSIオプションは、SCSIバスからの切断が許されません。

○ Initiate Wide Negotiation

ホストコントローラがWide SCSIオプションを取り扱う場合に設定します。

－ Yes（工場出荷設定値）

ホストコントローラがWide SCSIオプションを取り扱います。

－ No　　　

ホストコントローラがWide SCSIオプションを取り扱いま
せん。
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○ Send Start Unit Command

ホストコントローラが、SCSIオプションにスタートユニットコマンド
（SCSIコマンド 1B）を送信するかどうかを設定します。
このオプション設定と SCSIオプションのハードウェア設定（ジャンパ設定
など）の組み合わせによって、サーバ本体の電源にかかる負荷を軽減するた
め、サーバ起動時にホストコントローラが SCSIオプションに 1台ずつ順次
電源を投入していくことができます。
この設定は、ホストコントローラの SCSI BIOSが「Enabled」に設定されて
いる場合にのみ有効となります。
SCSIカード（GP5-125）搭載時は、ハードディスクを接続する SCSI IDだけ
「Yes」を設定します。その他は「No」を設定します。

－ Yes（工場出荷設定値）

SCSIオプションにスタートユニットコマンドを送信します。

－ No　　　

SCSIオプションにスタートユニットコマンドを送信しません。

○ Include in BIOS Scan

ホストコントローラの SCSIが SCSIオプションをデバイスドライバ（ソフト
ウェア）を用いずにサポートするかどうかを設定します。
この設定は、ホストコントローラの SCSI BIOSが「Enabled」に設定されて
いる場合にのみ有効となります。
SCSIカード（GP5-125）搭載時は、起動ディスクを接続する SCSI IDだけ
「Yes」を設定します。その他は「No」を設定します。

－ Yes（工場出荷設定値）

ホストコントローラの SCSI BIOSは、その SCSIオプションを
制御します。

－ No　　　

ホストコントローラの SCSI BIOSは、その SCSIオプションを
制御しません。「No」に設定した SCSIオプションを制御する
ためには、別途デバイスドライバが必要になります。

SCSIオプション装置である光磁気ディスク装置を接続している場合、本設
定を「No」に設定することによって本体電源投入後に光磁気ディスク媒体
の有無を確認しないため、起動時間を約 1分間削減できます。
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● Advanced Configuration Options

SCSI BIOSの各種設定を行います。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、Advanced Configuration Optionsサブメ
ニューが表示されます。

Adaptec AIC7880 Ultra/Ultra W  SCSISelect(TM)  Utility vx.xx 

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

Options Listed Below Have NO EFFECT if the BIOS is Disabled

Host Adapter BIOS (Configuration Utility Reserves BIOS Space)..Enabled
Support Removable Disks under BIOS as Fixed Disks..............Boot Only
Extended BIOS translation for DOS Drives > 1 GByte.............Enabled
Display <Ctrl-A> Message During BIOS Initialization............Enabled

BIOS Support for Bootable CD-ROM...............................Enabled
BIOS Support for Int13 Extensions..............................Enabled

Reset SCSI Bus at IC initialization............................Enabled

Advanced Configuration Options

Multiple LUN Support...........................................Enabled

Support for Ultra SCSI Speed...................................Enabled

○ Plug and Play SCAM Support

SCSIカードを搭載したときに、自動で SCSI IDを割り当てるかどうかを設
定します。

－ Enabled

SCSI IDを自動で割り当てます。

－ Disabled（工場出荷設定値）

SCSI IDを自動で割り当てません。

○ Reset SCSI Bus at IC Initialization

サーバ起動時に、ホストコントローラが SCSIバスのリセット信号を出すか
どうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）

ホストコントローラの初期化の際に、SCSI BIOSが SCSIバス
をリセットし、それから 2秒後に SCSIオプションのスキャン
を開始します。

－ Disabled

ホストコントローラの SCSI BIOSを無効に設定します。
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○ Host Adapter BIOS(Configuration Utility Reserves BIOS Space)

ホストコントローラの SCSI BIOSの有効/無効を設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）

ホストコントローラに接続されている SCSI固定ディスクドラ
イブからサーバをブートする場合に設定します。また、本設定
を有効にしなければ、SCSI Selectユーティリティ内のいくつ
かのオプション設定が機能しません。

－ Disabled

ホストコントローラの SCSI BIOSを無効に設定します。

○ Support Removable Disks Under BIOS as Fixed Disks

リムーバブル・ディスクユニット（光磁気ディスクユニット）を SCSI BIOS
の下で、SCSI固定ディスクドライブとしてサポートするかどうかを設定し
ます。
この設定はホストコントローラの SCSI BIOSが「Enabled」に設定されてい
る場合にのみ有効となります。

－ Boot Only（工場出荷設定値）

ブートデバイスに指定されたリムーバブル・ディスクユニット
のみが、SCSI固定ディスクドライブとして扱われます。

－ All Disks

SCSI BIOSでサポートしているすべてのリムーバブル・ディス
クユニットが、SCSI固定ディスクドライブとして扱われます。

－ Disabled

リムーバブル・ディスクユニットは、SCSI固定ディスクドラ
イブとして扱われません。

○ Extended BIOS Translation for DOS Drive > 1 Gbyte

1GB(1024MB)より大きい記憶容量をもつ SCSI固定ディスクドライブのため
の拡張トランスレーション機能の有効/無効を設定します。工場出荷設定値
は、モデルによって異なります。
この設定は、ホストコントローラの SCSI BIOSが「Enabled」に設定されて
いる場合にのみ有効となります。

－ Enabled（工場出荷設定値）

1GB以上の SCSI固定ディスクドライブに対しては、255ヘッ
ド、トラック当たり 63セクタの拡張トランスレーション方式
をとり、1GB以下の SCSI固定ディスクドライブに対しては、
64ヘッド、トラック当たり 32セクタの標準トランスレーショ
ン方式を採用します。

－ Disabled

すべての SCSI固定ディスクドライブに対して、64ヘッド、ト
ラック当たり 32セクタの標準トランスレーション方式を採用
します。
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○ Display ＜ Ctrl-A＞ Message During BIOS Initialization

電源投入時に SCSI Selectユーティリティを起動するためのメッセージを
CRT画面上に表示するかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）

SCSI Selectユーティリティを起動するためのメッセージを
CRT画面上に表示します。

－ Disabled

SCSI Selectユーティリティを起動するためのメッセージを
CRT画面上に表示しません。

○Multiple LUN Support

複数の LUNのある SCSIデバイスをサポートするかどうかを設定します。

－ Disabled（工場出荷設定値）

複数の LUNのある SCSIデバイスをサポートします。

－ Enabled

複数の LUNのある SCSIデバイスをサポートしません。

○ BIOS Support for Bootable CD-ROM

CD-ROMからのブートを行うかどうかを設定します。

－ Disabled（工場出荷設定値）

CD-ROMからブートを行いません。

－ Enabled

CD-ROMからブートを行います。
Windows NT Server 4.0をインストールする場合、装置の電源
投入時に CD-ROMドライブに媒体がセットされていてはいけ
ません。

○ BIOS Support for Int 13 Extensions

1024シリンダより大きい容量のハードディスクをサポートするかどうかを設
定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）

1024シリンダより大きい容量のハードディスクをサポートし
ます。

－ Disabled

1024シリンダより大きい容量のハードディスクをサポートし
ません。

○ Support Ultra SCSI Speed

Ultra SCSIバスのファースト転送速度 (20.0～40.0MB/秒)をサポートするか
どうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）

Ultra SCSIバスのファースト転送速度 (20.0～40.0MB/秒)をサ
ポートします。

－ Disabled

Ultra SCSIバスのファースト転送速度 (20.0～40.0MB/秒)をサ
ポートしません。
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4.5.5 SCSI Disk Utilitiesメニューの詳細

ここでは、SCSI Disk Utilities メニューの設定項目の詳細について説明します。
本ユーティリティでは、SCSIバスの全デバイスをスキャンし、SCSI IDごとにリストを表示します。
各メニューの詳細のマークは、次を意味します。マークを以下に示します。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

Adaptec AIC7880 Ultra/Ultra W  SCSISelect(TM)  Utility vx.xx 

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AIC-7880 Ultra/Ultra W at Bus:Device XX:XXh

Select SCSI Disk and Press <Enter>
SCSI ID #1:  No device
SCSI ID #2:  No device
SCSI ID #3:  MATSHITA CD-ROM CR-508
SCSI ID #4:  No device
SCSI ID #5:  No device
SCSI ID #6:  No device
SCSI ID #7:  AIC-7880  Ultra/Ultra W
SCSI ID #8:  No device
SCSI ID #9:  No device
SCSI ID #10:  No device
SCSI ID #11:  No device
SCSI ID #12:  No device
SCSI ID #13:  No device
SCSI ID #14:  No device
SCSI ID #15:  No device

リスト中のデバイスを選択すると、以下の操作ができます。

● Format Disk

選択した SCSIオプションに対して、物理フォーマットを行います。

ポイント

� 本項目の物理フォーマットは、その SCSIオプションの全データを消去
します。この機能を使う前には必ずバックアップを取っておいてくださ
い。物理フォーマットが開始されると、中断することはできません。

� 物理フォーマット中にサーバ本体の電源を切ったり、リセットなどを行
うと SCSIオプションなどが破損するおそれがあります。

110



4.5 SCSI Selectユーティリティを使う

● Verify Media

選択した SCSIオプションの媒体（メディア）のベリファイ（検査）を行います。不良ブ
ロックが検出された場合、その割り付けを解除するかどうかプロンプト・メッセージが表
示されます。「Yes」を選択すると、そのブロックは使用されなくなります。

ヘルプ

媒体のベリファイは、[Esc]キーを押すことでいつでも中断できます。
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4.6 システムセットアップユーティリティ（SSU）を使う

システムセットアップユーティリティ（以下、SSU）は、I/Oポートアドレス、メモリアドレス、割
り込み（IRQ）レベル、DMAチャネルなどのシステム資源のコンフィグレーション操作を拡張するプ
ログラムです。

SSUによる設定は、以下の場合に行います。

� ISAカードを取り付けたり、取り外したりする場合

� PCIカードを追加するときに、IRQなどのシステム資源を確認／設定する場合（IRQの共有を設定
する場合は必須）

� サーバのコンフィグレーション情報を変更する場合

� OSを読み込むドライブを変更する場合

� システムイベントログ（以下、SEL）を表示したり、削除したりする場合

� POST時にエラーが発生した場合（システムで競合が発生した場合）

なお、SSUで設定した値は、サーバ本体内の CMOSに記録、保存されます。
また、SSUと BIOSセットアップユーティリティでは、同じ項目を設定することができます。ただし、

以下の項目は BIOSセットアップユーティリティで設定してください。

� Boot Devices

� Security

4.6.1 SSUを使うための事前準備

SSUはセットアップディスク#1～#3にあります。
SSUを起動するには、セットアップディスク#1を起動可能なフロッピィディスク（起動ディスク）に

する必要があります。
起動ディスクの作成については、「4.3.2　セットアップディスクのバックアップの作成の「起動ディ

スク（セットアップディスク#1）の作成」を参照してください。

ポイント

� CFGファイルには、ISAカードが正常に機能するために必要なシステム資源が指定さ
れています。

� FAXモデムカード (FMV-FX531)の CFGファイルは、本サーバに添付されている FAX
モデム用 CFGファイルをセットアップディスク#1にコピーして使用してください。

� 他の ISAカードの CFGファイルは、セットアップディスク#1に組み込まれているた
め、コピーする必要はありません。

112



4.6 システムセットアップユーティリティ（SSU）を使う

4.6.2 SSUの起動と終了

SSUの起動方法と終了の方法は、以下のとおりです。

■ SSUの起動

SSUの起動方法は以下のとおりです。

1 セットアップディスク#1をサーバ本体のフロッピィディスクドライブにセットし、
サーバ本体の電源を投入します。

2 MS-DOS 6.2 Startup Menuが表示されたら、1の「Booting from MS-DOS」を選択
して [Enter]キーを押します。

3 2枚目のフロッピィディスクのセットを求められたら、セットアップディスク#2を
セットし、任意のキーを押します。

4 3枚目のフロッピィディスクのセットを求められたら、セットアップディスク#3を
セットし、任意のキーを押します。

5 マウスが利用可能であれば、「Mouse driver installed Press any key to continue...」
と表示されるので、任意のキーを押します。

マウスドライバが読み込まれます。

6 SSUのタイトルが表示されたら、任意のキーを押します。

SSU Mainウィンドウが表示されます。
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■ SSUの終了

SSUの終了方法は以下のとおりです。

1 SSU Mainウィンドウで、[File]メニューの [Exit]をクリックします。

SSUを終了するかどうかを問うメッセージが表示されます。

2 [OK]をクリックします。

すべての画面が閉じ、SSUが終了します。

4.6.3 SSUの操作

各ウィンドウの操作は、マウスを使用します。マウスを使用できない場合は、以下のキーを使用し
ます。

[Alt] +キー

[Alt]を押しながら下線の付いた文字を入力すると、メニューの中を移動できます。例え
ば、[File]メニューをオープンして [Save]を選択する場合、[Alt]＋ [F]を押してから [S]
を押します。

[Alt] + [F4]

ウィンドウを閉じるとき、このキーを押します。

[tab] 別の制御ボタンまたはリストボックスに移動するとき、このキーを押します。

[↑][↓] リストボックスの選択ボックスを上下に移動するとき、これらのキーを押します。

[空 白] リストボックス内の項目を実際に選択する（強調表示する）とき、このキーを押します。

[Enter] 強調表示されたボタンまたはリスト項目を選択するとき、このキーを押します。

これらのキーはマウスが使用可能な場合にも使用できます。
各ダイアログボックスは、[Cancel]または [Close]をクリックすると現在の操作がキャンセルされ、

前のダイアログボックスに戻ります。

4.6.4 SSUのカスタマイズ

SSUは、SSU Mainウィンドウの下に表示されている 4つのボタンから、次の内容をカスタマイズで
きます。

[Color] 画面上の項目の色を、定義されている色の中から選択して変更します。

[Mode]（変更禁止）

SSUを実行する際のユーザモードを選択します。
本サーバでは、変更しないでください。
これによって、Available Tasksセクション内に表示されるタスクと、各タスクで実行でき
る操作が決定します。

Expert（変更禁止）

Intermediate

Novice　　　

[Language]

SSUに表示する言語を選択します。

[Other] ステータスバーを表示するかしないかを設定します。
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4.6.5 ISAカードの設定

次のような場合は、ISAカードに関する設定が必要です。

� ISAカードが使用するシステム資源を変更する場合

� POSTでエラーメッセージが表示された場合（システムで競合が発生した場合）

ISAカードの設定は、以下の手順で行います

1 SSU Mainウィンドウの Tasksボックス内の「RCA」の下に表示されている「Resources」をダブ
ルクリックします。

Resource Configuration Add-inウィンドウが表示され、システムが現在認識しているカードが表
示されます。

2 必要に応じてカードの設定を行います

詳細は、以降の「■ ISAカードの追加」、「■ ISAカードの削除」、「■システム資源の参照」および
「■システム資源の変更」を参照してください。

3 変更した内容を保存する場合は、[Save]をクリックします。

4 設定が終了したら、[Close]をクリックします。

Resource Configuration Add-inウィンドウが閉じ、SSU Mainウィンドウが表示されます。
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■ ISAカードの追加

ISAカードをお使いになる場合は、ISAカードの名前と ISAカードが使用するシステム資
源を登録する必要があります。
ISAカードに添付されている CFGファイルには、ISAカードが正常に機能するために必
要なシステム資源が指定されており、SSUではこの CFGファイルを利用できます。

ポイント

� ISAカードをお使いになる場合は、まず SSUで情報を登録し、次に本
サーバの電源を切って ISAカードを取り付けてください。

� 追加する ISAカードと CFGファイルは、次のように対応しています。

　 FMV-165　　：!dbi1001.cfg
　 FMV-166　　：!fuj0251.cfg
　 FMV-167　　：!fuj0092.cfg
　 FMV-FX531　：!fuj020B.cfg

ISAカードの追加は、以下の手順で行います。

1 CFGファイルが含まれているフロッピィディスクをフロッピィディスクドライブに
セットし、[Add ISA Card]をクリックします。

Select configuration file to addウィンドウが表示されます。

2 CFGファイル読み込みドライブ、ディレクトリ、ファイル名を指定し、[OK]をクリッ
クします。

CFGファイルの情報を元に ISAカードが追加されます。
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■ ISAカードの削除

ISAカードを取り外す場合は、ISAカードの情報を削除する必要があります。

ポイント

� ISAカードを取り外す場合は、まず SSUで情報を削除し、次に本サー
バの電源を切って ISAカードを取り外してください。

ISAカードの削除は以下の手順で行います。

1 Devicesセクションで、削除したい ISAカードを選択します。

2 [Remove ISA Card]をクリックします。

ISAカードの情報が削除されます。

■システム資源の参照

システム資源の参照は以下の手順で行います。

1 Deviceセクションで、参照したいデバイスをダブルクリックします。

新しいウィンドウが表示され、選択したカードで利用できる機能と、カードに関連付
けられたシステム資源が表示されます。
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2 [Resource Use]をクリックします。

System Resource Usageウィンドウが表示され、各カードが使用しているシステム資
源が表示されます。システムで競合が発生した場合は、この情報を参照してください。
System Resource Usageウィンドウの [Dump to File]をクリックすると、システム資
源情報をテキストファイルに出力できます。
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■システム資源の変更

システム資源の変更は以下の手順で行います。

1 Deviceセクションで、変更したいデバイスをダブルクリックします。

新しいウィンドウが表示され、選択したカードで利用できる機能と、カードに関連付
けられたシステム資源が表示されます。

2 Functionボックス内で、変更したいシステム資源を選択します。

選択したシステム資源に割り当てられている DMA、IRQ、メモリアドレス、I/O
ポートアドレスが画面下部に表示されます。

3 システム資源の設定方法を変更する場合は、[Choice]から選択します。

4 DMA、IRQ、メモリアドレス、または I/Oポートアドレスを変更する場合は、変更し
たい値をダブルクリックします。

対応した変更ウィンドウが表示されます。

5 値を変更し、[OK]をクリックします。

6 変更が終了したら、[OK]をクリックします。

Resource Configuration Add-inウィンドウに戻ります。
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4.6.6 PCIカードの設定

PCIカードをお使いになる場合は、カードをスロットに差し込むだけで本サーバが自動的に認識しま
すが、次のような場合は、PCIカードに関する IRQなどのシステム資源の確認／設定が必要です（IRQ
の共有を設定する場合は必須）。

� PCIカードが使用するシステム資源を変更する場合

� POSTでエラーメッセージが表示された場合（システムで競合が発生した場合）

PCIスロットと PCIスロットのアドレス値を以下に示します。

PCIスロット PCIスロットのアドレス値

PCI Card : Bus 00 Dev 09
PCI Card : Bus 00 Dev 0B
PCI Card : Bus 01 Dev 04
PCI Card : Bus 01 Dev 05
PCI Card : Bus 01 Dev 06
PCI Card : Bus 01 Dev 07
PCI Card : Bus 02 Dev 04
PCI Card : Bus 02 Dev 05
PCI Card : Bus 02 Dev 06
PCI Card : Bus 02 Dev 07
PCI Card : Bus 02 Dev 08

PCIスロット1
PCIスロット2
PCIスロット3
PCIスロット4
PCIスロット5
PCIスロット6
PCIスロット7
PCIスロット8
PCIスロット9
PCIスロット10
PCIスロット11
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PCIカードの設定は、以下の手順で行います

1 SSU Mainウィンドウの Tasksボックス内の「RCA」の下に表示されている「Resources」をダブ
ルクリックします。

Resource Configuration Add-inウィンドウが表示され、システムが現在認識しているカードが表
示されます。

2 必要に応じてカードの設定を行います

詳細は、「■システム資源の参照」および「■システム資源の変更」を参照してください。

3 変更した内容を保存する場合は、[Save]をクリックします。

4 設定が終了したら、[Close]をクリックします。

Resource Configuration Add-inウィンドウが閉じ、SSU Mainウィンドウが表示されます。
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■システム資源の参照

システム資源の参照は以下の手順で行います。

1 Deviceセクションで、参照したいデバイスをダブルクリックします。

新しいウィンドウが表示され、選択したカードで利用できる機能と、カードに関連付
けられたシステム資源が表示されます。
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2 [Resource Use]をクリックします。

System Resource Usageウィンドウが表示され、各カードが使用しているシステム資
源が表示されます。システムで競合が発生した場合は、この情報を参照してください。
System Resource Usageウィンドウの [Dump to File]をクリックすると、システム資
源情報をテキストファイルに出力できます。
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■システム資源の変更

システム資源の変更は以下の手順で行います。

1 Deviceセクションで、変更したいデバイスをダブルクリックします。

新しいウィンドウが表示され、選択したカードで利用できる機能と、カードに関連付
けられたシステム資源が表示されます。

2 Functionボックス内で、変更したいシステム資源を選択します。

選択したシステム資源に割り当てられている DMA、IRQ、メモリアドレス、I/O
ポートアドレスが画面下部に表示されます。

3 システム資源の設定方法を変更する場合は、[Choice]から選択します。

4 DMA、IRQ、メモリアドレス、または I/Oポートアドレスを変更する場合は、変更し
たい値をダブルクリックします。

対応した変更ウィンドウが表示されます。

5 値を変更し、[OK]をクリックします。

6 変更が終了したら、[OK]をクリックします。

Resource Configuration Add-inウィンドウに戻ります。
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4.6.7 I/Oベースボードの設定

次のような場合は、I/Oベースボードに関する設定が必要です。

� POSTでエラーメッセージが表示された場合（システムで競合が発生した場合）

I/Oベースボードの設定は、以下の手順で行います

1 SSU Mainウィンドウの Tasksボックス内の「RCA」の下に表示されている「Resources」をダブ
ルクリックします。

Resource Configuration Add-inウィンドウが表示され、システムが現在認識しているカードが表
示されます。

2 必要に応じて設定を行います

詳細は、以降の「■システム資源の参照」および「■システム資源の変更」を参照してください。

3 変更した内容を保存する場合は、[Save]をクリックします。

4 設定が終了したら、[Close]をクリックします。

Resource Configuration Add-inウィンドウが閉じ、SSU Mainウィンドウが表示されます。
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■システム資源の参照

システム資源の参照は以下の手順で行います。

1 Deviceセクションで、参照したいデバイスをダブルクリックします。

新しいウィンドウが表示され、選択したカードで利用できる機能と、カードに関連付
けられたシステム資源が表示されます。
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2 [Resource Use]をクリックします。

System Resource Usageウィンドウが表示され、各カードが使用しているシステム資
源が表示されます。システムで競合が発生した場合は、この情報を参照してください。
System Resource Usageウィンドウの [Dump to File]をクリックすると、システム資
源情報をテキストファイルに出力できます。
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■システム資源の変更

システム資源の変更は以下の手順で行います。

1 Deviceセクションで、変更したいデバイスをダブルクリックします。

新しいウィンドウが表示され、選択したカードで利用できる機能と、カードに関連付
けられたシステム資源が表示されます。

2 Functionボックス内で、変更したいシステム資源を選択します。

選択したシステム資源に割り当てられている DMA、IRQ、メモリアドレス、I/O
ポートアドレスが画面下部に表示されます。

3 システム資源の設定方法を変更する場合は、[Choice]から選択します。

4 DMA、IRQ、メモリアドレス、または I/Oポートアドレスを変更する場合は、変更し
たい値をダブルクリックします。

対応した変更ウィンドウが表示されます。

5 値を変更し、[OK]をクリックします。

6 変更が終了したら、[OK]をクリックします。

Resource Configuration Add-inウィンドウに戻ります。

128



4.6 システムセットアップユーティリティ（SSU）を使う

4.6.8 システムイベントログ（SEL）の操作

SSUでは、BMC(Baseboard Management Controller)に保存されている SEL(System Event Log)
データを扱えます。

SELデータは、SEL Managerウィンドウで扱います。SEL Managerウィンドウは、SSU Mainウィ
ンドウの Tasksボックス内の「SEL」の下に表示される「SEL」をダブルクリックすると表示されます。

SEL Viewer Add-inウィンドウのメニューを利用して、次のことができます。

129



第 4章 セットアップ

メニュー オプション 内容

File Load SEL 以前保存したSELファイルのデータを表示します。

Save SEL 現在表示されているSELデータを、ファイルに保存します。

Clear SEL SELデータをBMCから消去します。

Exit SEL Viewer Add-inウィンドウを閉じます。

SEL Info SELに関する情報を表示します。

All Events 現在のBMCのSELデータを表示します。

View

By Sensor ポップアップメニューを表示して、センサ型のデータのみ
を表示します。ポップアップメニューには、以下の項目が
表示されます。

By Event ポップアップメニューを表示して、イベント型のデータの
みを表示します。ポップアップメニューには、以下の項目
が表示されます。

Display HEX / Verbose HEXモードと解釈モードを切り替えて、SELデータを表
示します。

Out Text / Binary SELデータをテキストで保存するかバイナリで保存するか
を決定します。

Settings

Help About SEL Viewerのバージョン情報を表示します。

Digital
Discrete
OEM
Std Sencor
Threshold
Unspecified

Critical Interrupt
Current
Drive Slot
Event Log Disabled
Fan
Memory
MicroControkker / CoP
Physical Security
POST Error
POST Memory Resize
Power Unit
Processor
Secure Mode Violation
System Event
Temperature
Voltage
Watchdog
Other Sensors  --  Add in Card
　　　　　　　　Button
　　　　　　　　Chassis
　　　　　　　　Chipset
　　　　　　　　Cooling Device
　　　　　　　　Module / Board
　　　　　　　　OEM Reserved
　　　　　　　　Other FRV
　　　　　　　　Other Units - based
　　　　　　　　Reserved
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4.7 RCIのセットアップについて

ここでは、RCIのセットアップについて説明します。
RCIとは、シリアル通信を利用した電源制御／監視などを行うインタフェースです。ハードディスク

キャビネットなど、RCI接続された装置の電源オン／オフの制御、および電源異常、ファン異常などを
監視することができます。

RCIで接続された装置は、システムの電源が投入されると自動的に認識されるため、特にセットアッ
プの必要はありません。

4.7.1 RCIセットアップユーティリティ

RCIセットアップユーティリティは、ハードディスクキャビネット (オプション)のハードディスク
キャビネットアドレスを表示するためのプログラムです。

4.7.2 RCIセットアップユーティリティの起動と終了

RCIセットアップユーティリティの起動と終了方法は以下のとおりです。

■　セットアップディスク#8を起動ディスクにする

RCIセットアップユーティリティは、セットアップディスク#8にあります。RCIセット
アップユーティリティを起動するには、セットアップディスク#8を起動可能なフロッピィ
ディスク（起動ディスク）にする必要があります。以下にセットアップディスク#8を起動
ディスクにする方法について説明します。

1 セットアップディスク#4をフロッピィディスクドライブにセットした状態で、DOS
プロンプト（A:=Y>）のあとに、以下のコマンドを入力し、[Enter]キーを押します。

　 A:=Y>sys b: [Enter]

2 メッセージに従って、何度かフロッピィディスクの入れ換えを繰り返します。

「ディスクをドライブ B:に入れて準備ができたらどれかキーを押してください．」と表
示されたら、セットアップディスク#8をフロッピィディスクドライブにセットします。
「ディスクをドライブ A:に入れて準備ができたらどれかキーを押してください．」と表
示されたら、セットアップディスク#4をフロッピィディスクドライブにセットします。
システムの転送が終了すると「システムが転送されました」と表示されます。

3 システムの転送が終了したら、次に RCIセットアップユーティリティの実行に必要な
ファイルをコピーします。DOSプロンプト（A:=Y>）のあとに、以下のコマンドを入
力し、[Enter]キーを押します。

　 A:=Y>copy ansi.sys b: /v [Enter]

4 メッセージに従って、フロッピィディスクの入れ換えを行います。

「ディスクをドライブ B:に入れて準備ができたらどれかキーを押してください．」と表
示されたら、セットアップディスク#8をフロッピィディスクドライブにセットします。
「ディスクをドライブ A:に入れて準備ができたらどれかキーを押してください．」と表
示されたら、セットアップディスク#4をフロッピィディスクドライブにセットします。
ファイルがコピーされると「1個のファイルをコピーしました」と表示されます。

5 ファイルのコピーが終了したら、RCIセットアップユーティリティの作成は完了です。

＊以降、RCIセットアップユーティリティを実行するときには、本作業で作成した
セットアップディスク#8を使用します。
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第 4章 セットアップ

■　 RCIセットアップユーティリティの起動

RCIセットアップユーティリティの起動方法は以下のとおりです。

1 セットアップディスク#8をサーバ本体のフロッピィディスクドライブにセットし、
サーバ本体の電源を投入します、

2 RCIセットアップユーティリティを起動します。

以下のコマンドを入力します。

　 A:=Y>rcitool[Enter]

3 RCIセットアップユーティリティが起動し、以下の画面が表示されます。

RCI Device information Date / Time : Tue Jun DD HH : MM : SS : XXXXXX

00
01

01 01
30 01

0
1

001
400

06
06

00
00

1) 2) 3) 4) 5) 6)

1)node no.  2)RCI node address  3)conf. type
4)device class  5)device sub-class  6)status

Disk node setup information

internal disk node address ->　 30 01

■　 RCIセットアップユーティリティの終了

RCIセットアップユーティリティの終了方法は以下のとおりです。

� RCI設定画面で、[Esc]キーを押します。

RCIセットアップユーティリティが終了します。
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4.7 RCIのセットアップについて

4.7.3 RCI設定画面の操作

RCI設定画面では、以下のことができます。

� RCI接続ノード情報の表示
RCI設定画面の「RCI Device information」に表示されます。

� ハードディスクキャビネットの表示と設定
RCI設定画面の「DISK node setup information」で表示と設定を行います。

以下に各画面の操作、および項目について説明します。

■　 RCI接続ノード情報の表示（RCI Device information）

以下のキーを使用して操作します。

[↑][↓] RCI接続ノード情報を上下にスクロールして表示できます。

[Enter]キー

「DISK node setup information」の画面に移動します。

[Esc]キー

RCIセットアップユーティリティを終了します。

画面の項目について説明します。

1)node no.

接続している RCI装置（ハードディスクキャビネットなど）の管理番号が表
示されます（例：0～N）。

2)RCI node address

RCI接続装置のノードアドレスが表示されます。
01xx：CPUノード
30zz：I/Oノード

3)conf. type

RCI接続装置のノードアドレスの設定種別が表示されます。
0：自己構築ノード
1：自動構築ノード

4)device class

装置クラスが表示されます。
0xx：CPU系
4yy：ディスク系

5)device sub-class

装置サブクラスが表示されます。
例）06：ハードディスクキャビネット

6)status RCI接続装置の状態が表示されます。
00以外は、RCIインタフェース上に異常状態があることを示します。
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第 4章 セットアップ

■　ハードディスクキャビネットアドレスの表示（DISK node setup information）

以下のキーを使用して操作します。

[Esc]キー

RCIセットアップユーティリティを終了します。

画面の操作について説明します。

ハードディスクキャビネットアドレスの表示

「DISK node setup information」には、ハードディスクキャビネットアド
レスが表示されます（300nなど）。何も表示されない（空白）場合は、ハー
ドディスクキャビネットアドレスが未設定であることを示します。

■　エラーメッセージ

エラーメッセージが表示された場合は、弊社担当保守員に連絡してください。
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5
第 5章 内蔵オプションの取り

付け

この章は、本サーバへの内蔵オプションの取り付け方法を解説しています。
内蔵オプションの取り付け／取り外しを行う場合は、担当保守員に依頼してください。
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

5.1 内蔵オプションの種類

本サーバには、以下の内蔵オプションを取り付けることができます。

取り付けや取り外しを行う場合に取り外したネジは、取り付ける時には必ず同
じ装置に使用してください。異なる種類のネジを使用すると、装置の故障の原
因となります。

CPUユニット�
（拡張RAMモジュール、�
　CPUフィールドグレード�
　アップキット）�

3.5インチ内蔵オプション�

5インチ内蔵オプション�

各種拡張ボード�

電源ユニット�
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5.1 内蔵オプションの種類

� 内蔵オプションの取り付けや取り外しを行う場合は、サーバ本体および接
続している周辺装置の電源を切り、電源ケーブルをコンセントから抜いた
あとに行ってください。感電の原因となります。

なお、アレイシステム構成時（RAID1/5/6のとき）のホットプラグ対応
ハードディスクユニットは、電源を切断することなく、交換することがで
きます。

� 電源ユニットは分解しないでください。感電の原因となります。

� 弊社の純正品以外のオプションは取り付けないでください。故障・火災・
感電の原因となります。

� 内部のケーブル類や装置を傷つけたり、加工したりしないでください。故
障・火災・感電の原因となります。

� 内蔵オプションの取り付け／取り外しを行う場合は、担当保守員に依頼し
てください。

� 電源を切った直後は、サーバの内部の装置が熱くなっています。内蔵オプ
ションの取り付けや取り外しを行う場合は、電源を切ったあと 10分程待っ
てから、作業を始めてください。

� 内蔵オプションは、基板や半田づけした部分がむきだしになっています。
これらの部分は、人体に発生する静電気によって損傷を受ける場合があり
ます。取り扱う前に、添付のリストストラップを必ず着用してから作業を
行ってください。

� 基板表面や半田づけの部分に触れないように、金具の部分や、基板の縁を
持つようにしてください。

� この章で説明している以外の取り付け方や分解を行った場合は、保証の対
象外となります。
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

5.2 フロントカバーの取り外し

ここでは、デスクサイドタイプおよびラックマウントタイプのフロントカバーの取り付け／取り外し
手順について説明します。

5.2.1 デスクサイドタイプのフロントカバーの取り外し

デスクサイドタイプのフロントカバーの取り外しかたは、以下のとおりです。

■取り外し手順

1 フロントカバーキーをあけます。
（「3.1　フロントドアを開ける」参照）

2 フロントドアを開け、フロントカバー固定ネジをゆるめます。

3 フロントカバーを少し持ち上げます。
フロントカバーは、下部 2箇所および上部 2箇所のタブでサーバ本体と固定されていま
す。フロントカバーを図のように少し持ち上げ、下部 2箇所のタブから取り外します。
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5.2 フロントカバーの取り外し

■取り付け手順

� デスクサイドタイプのフロントカバーの取り付けは、取り外しと逆の手順で行います。

5.2.2 ラックマウントタイプのフロントカバーの取り外し

ラックマウントタイプのフロントカバーの取り外しかたは、以下のとおりです。

■取り外し手順

1 ラックドアを開けます。

（「3.2　ラックドアを開ける」参照）

2 ラックとフロントカバーを固定している 6箇所のネジと、フロントカバーの 4箇所の
ネジをゆるめます。

3 フロントカバーを手前に取り外します。

■取り外し手順

� ラックマウントタイプのフロントカバーの取り付け手順は、取り外しと逆の手順で行
います。

139



第 5章 内蔵オプションの取り付け

5.3 CPUキャビネットのスライド

内蔵オプションの取り付けおよび取り外しは、CPUキャビネットを前後にスライドさせて行います。

CPUキャビネットをスライドさせるときは、サーバ本体および周辺装置の電源
を切り、電源ケーブルをコンセントから取り外してください。

感電したり機器が故障する恐れがあります。

� CPUキャビネットをスライドさせる場合や元に戻す場合は、指や衣服が挟
まれないよう注意してください。怪我をする恐れがあります。

5.3.1 デスクサイドタイプの CPUキャビネットのスライド

デスクサイドタイプの CPUキャビネットのスライド方法は、以下のとおりです。

■フロント側へのスライド手順

1 電源を切り電源コードをコンセントから取り外します。

2 フロントカバーを取り外します。

（「5.2　フロントカバーの取り外し」参照）
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5.3 CPUキャビネットのスライド

3 盗難防止用金具および背面プレートを取り外します。

盗難防止用金具は、盗難防止用金具キーを左に回して、盗難防止用金具を手前にたお
し取り外します。背面プレートは、背面プレートを固定している 2個のネジをゆるめ
て取り外します。

背面プレート�

盗難防止用金具�

4 リストストラップを着用します。

リストストラップは、本サーバに添付されています。リストストラップは、サーバ本
体に接着する面（図中 A）と、手首に巻き付ける面（図中 B）があります。
A側のシールをはがして、図に示すようにサーバ本体前面に接着します。B側は手首
に巻き付けてください。
CPUキャビネットをフロント側やリア側にスライドさせる場合は、リストストラップ
をその都度着用してください。

A

B

リストストラップ�
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

5 転倒防止トレイを引き出します。

転倒防止トレイの 2箇所のネジをゆるめ、前に引き出します。

6 転倒防止トレイを固定します。

転倒防止トレイの固定足を左に回し、転倒防止トレイを固定します。

7 CPUキャビネットのフロント側 4箇所のネジを取り外します。
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5.3 CPUキャビネットのスライド

8 CPUキャビネットのフロント側のハンドルを持ち、ゆっくりとフロント側にスライド
させます。

ハンドル�

■元に戻す手順

� CPUキャビネットを元に戻す場合は、上記と逆の手順で行います。

� CPUキャビネットを元に戻すまで、リストストラップは外さないでください。

� CPUキャビネットを元に戻す前に、サーバ本体内部に不要な部品や工具の置き忘れな
どがないかを確認してください。
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

5.3.2 ラックマウントタイプの CPUキャビネットのスライド

ラックマウントタイプの CPUキャビネットのスライド方法は、以下のとおりです。

� CPUキャビネットをスライドさせる場合や元に戻す場合は、指や衣服が挟
まれないよう注意してください。怪我をする恐れがあります。

� 転倒防止用のスタビライザは、設置時に必ず取り付けてください。取り付
けない状態でラック内部の CPUユニットを引き出すと、ラックが転倒する
恐れがあります。

■フロント側へのスライド手順

1 電源を切り電源コードをコンセントから取り外します。

2 ラックドアを開け、ラックとフロントカバーを固定している 6箇所のネジを取り外し
ます。

（「5.2.2　ラックドアを開ける」参照）

3 リストストラップを着用します。

リストストラップは、本サーバに添付されています。リストストラップは、サーバ本
体に接着する面と、手首に巻き付ける面があります。
サーバ本体に接着する面のシールをはがして、サーバ本体前面に接着します。手首に
巻き付ける面は手首に巻き付けてください。
CPUキャビネットをフロント側やリア側にスライドさせる場合は、リストストラップ
をその都度着用してください。
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5.3 CPUキャビネットのスライド

4 CPUキャビネットのフロント側のハンドルを持ち、ゆっくりとフロント側にスライド
させます。

■元に戻す手順

� CPUキャビネットを元に戻す場合は、上記と逆の手順で行います。

� CPUキャビネットを元に戻すまで、リストストラップは外さないでください。

� CPUキャビネットを元に戻す前に、サーバ本体内部に不要な部品や工具の置き忘れな
どがないかを確認してください。

■リア側へのスライド手順

CPUキャビネットをリア側にスライドさせるには、リアストッパー、およびフロントカ
バーの 4箇所のネジを取り外してからリア側にスライドさせます。
リアストッパーは、ラックのリア側に 1箇所のネジで固定されています。ネジを取り外し
てリアストッパーを取り外してください。
（「5.2.2　ラックマウントタイプのフロントカバーの取り外し」参照）

■元に戻す手順

� CPUキャビネットを元に戻す場合は、上記と逆の手順で行います。

� CPUキャビネットを元に戻すまで、リストストラップは外さないでください。

� CPUキャビネットを元に戻す前に、サーバ本体内部に不要な部品や工具の置き忘れな
どがないかを確認してください。
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

5.4 CPUユニットの取り外し／取り付け

CPUユニットは、CPUおよびメモリカードを搭載するユニットです。CPUや、拡張 RAMモジュー
ルを増設するときには、CPUユニットを取り外す必要があります。CPUの取り付け方法については、
「5.6　 CPUの取り付け／取り外し」を、拡張 RAMモジュールの取り付け方法については、「5.5　拡
張 RAMモジュールの取り付け／取り外し」を参照してください。

取り付けや取り外しをするときは、サーバ本体および周辺装置の電源を切り、
電源ケーブルをコンセントから取り外してください。

感電したり機器が故障する恐れがあります。

■各部の名称

CPUユニットの各部の名称を以下に示します。

VRMモジュール取り付け部分�

メモリボード取り付け部分�

CPU取り付け部分�
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5.4 CPUユニットの取り外し／取り付け

■取り外し手順

1 電源を切り電源ケーブルをコンセントから取り外します。

2 盗難防止用金具および背面プレートを取り外します。

盗難防止用金具は、盗難防止用金具キーを左に回して、盗難防止用金具を手前にたお
し取り外します。背面プレートは、背面プレートを固定している 2個のネジをゆるめ
て取り外します。

背面プレート�

盗難防止用金具�

3 CPUユニットを固定している 5箇所のネジをゆるめ、CPUユニットブラケットを上
下に開きます。
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

4 CPUユニットを取り外します。

CPUユニットのハンドルを持ってゆっくりと手前に引き出します。

■取り付け手順

� 取り付けは上記と逆の手順で行ないます。
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5.5 CPUの取り付け／取り外し

5.5 CPUの取り付け／取り外し

本サーバは「CPUフィールドグレードアップキット（GP5-FG10D）」を用いて、最大 4つの CPUを
搭載することができます。

取り付けや取り外しをするときは、サーバ本体および周辺装置の電源を切り、
電源ケーブルをコンセントから取り外してください。
感電したり機器が故障する恐れがあります。

■取り付ける前に

� CPUはスロット番号順に搭載してください。
� CPUは VRMモジュールと共に必ず取り付けてください。VRMモジュールは CPU
の個数と関係があります。CPUの個数に従って取り付けてください。

メモリボードスロット�

VRMスロット� CPUスロット�

CPUスロット4

CPUスロット3

CPUスロット2

CPUスロット1

VRMスロット6

VRMスロット5

VRMスロット4

VRMスロット3

VRMスロット2

VRMスロット1

CPUの数 必要なVRMの数

1

2

3

4

3

4

5

6

CPUのスロット番号

1

1、2

1、2、3

1、2、3、4

VRMを取り付けるスロット番号

1、2、3

1、2、3、4

1、2、3、4、5

1、2、3、4、5、6
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■ CPUの取り付け手順

1 電源を切り、電源ケーブルをコンセントから取り外します。

2 盗難防止用金具および背面プレートを取り外します。

盗難防止用金具は、盗難防止用金具キーを左に回して、盗難防止用金具を手前にたお
し取り外します。背面プレートは、背面プレートを固定している 2個のネジをゆるめ
て取り外します。

背面プレート�

盗難防止用金具�

3 CPUユニットを取り外します。

（「5.4　 CPUユニットの取り外し／取り付け」参照）
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5.5 CPUの取り付け／取り外し

4 CPUユニットの CPUユニットカバーを取り外します。

ファンケーブルを外します。
次に、CPUユニットの 4箇所のネジをゆるめ、CPUユニットカバーを取り外します。

5 CPUユニットから、CPUターミネータカードを取り外します。

増設する CPUスロットの CPUスロットハンドルを開けます。「PULL」と書いてある
ラッチを手前に引きます。
次に、CPUターミネータカードを保護している CPUスロットカバーを取り外しま
す。CPUスロットカバーのブラケットを持って手前に引きます。
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

6 CPUフィールドグレードアップキットを取り付けます。
CPUフィールドグレードアップキットを他の CPUと同じ向きになるように取り付け
ます。CPUスロットカバーのブラケットを広げたまま、ゆっくりと CPUスロットに
差し込みます。ブラケットが閉じるまで確実に差し込みます。
CPUスロットハンドルを取り付け、ラッチを確実に押します。念のため、CPU
フィールドアップグレードキットを手で確実に押します。

■ VRMの取り付け
取り付けた CPUの数に応じて、VRMを取り付けます。

1 VRMモジュールを取り付けます。
搭載する CPUスロットに応じて、VRMモジュールを VRMスロットに差し込みます。

■ CPU増設時の OSの変更
既に運用しているサーバで CPUを 1個から 2個以上に増設する場合には、OSはマルチプ
ロセッサカーネルに変更する必要があります。
OSの変更方法については、「付 A.3　 CPU増設時のOSの変更手順」を参照してくだ
さい。
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5.6 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外し

5.6 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外し

拡張 RAMモジュールは、CPUユニットの RAMベースカードの DIMM（Dual In-Line Memory
Modules）スロットに取り付けます。
拡張 RAMモジュールは、DIMM4枚で構成されます。
本サーバは最大 8GBのメモリをサポートしますが、OSの制限のため IntranetWareでは 3GBまで、

WindowsNT Server 4.0では 4GBまでしか使用できません。

取り付けや取り外しをするときは、サーバ本体および周辺装置の電源を切り、
電源ケーブルをコンセントから取り外してください。感電や機器が破損する恐
れがあります。

弊社純正の拡張 RAMモジュール以外は取り付けないでください。故障の原因
となる場合があります。

■搭載可能な拡張 RAMモジュールと搭載順序

本サーバに使用できる拡張 RAMモジュールには、以下の種類があります。

品名 型名 備考

拡張RAMモジュール256MB

拡張RAMモジュール512MB

拡張RAMモジュール1GB

GP5-RM25G

GP5-RM51G

GP5-RM1G

64MB-DIMM×4枚

128MB-DIMM×4枚

256MB-DIMM×4枚
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使用する拡張 RAMモジュールの組み合わせは、必ず同一容量の 4枚単位で、バンク番号
順に容量の少ないものから RAMベースカードへ交互に搭載してください。

RAMベースカード#1

CPUボード�

RAMベースカード#2

バンク1

バンク3

バンク5

バンク7

J3

J4

J7

J8

J11

J12

J15

J16

J1

J2

J5

J6

J9

J10

J13

J14

バンク2

バンク4

バンク6

バンク8

J3

J4

J7

J8

J11

J12

J15

J16

J1

J2

J5

J6

J9

J10

J13

J14
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5.6 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外し

■取り付け／取り外し手順

1 電源を切り電源ケーブルをコンセントから取り外します。

2 盗難防止用金具および背面プレートを取り外します。

盗難防止用金具は、盗難防止用金具キーを左に回して、盗難防止用金具を手前にたお
し取り外します。背面プレートは、背面プレートを固定している 2個のネジをゆるめ
て取り外します。

背面プレート�

盗難防止用金具�

3 CPUユニットを取り外します。

（「5.4　 CPUユニットの取り外し／取り付け」参照）
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

4 CPUユニットの CPUユニットカバーおよび RAMベースカードカバーを取り外し
ます。

CPUユニットカバーの 4箇所のネジをゆるめ CPUユニットカバーを取り外した後、
RAMベースカードカバーを取り外します。

5 RAMベースカードを取り外します。

RAMベースカードの左右のレバーを両側にゆっくりと広げ、手前に引き出します。
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5.6 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外し

6 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外しをします。

取り付けるときは、コンタクト部分の切り込みで向きを判断して、DIMMスロットに
正しく挿入してください。レバーが閉じます。レバーが完全に閉じない場合は、指で
押してください。
レバーが閉じられていないと RAMベースカードが RAMベースカードスロットに挿
入できません。レバーは、完全に閉じてください。
取り外すときは、メモリの実装されている両端のレバーを開くことで行います。

レバー�
切り込み�

7 拡張 RAMモジュールが奥まで完全に挿し込まれたのを確認します。

8 RAMベースカードを取り付けます。

RAMベースカードを RAMベースカードスロットに挿入し、左右のレバーを中央に
戻します。

9 RAMベースカードカバーおよび CPUユニットカバーを取り付けます。

10 CPUユニットを取り付けます。

（「5.4　 CPUユニットの取り外し／取り付け」参照）

■故障メモリの切り離し機能

本サーバには、故障 RAMメモリ（モジュール）の切り離し機能があります。
この機能は、POST（Power On Self Test）実行中に故障（異常）と判断したメモリブロッ
ク（DIMM 4枚）を切り離して本サーバを起動します。POST時に画面に表示されるメモ
リ容量が搭載したメモリ容量より少なくなっている場合は、故障メモリが存在する可能性
があります。
故障メモリのスロット位置は、POST時またはシステムイベントログで確認できます。
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5.7 ハードディスクキャビネットの取り付け／取り外し

ここでは、ハードディスクキャビネット (オプション)の取り付け／取り外し手順について説明します。

取り付けや取り外しをするときは、サーバ本体および周辺装置の電源を切り、
電源ケーブルをコンセントから取り外してください。

感電したり機器が故障する恐れがあります。

以下の説明では、デスクサイドタイプを例に説明しています。

■　取り付け手順

1 電源を切り、電源ケーブルをコンセントから取り外します。

2 フロントカバーを取り外します。

（「5.2　フロントカバーの取り外し」参照）

3 ハードディスクキャビネット取り付け用レールを、仮組み立てします。

レールは次のように、3つの部品があり、番号順に組み立てます。
各レールのネジ 4本は、軽くしめます。

(仮止め）�

(仮止め）�
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5.7 ハードディスクキャビネットの取り付け／取り外し

4 仮組み立てしたハードディスクキャビネット取り付け用レールを、サーバ本体に取り
付けます。

サーバ本体に取り付け、各レールに前面から 1本、後面から 2本のネジで固定します。

（背面側）�

（前面側）�

5 手順 3で軽くしめたネジをしめ、レールを固定します。

6 ハードディスクキャビネットを取り付けます。

4本のネジで固定します。
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7 ハードディスクキャビネットと CPUキャビネットを、SCSIケーブルおよび RCI
ケーブルで接続します。

RCIコネクタには、必ず RCI分岐コネクタを取り付け、RCI分岐コネクタの一方のコ
ネクタには RCI終端抵抗を取り付けます。

SCSIケーブル�

RCI終端抵抗（サーバ本体添付）�

RCI分岐コネクタ（サーバ本体添付）�

RCIケーブル�

RCI終端抵抗（サーバ本体添付）�

RCI分岐コネクタ�
（ハードディスクキャビネット添付）�

8 フロントカバーを取り付けます。

■　取り外し手順

1 電源を切り、電源ケーブルをコンセントから取り外します。

2 ハードディスクキャビネット内のハードディスクを取り外します。

ハードディスクキャビネット内にハードディスクがある状態
では重量があるため、落下して怪我の原因や機器が破損する
恐れがあります。

3 上記の「■　取り付け手順」の 2～7の逆の手順で取り外します。
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5.8 内蔵オプションベイへの取り付け

ここでは、内蔵オプションベイへの内蔵オプションの取り付け方を説明します。

取り付けるときは、サーバ本体および周辺装置の電源を切り、電源ケーブルをコ
ンセントから取り外してください。感電したり機器が故障する恐れがあります。

なお、アレイシステム構成時（RAID1/5/6のとき）の 3.5インチ内蔵オプショ
ン（ホットプラグ用）は、電源を切断することなく、交換することができます。

5.8.1 全体図

各内蔵オプションベイに取り付けられる内蔵オプションは、SCSI規格の内蔵オプション（以降、内蔵
SCSIオプション）があります。

5インチストレージベイ

3.5インチストレージベイ�
(内蔵HDDベイ)

3.5インチストレージベイ�
(ハードディスクキャビネット�
：オプション)
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

各ベイのベイ位置とベイ番号を以下に示します。

ベイ1ベイ2ベイ3

ベイ6ベイ5ベイ4

ベイ1ベイ2ベイ3ベイ4ベイ5ベイ6ベイ7ベイ8

ハードディスクキャビネット：オプション�

内蔵HDDベイ�5インチストレージベイ�

ベイ1

ベイ2

ベイ3

ベイ4

フロッピィディスク�
ドライブユニット�
CD-ROM ドライブ�
ユニット(標準搭載)
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5.8.2 ストレージベイへの取り付け

■ストレージベイと内蔵オプション

本サーバは、2種類のストレージベイに、それぞれ以下の内蔵オプションを取り付けるこ
とができます。

ストレージベイ 内蔵オプション

 
3.5インチストレージベイ 内蔵ハードディスクユニット

内蔵CD-ROMドライブユニット（標準搭載）
内蔵DATユニット
内蔵光磁気ディスクユニット
内蔵DLTユニット
内蔵1/4インチCRMTユニット

5インチストレージベイ

なお、内蔵 DLTユニットを取り付ける場合は、SCSIカード (GP5-125)が必要です。

ベイ1

終端

SCSIケーブル50ピン(標準実装)

SCSIケーブル68ピン(標準実装) SCSIカード�
(GP5-125)

SCSIコネクタ�
(68ピン)

ベイ2

I/Oベースボード

終端
DLTユニット�

SCSIケーブル68ピン�
(DLTユニットに添付)
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■ストレージベイと SCSI ID

内蔵 SCSIオプションは、ストレージベイに取り付けるまえに下表のとおり、対応した
SCSI IDに設定してください。ただし、3.5インチストレージベイに取り付ける内蔵ハード
ディスクユニットは、SCSI IDの設定は自動的に行われるため、不要です。

ベイ番号 SCSI ID 備考ストレージベイ

OSインストールタイプは、内蔵ハードディスクユニット
を標準搭載

3.5インチストレージベイ
(内蔵HDDべイ)

5インチストレージベイ 1
2
3
4

3
4
5
6

内蔵CD-ROMドライブユニットを標準搭載

4

5

6

1

2

3

3

4

8

0

1

2

[FDタイプ/OSインストールタイプ]

1
2
3
4
5
6
7
8

0
1
2
3
4
8
9

10

3.5インチストレージベイ
(ハードディスクキャビネット
：オプション)
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[アレイタイプ]

ベイ番号 SCSI ID 備考ストレージベイ

3.5インチストレージベイ
(内蔵HDDベイ)

5インチストレージベイ 1
2
3
4

3
4
5
6

内蔵CD-ROMドライブユニットを標準搭載

4

5

6

1

2

3

3

4

8

0

1

2

3.5インチストレージベイ
(ハードディスクキャビネット
：オプション)

1
2
3
4
5
6
7
8

0
1
2
3
4
8
9

10

内蔵ハードディスクユニットを標準搭載
内蔵ハードディスクユニットを標準搭載
内蔵ハードディスクユニットを標準搭載

SCSIアレイコントローラカード／ SCSIカードを使用して、ハードディスクを増設する際
の SCSI IDの設定およびケーブル接続については、「5.9.4　 SCSIカード/SCSIアレイコ
ントローラカードの留意事項」を参照してください。

165



第 5章 内蔵オプションの取り付け

5.8.3 内蔵ハードディスクユニットの取り付け

� ハードディスクユニットを乱暴に取り扱うと、内部のデータが破壊される
ことがあります。万が一の事態に備えて、重要なデータは常にバックアッ
プをとるようにしてください。また、別のハードディスクユニットにバッ
クアップをとるときは、ファイル単位または区画単位でバックアップする
ことをお勧めします。

� 湿気やほこりや浮遊物の少ないところで使用してください。

� 衝撃や振動の加わる場所での使用や保管は避けてください。

� 直射日光のあたる場所や発熱器具のそばには近づけないようにしてくだ
さい。

� 極端な高温や低温の場所、また温度変化の激しい場所での使用、保管は避
けてください。

� ハードディスクユニットは絶対に分解しないでください。

� 内蔵ハードディスクユニットをぶつけたり、金属質のものを接触させたり
しないよう十分注意し、取り扱ってください。

内蔵HDDベイおよびハードディスクキャビネット（オプション）には、内蔵ハードディスクユニッ
ト（GP5-HDH45/GP5-HDH81/GP5-HDH82/GP5-HDH93/GP5-HDH94）を、デスクサイドタイプ
では内蔵HDDベイに 6台、ハードディスクキャビネットに 8台の最大 14台、ラックマウントタイプで
は内蔵HDDベイに最大 6台まで取り付けることができます。
　　
内蔵HDDベイおよびハードディスクキャビネットは、SCSI IDの設定が不要です。
内蔵HDDベイおよびハードディスクキャビネットは、ホットプラグを採用したベイで、内蔵ハード

ディスクユニットとのインタフェースに SCA2（Single Connector Attachment2）コネクタを採用して
います。電源ケーブルと信号ケーブルを一体化しているため、煩わしいケーブル接続が一切不要となり
ます。
内蔵HDDベイおよびハードディスクキャビネットへの内蔵ハードディスクユニットの取り付けにつ

いて以下に示します。
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■内蔵ハードディスクユニットの搭載順序
内蔵ハードディスクユニットは、ベイ 1から順に搭載してください。
また、ハードディスクキャビネットがある場合は、ベイ 1から順に、内蔵HDDベイと
ハードディスクキャビネットへ交互に搭載することをお薦めします。
以下に、内蔵ハードディスクユニットを 5台搭載する場合の例を示します。内蔵ハード
ディスクユニットは、番号順に搭載します。

�

ベイ1ベイ2ベイ3

ベイ6ベイ5ベイ4

ベイ1ベイ2ベイ3ベイ4ベイ5ベイ6ベイ7ベイ8

ハードディスクキャビネット：オプション�

内蔵HDDベイ�5インチストレージベイ�

1

2

3

4

5

■ 内蔵 HDDベイへの取り付け手順

1 電源を切ります。

2 フロントカバーを取り外します。

（「5.2　フロントカバーの取り外し」を参照）

3 保護カバーを取り外します。

保護カバーの右側 2箇所のネジをゆるめ、左側に開けます。
保護カバーを少し持ち上げて、取り外します。
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4 内蔵ハードディスクユニットを取り付けるベイから、ブランクディスクユニットを取
り外します。

内蔵ハードディスクユニットが搭載されていないベイには、ブランクディスクユニッ
トが取り付けられています。
ブランクディスクユニットのプラスチックレバーを下側に開き、プラスチックレバー
が完全に開いた状態でゆっくりと手前に引き出します。
取り外したブランクディスクユニットは、保存しておきます。

ブランクディスクユニット�

5 内蔵 HDDベイに内蔵ハードディスクユニットを取り付けます。

内蔵ハードディスクユニットのプラスチックレバーが開いた状態で、搭載する内蔵
HDDベイに内蔵ハードディスクユニットを図中の矢印の方向に押し込みます。

内蔵ハードディスクユニット�

6 プラスチックレバーをカチッと音がするまで上側に閉じます。
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■内蔵 HDDベイからの取り外し手順

1 電源を切り電源ケーブルをコンセントから取り外します。

2 フロントカバーを取り外します。
（「5.2　フロントカバーの取り外し」を参照）

3 保護カバーを取り外します。
保護カバーの右側 2箇所のネジをゆるめ、左側に開けます。
保護カバーを少し持ち上げて、取り外します。

4 内蔵ハードディスクユニットを取り外します。
取り出したい内蔵ハードディスクユニットのプラスチックレバーを手前に引っばり、
内蔵ハードディスクユニットをベイから取り外します。

内蔵ハードディスクユニット�

■ハードディスクキャビネットへの取り付け手順

1 電源を切ります。

2 フロントカバーを取り外します。
（「5.2　フロントカバーの取り外し」を参照）

3 保護カバーを取り外します。

169



第 5章 内蔵オプションの取り付け

4 内蔵ハードディスクユニットを取り付けるベイから、ブランクディスクユニットを取
り外します。

内蔵ハードディスクユニットが搭載されていないベイには、ブランクディスクユニッ
トが取り付けられています。ブランクディスクユニットのプラスチックレバーを下側
に開き、プラスチックレバーが完全に開いた状態でゆっくりと手前に引き出します。
取り外したブランクディスクユニットは、保存しておきます。

ブランクディスクユニット�

5 ハードディスクキャビネットに内蔵ハードディスクユニットを取り付けます。

内蔵ハードディスクユニットのプラスチックレバーが開いた状態で、搭載するハード
ディスクキャビネットに内蔵ハードディスクユニットを図中の矢印の方向に押し込み
ます。

内蔵ハードディスクユニット�
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6 プラスチックレバーをカチッと音がするまで上側に閉じます。

■ハードディスクキャビネットからの取り外し手順

1 電源を切ります。

2 フロントカバーを取り外します。

（「5.2　フロントカバーの取り外し」を参照）

3 保護カバーを取り外します。

4 内蔵ハードディスクユニットを取り外します。

取り出したい内蔵ハードディスクユニットのプラスチックレバーを手前に引っぱり、
内蔵ハードディスクユニットをベイから取り外します。

ポイント

� 取り外したベイには、新たな内蔵ハードディスクユニットまたはブラン
クディスクユニットを必ず取り付けてください。

■内蔵ハードディスクユニットが故障したときの交換について

本サーバで SCSIアレイコントローラカードを使用して、アレイシステム構成
（RAID1/5/6のとき）にしている場合は、ハードディスクユニットの故障時に、本サーバ
および周辺装置の電源を切断することなく、ハードディスクユニットの交換および復旧作
業を行うことができます。（ホットスワップ／ホットプラグ対応）アレイシステムに関する
詳細な説明については、SCSIアレイコントローラカードの取扱説明書を熟読してくだ
さい。

171



第 5章 内蔵オプションの取り付け

5.8.4 5インチストレージベイへの内蔵オプションの取り付け／取り外し

CD-ROMドライブユニットは、標準搭載されています。
ここでは、SCSI規格の内蔵 DATユニットの取り付け方を例に説明します。
なお、各内蔵オプションの設定の詳細は、内蔵オプションに添付の取扱説明書を参照してください。

■取り付ける前に

内蔵オプションを取り付ける前に、内蔵オプションにガイドレールおよびケーブルを取り
付ける必要があります。ガイドレールは、内蔵オプションの種類によって、取り付けるネ
ジ穴が異なります。
以下の図に従って取り付けてください。

[ガイドレールのネジ穴位置]

[前面側]

内蔵DLTユニット（ミリネジ）�

内蔵光磁気ディスクユニット（ミリネジ）、�
または�
内蔵DATユニット（ミリネジ）、�
または�
内蔵1/4インチCRMTユニット（ミリネジ）�

�
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ガイドレールの取り付け方法を以下に示します。

1 フロントカバーを取り外します。

（「5.2　フロントカバーの取り外し」を参照）

2 取り付ける 5インチストレージベイの 5インチブランクユニットを取り外します。

5インチブランクユニットの両側のツメを内側に押しながら、ゆっくりと手前に引き
出します。

ツメ�

（正面）�

3 5インチブランクユニットの前面カバーを取り外します。

両側 8本のネジを取り外して、前面カバーを取り外します。

ミリネジ�インチネジ�

4 内蔵 SCSIオプションにガイドレールを取り付けます。

ガイドレールを取り外したときのネジ 4本を使って、取り付けます。
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■取り付け手順

1 内蔵 SCSIオプションの SCSI IDを設定します。

内蔵オプションに添付の取扱説明書を参照し、以下の SCSI IDを設定します。

取り付けるベイ 設定値

ベイ 2 SCSI ID=4

ベイ 3 SCSI ID=5

ベイ 4 SCSI ID=6

2 内蔵オプションにガイドレールおよびケーブルを取り付けます。

内蔵オプションをガイドレールに取り付けるときは、内蔵オプションの種類によって、
取り付け方が異なります。ガイドレールの取り付け方法については、前述の「■取り
付ける前に」を参照してください。

3 電源を切り電源ケーブルをコンセントから取り外します。

4 フロントカバーを取り外します。

（「5.2　フロントカバーの取り外し」を参照）

5 内蔵オプションを取り付けます。

搭載するベイに取り付け、カチッと音がするまで押し込みます。
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6 左側のサイドカバーをシャーシから取り外します。

サイドカバーとシャーシを固定している 2個のネジを取り外します。
サイドカバーをリア側にスライドさせ、タブから取り外します。サイドカバーは、上
部 3箇所と下部 3箇所のタブでサーバ本体と固定されています。

7 内蔵オプションカバーを取り外します。

内蔵オプションカバーの 2箇所のネジをゆるめます。内蔵オプションカバーを少し持
ち上げて、取り外します。

175



第 5章 内蔵オプションの取り付け

8 内部 SCSIケーブル／電源ケーブルを接続します。
内部 SCSIケーブルを接続します。内部 SCSIケーブルを取り付けるときは、「5.8.2　
ストレージベイへの取り付け」を参照してください。

内部 SCSIケーブルを接続する場合は、ケーブルとファンの
距離を 3cm以上あけてください。

9 フロントカバーをサーバ本体に取り付けます。

ポイント

使用しない 5インチストレージベイは、5インチブランクユニットを取り付けた状態にし
ておいてください。取り外した状態にしておくと、サーバ本体内部の冷却気流を適正な状
態にできません。

■取り外し手順

1 電源を切り電源ケーブルをコンセントから取り外します。

2 フロントカバーを取り外します。
（「5.2　フロントカバーの取り外し」を参照）

3 取り付けと逆の手順で行います。

ポイント

取り外したベイには、新たな内蔵 SCSIオプションまたは 5インチブランクユニットを必
ず取り付けてください。
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5.9 拡張カードの取り付け

ここでは、拡張カードの種類、取り付けの手順、および各拡張カードに関する留意事項について説明
します。

5.9.1 拡張カードの種類

本サーバは、PCIスロットを 10スロット、PCI/ISA共有スロットを 1スロット備えており、ISA
カード 1枚、PCIカード 10枚または 11枚搭載できます。
以下に各スロット位置を示します。

32ビットPCI/ISA共有スロット�

32ビットPCIスロット�

64ビットPCIスロット�

PCIスロット1
ISAスロット1

PCIスロット2

PCIスロット3

PCIスロット4

PCIスロット5

PCIスロット6

PCIスロット7

PCIスロット8

PCIスロット9

PCIスロット10

PCIスロット11

■ 各スロットの仕様とシステム資源について

� PCIスロットの仕様

－ PCIスロット 1から 6までは 32ビットバス、PCIスロット 7から 11までは 64
ビットバスの PCIスロットです。

－ PCIスロットは、PCIローカルバス仕様（第 2.1版）に準拠しています。

－ PCIスロットには、5V（ボルト）の PCIバスマスタカードを取り付けることがで
きます。

� ISAスロットの仕様

－ ISAスロットには、ISAバスマスタカードおよび ISAスレーブカードを取り付け
ることができます。

� 拡張カードのシステム資源
拡張カードを取り付ける前に、その拡張カードがサーバ本体や他の拡張カードと、シ
ステム資源が競合（コンフリクト）しないように設定してください。「付 B.1.4　シス
テム資源管理表」を参照してください。

－ I/Oポートアドレス

－ メモリアドレス

－ 割り込み（IRQ）レベル

－ DMAチャネル
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■搭載可能な拡張カード

本サーバに搭載可能な拡張カードを以下に示します。

搭載カード バス 搭載枚数 備考

SCSIアレイコントローラ
カード
SCSIカード

GP5-141 PCI64

ISA

最大4

合計最大5

RS-232Cカード

外付けディスクアレイ装置
接続用

ISDNカード
通信カードV/X

LANカード(10BASE-5/2/T)

ATM-LANカード

LANカード(100BASE-TX)

サーバモニタモジュール

ISA
ISA

PCI32
PCI32

PCI32

PCI32

最大1
最大1
最大1

合計最大1

最大3

最大1

最大3

合計最大4

最大1

GP5-181

FMV-167

FMV-165

GP5-SM102

FMV-187

GP5-182

FMV-166

FAXモデムカード ISA 最大1FMV-FX531

GP5-123 PCI64 最大2
GP5-125 PCI64 最大5

LANカード(100BASE-TX) (標準搭載) PCI32 最大1 PCIスロット3に標準搭載

注1)

注2)

クラスタキット2 (Server Net) GP5S632 PCI32 最大1

注1)

注1) 他の種類の拡張カードとIRQを共有することはできません。
注2)ディスクアレイ装置(GP5-D8S1, GP5-D16S1, GP5-D32S1) を1台のみ接続できます。

クラスタキット3 (Server Net) GP5S633 PCI32 最大1
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各拡張カードは次の表の○付数字の順にスロットを使用してくだ
さい。

次の表のとおりに搭載しないと、拡張カードが正常に動作しま
せん。

2 31 4

＊) PCIスロット1は、ISAスロット1と共用です。

：標準搭載のPCIスロット／カードを示す
：搭載不可を示す

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

サーバモニタモジュール

SCSIアレイコントローラ
カード

32ビットPCIスロット 64ビットPCIスロット

GP5-141

SCSIカード

SCSIカード

LANカード

LANカード

LANカード

ATM-LANカード

クラスタキット2

クラスタキット3

GP5-125

GP5-123

(標準)

GP5-182

GP5-181

FMV-187

GP5S632

GP5S633

GP5-SM102

搭載可能な拡張カード

5

2 31 4 5

2 31 4

2 31

2 31

2 31

2 31

2 31

1

注意) ブートデバイスは、PCIスロット7に搭載した拡張カードに接続してください。

179



第 5章 内蔵オプションの取り付け

5.9.2 拡張カード共通の留意事項

ここでは、拡張カード共通の留意事項について説明します。この留意事項をお読みのうえ、各拡張
カード固有の留意事項を参照してください。

� 拡張カード固有の注意事項については、拡張カードに添付の取扱説明書、およびサーバ本体に添付
されている注意事項をよくお読みください。

� ISAカードは、取り付け前に設定します。

ISAカードを取り付ける場合、はじめに SSUを実行して、サーバ本体のシステム資源の使用状況を
確認後、カードの設定を行ってからカードをサーバ本体に搭載してください。

� IRQの共有を許さない PCIカードは、取り付け前に SSUを実行し、開いている IRQを確認します。

カードに添付の取扱説明書を参照して、カードに設定可能な IRQを設定してください。

� 拡張カードの増設に伴い、IRQが不足した場合、基本的に同種の拡張カード同士で IRQを共有させ
てください。

IRQを共有するときの注意については、後述する各カードの留意事項を参照してください。

� IRQが不足した場合、シリアルポートの IRQを流用することができます。

シリアルポートを使用していないときは、BIOSセットアップユーティリティで該当するポートを
「Disabled」にすることで、その IRQを流用することができます。
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5.9.3 取り付けの手順と注意

ここでは、拡張カードの取り付け手順と注意事項について説明します。

取り付けるときは、サーバ本体および周辺装置の電源を切り、電源ケーブルを
コンセントから取り外してください。

感電したり機器が故障する恐れがあります。

拡張カードは静電気の影響を受けやすいので、伝導パッドなどの上に置くか、
取り扱う直前まで梱包袋に入れておいてください。

1 システム資源を設定／確認します。

ISAカードと PCIカードを取り付ける場合は、あらかじめ SSUを実行して設定可能な IRQを設定
／確認してください。
（「4.6　システムセットアップユーティリティ（SSU）を使う」を参照）

2 電源を切り電源ケーブルをコンセントから取り外します。

3 フロントカバーを取り外します。

（「5.2　フロントカバーの取り外し」を参照）
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4 サイドカバーをシャーシから取り外します。

サイドカバーとシャーシを固定している 2個のネジを取り外します。
サイドカバーをリア側にスライドさせ、タブから取り外します。サイドカバーは、上部 3箇所と下
部 3箇所のタブでサーバ本体と固定されています。

5 CPUキャビネットをフロント側にスライドさせます。

I/Oパネルが取り外せる位置までスライドさせます。
（「5.3　 CPUキャビネットのスライド参照）
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6 I/Oユニットパネルを取り外します。

I/Oユニットパネルの 2箇所のネジをゆるめ、手前に開きます。

7 スロットカバーを取り外します。

ネジをはずし、スロットカバーを取り外します。
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8 拡張カードをコネクタにしっかりと取り付けます。

9 ネジで固定します。

手順 7で取り外したネジで拡張カードを固定します。
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10 I/Oユニットパネルを取り付け、CPUキャビネットを元に戻します。

11 サイドカバーを取り付けます。

12 フロントカバーを取り付けます。

13 電源ケーブルを取り付け電源を投入し、SSUで PCIの IRQを設定／確認します。

SSUについては、「4.6　システムセットアップユーティリティ（SSU）を使う」を参照してくだ
さい。

ポイント

� 取り外したスロットカバーは大切に保管しておいてください。

� 取り外しは、上記と逆の手順で行います。
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5.9.4 SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードの留意事項

ここでは、SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードに関する留意事項について説明します。な
お、拡張カード共通の留意事項については、「5.9.2　拡張カード共通の留意事項」を参照してください。
本サーバで使用できる SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードを以下に示します。

 
SCSIアレイコントローラカード

SCSIカード

GP5-141 内蔵・外付けのアレイシステム構築用

SCSIカード GP5-123 外付けディスクアレイ装置接続用、
UltraWide SCSI(Differential End対応)

型名品名 概要

GP5-125 外付け / 内蔵用、UltraWide SCSI(Single End対応)

■ SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードのスロット搭載条件

� システムとして使用できる SCSIカード/SCSIアレイコントローラカードは、合わせ
て最大 5枚です。カード単体としては、SCSIカードの GP5-125は最大 5枚、
GP5-123は最大 2枚、SCSIアレイコントローラカードの GP5-141は最大 4枚です。

■ SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードご使用時の注意事項

� SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードには、本サーバがサポートしている
SCSI装置を接続してください。

� OSをインストールする前に、SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードのコン
フィグレーションが終了しており、SCSIアレイコントローラカード配下のシステムド
ライブが初期化されていることが必要です。

� SCSIアレイコントローラカードの設定（Advanced Functions）については、「6.2　
SCSIアレイコントローラカード使用時の注意」を参照してください。

■ SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードの IRQについて

� SCSIアレイコントローラカードは、SCSIアレイコントローラカード同士で IRQを共
有できます。また、SCSIアレイコントローラカードは他の拡張カードと IRQを共有
することができません。

■ SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードを使用した接続形態

SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードを使用して、ハードディスクを増設するに
は、次の形態があります。個々に接続条件がありますので、各項目を参照してください。

（1）内蔵HDDベイを使用する形態

（2）ハードディスクキャビネットを使用し、システムを構築する形態

（3）ハードディスクキャビネットを使用し、アレイシステムを構築する形態

（4）外部ハードディスクキャビネットを追加し、大容量システムを構築する形態

（5）外部ハードディスクキャビネットを追加し、大容量アレイシステムを構築

する形態

（6）ラックマウントタイプで、大容量システムを構築する形態

（7）ラックマウントタイプで、大容量アレイシステムを構築する形態

（8） SCSI外部オプションを接続する形態
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5.9 拡張カードの取り付け

（1）内蔵 HDDベイを使用する形態

SCSIカードを使用し、CPUキャビネット内の SCSIオプションを接続して、
大容量システムを構築します。
システム構成とケーブル接続形態を以下に示します。

ベ
イ
6

ベ
イ
1

ベ
イ
2

ベ
イ
3

ベイ1

ベイ3

ベイ4

終端

SCSIケーブル50ピン(標準実装)

SCSIケーブル68ピン(標準実装)
SCSIカード�
(GP5-125)

SCSIコネクタ�
(68ピン)

ベ
イ
4

ベ
イ
5 ベイ2

I/Oベースボード
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

（2）ハードディスクキャビネットを使用し、システムを構築する形態

2枚の SCSIカードを使用し、CPUキャビネット内の SCSIオプションと、
ハードディスクキャビネットの SCSIオプションを接続して、大容量システ
ムを構築します。
ケーブル接続形態を以下に示します。
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5.9 拡張カードの取り付け

（3）ハードディスクキャビネットを使用し、アレイシステムを構築する形態

SCSIアレイコントローラカード (GP5-141)を使用し、CPUキャビネット内
の SCSIオプションと、ハードディスクキャビネットの SCSIオプションを接
続して、アレイシステムを構築します。
ケーブル接続形態を以下に示します。
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SCSIアレイコン�
トローラカード�
(GP5-141)

ch1ch0

I/Oベースボード
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

（4）ハードディスクキャビネットを追加し、大容量システムを構築する形態

SCSIカード (GP5-125)とハードディスクキャビネットを使用して、大容量
システムを構築します。
ケーブル接続形態を以下に示します。

本体�

GP5S-823
SCSIカード［GP5-125］�

SCSIカード［GP5-125］�
GP5S-823

本体�

GP5S-823

SCSIカード［GP5-125］�

SCSIカード［GP5-125］�
GP5S-823

[SCSIカード(GP5-125)2枚にハードディスクキャビネット(GP5S621)を2台接続する場合]

ハードディスクキャビネット［GP5S621］

増設シェルフ［GP5S621S］

基本シェルフ

GP5S-831

ハードディスクキャビネット［GP5S621］

増設シェルフ［GP5S621S］

基本シェルフ

GP5S-831

ハードディスクキャビネット［GP5S621］

増設シェルフ［GP5S621S］

基本シェルフ

[SCSIカード(GP5-125)2枚にハードディスクキャビネット(GP5S621)を1台接続する場合]

PCIスロット�

PCIスロット�

PCIスロット�

PCIスロット�

� 本サーバでサポートできるハードディスクキャビネットは最大 2台です。
SCSIカード 1枚では、ハードディスクキャビネットを 1台しかサポート
できません。

� ハードディスクキャビネット (GP5S621)を接続する場合は、ハードディ
スクキャビネットに添付の取扱説明書を参照してください。
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5.9 拡張カードの取り付け

（5）ハードディスクキャビネットを追加し、大容量アレイシステムを構築する形態

SCSIアレイコントローラカード (GP5-141)とハードディスクキャビネット
を使用して、大容量システムを構築します。
ケーブル接続形態を以下に示します。

本体

GP5S-829SCSIアレイコントローラカード
［GP5-141］

GP5S-829
PCIスロット

ハードディスクキャビネット［GP5S621］

増設シェルフ［GP5S621S］

基本シェルフ

GP5S-831

ハードディスクキャビネット［GP5S621］

増設シェルフ［GP5S621S］

基本シェルフ

GP5S-831

[SCSIアレイコントローラカード(GP5-141)にハードディスクキャビネット(GP5S621)を2台接続する場合]

� 本体でサポートできるのは、ハードディスクキャビネット最大 2台です。

� 2台のハードディスクキャビネットに同一の SCSIアレイコントローラ
カードから接続します。

� ハードディスクキャビネット (GP5S621)を接続する場合は、ハードディ
スクキャビネットに添付の取扱説明書を参照してください。
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

（6）ラックマウントタイプで、大容量システムを構築する形態

SCSIカード (GP5-125)とハードディスクキャビネットを使用して、大容量
システムを構築します。
ケーブル接続形態を以下に示します。

[SCSIカードを使ってハードディスクキャビネット(GP5-R1DC2)を2台接続する場合]

19インチラック�

CPUキャビネット�

SCSIカード［GP5-125］

ハードディスクキャビネット［GP5-R1DC2］

ハードディスクキャビネット［GP5-R1DC2］

SCSIカード［GP5-125］

SCSIカード［GP5-125］

内蔵HDDベイ�

別売：GP5S-823

標準実装�

RCIコネクタ� RCI分岐コネクタ（サーバ本体添付）�

RCIケーブル（ハードディスクキャビネット添付）�

RCI終端抵抗（サーバ本体添付）�

RCIケーブル（ハードディスクキャビネット添付）�

RCI分岐コネクタ（ハードディスクキャビネット添付）�

RCI終端抵抗（サーバ本体添付）�

RCI分岐コネクタ（ハードディスクキャビネット添付）�

� SCSIカード 1枚では、ハードディスクキャビネットを 1台しかサポート
できません。

� ハードディスクキャビネット (GP5-R1DC2)を接続する場合は、ハード
ディスクキャビネットに添付の取扱説明書を参照してください。
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5.9 拡張カードの取り付け

（7）ラックマウントタイプで、大容量アレイシステムを構築する形態

SCSIアレイコントローラカード (GP5-141)とハードディスクキャビネット
を使用して、大容量システムを構築します。
ケーブル接続形態を以下に示します。

ハードディスクキャビネット［GP5-R1DC2］

ハードディスクキャビネット［GP5-R1DC2］

ハードディスクキャビネット［GP5-R1DC2］

[SCSIアレイコントローラカードを使ってハードディスクキャビネット(GP5-R1DC2)を3台接続する場合]

19インチラック�

CPUキャビネット�

SCSIアレイコントローラカード�
［GP5-141］

内蔵HDDベイ�

別売：GP5S-830

標準実装�

SCSIアレイコントローラカード�
［GP5-141］

ch1ch0

ch1

ch0

RCIコネクタ� RCI分岐コネクタ（サーバ本体添付）�

RCIケーブル（ハードディスクキャビネット添付）�

RCI終端抵抗（サーバ本体添付）�

RCIケーブル（ハードディスクキャビネット添付）�

RCI分岐コネクタ（ハードディスクキャビネット添付）�

RCI終端抵抗（サーバ本体添付）�

RCI分岐コネクタ（ハードディスクキャビネット添付）�

RCIケーブル（ハードディスクキャビネット添付）�

RCI分岐コネクタ（ハードディスクキャビネット添付）�

� 1枚の SCSIアレイコントローラカード (GP5-141)には、ハードディス
クキャビネット (GP5-R1DC2)を 2台まで接続できます。

� ハードディスクキャビネット (GP5-R1DC2)を接続する場合に限り、
SCSIアレイコントローラカード (GP5-141)は外付け用 3枚、内蔵用 1
枚まで搭載することができます。

� ハードディスクキャビネット (GP5-R1DC2)を接続する場合は、ハード
ディスクキャビネットに添付の取扱説明書を参照してください。
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

（8）SCSI外部オプションを接続する形態

外部 SCSIオプションは、SCSI IDを重複しないように設定し、以下の図の
ように数珠つなぎに接続します。
外部 SCSIオプションは、最大 4台まで接続することができます。

SCSIカード（GP5-125）�

SCSIケーブル（GP5-832またはGP5-833）�

SCSIケーブル�
（外部SCSIオプション添付品�
　またはFMB-CBL831）�

終端抵抗（FMV-692またはFMV-695）�

＜外部SCSIオプション＞�

＜サーバ本体＞�

� サーバ本体に取り付けた SCSIカードと 1台目の外部 SCSIオプションは
SCSIケーブル（GP5-832または GP5-833）で接続します。2台目以降
は、外部 SCSIオプションに添付の SCSIケーブルで接続します。末端に
接続する外部 SCSIオプションには終端抵抗（FMV-692または
FMV-695）を取り付けます。
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5.9 拡張カードの取り付け

5.9.5 LANカード／標準搭載 LANカードの留意事項

ここでは、LANカード／ LANカードに関する留意事項について説明します。なお、拡張カード共通
の留意事項については、「5.9.2　拡張カード共通の留意事項」を参照してください。
本サーバで使用できる LANカードを以下に示します。

品名

 

概要

LANカード(100BASE-TX)

LANカード(10BASE-5/2/T)

GP5-182

GP5-181 10BASE-5/2/T用

100BASE-TX用

ATM-LANカード FMV-187 ATM方式LAN接続用

型名

LANカード(100BASE-TX) (標準搭載) 100BASE-TX用

クラスタキット2(Server Net) GP5S632

クラスタキット3(Server Net) GP5S632

■ LANカード／標準搭載 LANカードご使用時の注意事項

� LANカード（GP5-181/GP5-182）／標準搭載 LANカード用の LANドライバは、
サーバ本体添付の LANドライバフロッピィディスクを使用してください。
LANカード（GP5-181/GP5-182）に添付されている LANドライバを使用しないで
ください。本サーバが正しく動作しません。

■ LANカード／標準搭載 LANカードの IRQについて

LANカード／標準搭載 LANカードの IRQを共有するときは、ご使用になる OSごとに
注意事項があります。

� Windows NT Server 4.0の場合

－ LANカード (GP5-181/GP5-182)と標準搭載 LANカードは、IRQを共有してく
ださい。

－ ATM-LANカード (FMV-187)は、他の拡張カードおよび装置と IRQを共有でき
ません。

� IntranetWare（複数 CPU構成）の場合

－ LANカード (GP5-181/GP5-182)は、他の拡張カードおよび装置と IRQを共有で
きません。

－ LANカード (GP5-181/GP5-182)は、IRQレベル 7および 15を使用しないでく
ださい。

－ ATM-LANカード (FMV-187)は、他の拡張カードおよび装置と IRQを共有でき
ません。

� IntranetWare（1CPU構成）の場合

－ LANカード (GP5-181/GP5-182)／標準搭載 LANカードは、他の拡張カードお
よび装置と IRQを共有できません。

－ LANカード (GP5-181/GP5-182)は、標準搭載 LANカードと IRQを共有できま
せん。

－ ATM-LANカード (FMV-187)は、他の拡張カードおよび装置と IRQを共有でき
ません。
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

5.9.6 RS-232Cカード

本サーバで使用できる RS-232Cカードを以下に示します。なお、拡張カード共通の留意事項について
は、「5.9.2　拡張カード共通の留意事項」を参照してください。

品名 型名 概要

RS-232Cカード ISAバスFMV-165

RS-232Cカードご使用時の注意事項を以下に示します。

� RS-232Cカード（FMV-165）の外部接続用コネクタは形状が大きく装着しにくいため、次のように
して取り付けてください。

1 本体にカードを取り付けます（ネジはしめません）。

2 ケーブルを取り付けます。

3 ネジをしめます。
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5.9 拡張カードの取り付け

5.9.7 ISDNカード

本サーバで使用できる ISDNカードを以下に示します。なお、拡張カード共通の留意事項について
は、「5.9.2　拡張カード共通の留意事項」を参照してください。

品名 型名 概要

ISDNカード ISAバスFMV-166
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

5.9.8 FAXモデムカード

本サーバで使用できる FAXモデムカードを以下に示します。

品名 型名 概要

FAXモデムカード ISAバスFMV-FX531

FAXモデムカードは搭載前に以下の事前準備が必要です。
FAXモデムカード搭載時の注意事項を以下に示します。

� 本サーバに添付の FAXモデムカード用 CFGファイルフロッピィディスクの CFGファイルを、本
サーバ添付のセットアップディスク#1に登録してください。

� FAXモデムカードの基板上のジャンパピンでシステム資源を変更する場合は、以下のことに注意し
てください。設定内容の詳細については、FAXモデムカードに添付の取扱説明書を参照してくだ
さい。

－ 設定モードは、必ず「ジャンパピン設定モード」にしてください。
ジャンパピン設定モード以外では、システム資源の競合が発生する場合があり、サーバ本体が
正常に動作しなくなります。

－ COMポートの設定および IRQの設定は、FAXモデムカードの S1ピンで設定します。SSUで
設定した値と同じになるように設定します。

－ FAXモデムカードに添付の取扱説明書には、IRQ3および IRQ4の設定が記述されていますが、
本サーバでは IRQ5および IRQ7を設定することもできます。他のシステム資源と競合しないよ
うに設定してください。ジャンパピンとシステム資源の関係は、次のとおりです。

項目 設定内容

IRQ3 5ピンをショート

IRQ4 3ピンをショート

IRQ5 7ピンをショート

IRQ7 8ピンをショート

COMポート1 2ピンおよび4ピンをショート

COMポート2

COMポート3

COMポート4

2ピンおよび6ピンをショート

1ピンおよび4ピンをショート

1ピンおよび6ピンをショート
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5.9 拡張カードの取り付け

5.9.9 サーバモニタモジュール

ここでは、サーバモニタモジュールに関する留意事項について説明します。なお、拡張カード共通の
留意事項については、「5.9.2　拡張カード共通の留意事項」を参照してください。

� サーバモニタモジュールの ACアダプタは、サーバモニタモジュールを本
サーバに搭載し、サーバ本体のカバーを閉めるまで接続しないでください。
サーバモニタモジュールの故障や火災・感電の原因となります。

� サーバモニタモジュールの交換、スロット位置の変更、またはその他の
サーバ本体のオプション装置の増設などを実施する場合は、作業を開始す
る前に、必ず本サーバの電源を切り、サーバモニタモジュールの ACアダ
プタの電源ケーブルをコンセントから取り外してください。サーバモニタ
モジュールの故障や火災・感電の原因となります。

本サーバで使用できるサーバモニタモジュールを以下に示します。

品名 型名 概要

サーバモニタモジュール PCIバスGP5-SM102

サーバの動作状況の監視機能や異常発生時の通知機能等を
実現するためのカード

サーバモニタモジュール取り付け時の注意事項を以下に示します。

■サーバモニタモジュール搭載前に

� SSUを実行します。

� サーバモニタモジュール（GP5-SM102）は、他のシステム資源と IRQを共有できま
せん。
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第 5章 内蔵オプションの取り付け

■サーバモニタモジュール搭載時の注意

サーバモニタモジュールの第 2温度（リモート）センサケーブルの取り付け、および拡張
機能用ケーブルの接続について説明します。

� 第 2温度センサケーブル
サーバモニタモジュールに添付されている第 2温度センサケーブルと、第 2温度セン
サケーブル押さえを以下の図に示す位置で固定してください。

温度センサ部�

第2温度センサケーブル押さえ�

第2温度センサケーブル�

CPUキャビネット上部のカバーは、固定している 4個のネジをゆるめて取り外します。

� サーバモニタモジュール拡張機能用ケーブルの取り付け位置
サーバモニタモジュール拡張機能用ケーブルを、以下の図に示す拡張機能用コネクタ
に接続します。

拡張機能用コネクタ�

[I/Oベースボード上の拡張機能用コネクタ]
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5.10 電源ユニットの取り付け／取り外し

5.10 電源ユニットの取り付け／取り外し

本サーバは、電源ユニットを CPUキャビネット側には標準で 3台搭載しており、最大 4台まで搭載
することができます。
ハードディスクキャビネット側には標準で 1台搭載しており、最大 2台まで搭載することができます。
電源ユニットを 1台追加することによって、冗長電源機能が有効となります。
ここでは、電源ユニット増設時の留意事項、取り付け／取り外し手順、および交換手順について説明

します。
電源ユニットの取り付け、取り外しを行うときは、サーバ本体および周辺装置の電源を切り、電源

ケーブルをコンセントから取り外しておいてください。ただし、冗長電源機能がサポートされている状
態で故障電源を交換する場合は、電源が入っていても交換可能です。

ポイント

故障した電源ユニットは、できるだけ早い機会に交換してください。

5.10.1 電源ユニット増設時の留意事項

ここでは、電源ユニットを増設するときの留意事項について説明します。

� コンセントの増設
各電源ユニットには、ACケーブルを接続する必要があります。そのため、電源ユニットを増設す
るときは、台数分のコンセントが必要です。
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5.10.2 電源ユニットの取り付け／取り外し

ここでは、電源ユニットの取り付け／取り外し手順について説明します。
電源ユニットの取り付け／取り外し手順は、CPUキャビネット側およびハードディスクキャビネット

側で異なります。

� 取り付ける電源ユニットの電源ユニットスイッチがOFFになっていること
を確認してください。

� 電源ユニットの取り付け時は、電源ユニット裏面のコネクタピンが破損ま
たは曲がっていないことを必ず確認してください。

■ CPUキャビネット側の取り付け手順

1 フロントカバーを取り外します。

（「5.2　フロントカバーの取り外し」を参照）

2 電源ユニットスロットのカバーを取り外します。

電源ユニットスロットのカバーを手で押さえたまま、2箇所の止めネジを外し、カ
バーを取り外します。取り外したネジはなくさないように、ご注意ください。
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3 電源ユニットを取り付けます。

電源ユニットを両手で持ち、電源ユニットスロットに対しまっすぐに差し込み、静か
にスライドさせます。

4 ネジを閉めます。

電源ユニット端面とサーバ本体背面とに隙間がなく、しっかりと挿入されたことを確
認した後、電源ユニットに付いているネジで電源ユニットを固定します。

5 サーバ本体背面側から電源ケーブルを接続します。
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6 電源ユニットスイッチを ONにします。

電源ユニットスイッチカバーを上側にスライドさせ、電源ユニットスイッチを ONに
します。

電源ユニットスイッチカバー�

ON

■ CPUキャビネット側の取り外し手順

1 取り外す電源ユニットの電源スイッチを OFFにします。

2 上記の「■取り付け手順」の 2～4の逆の手順で取り外します。
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■ハードディスクキャビネット側の取り付け手順

1 電源ユニットスロットのカバーを取り外します。

電源ユニットスロットのカバーを手で押さえたまま、2箇所の止めネジを外し、カ
バーを取り外します。取り外したネジはなくさないように、ご注意ください。

2 電源ユニットを取り付けます。

電源ユニットを両手で持ち、電源ユニットスロットに対しまっすぐに差し込み、静か
にスライドさせます。
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3 ネジを閉めます。

電源ユニット端面とサーバ本体背面とに隙間がなく、しっかりと挿入されたことを確
認した後、電源ユニットに付いているネジで電源ユニットを固定します。

4 電源ケーブルを接続します。

5 電源ユニットスイッチを ONにします。

電源ユニットスイッチカバーを上側にスライドさせ、電源ユニットスイッチを ONに
します。

電源ユニットスイッチカバー�

ON

■ハードディスクキャビネット側の取り外し手順

1 取り外す電源ユニットの電源スイッチを OFFにします。

2 上記の「■取り付け手順」の 1～3の逆の手順で取り外します。
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5.10.3 冗長機能運用時の電源ユニットの交換

システム電源の冗長機能が有効となっているときに 1台の電源ユニットが故障した場合には、本体装
置の電源を切断せずに、故障した電源ユニットの交換が可能です。
電源ユニットの取り外し後、新しい電源ユニットは必ず取り付けてください。

1 故障電源ユニットの電源ユニットスイッチを OFFにします。

2 故障電源ユニットを前述した取り外しの手順に従って、取り外します。

3 新しい電源ユニットを取り付けます。

4 交換した電源ユニットの電源ユニットスイッチを ONにします。
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5.11 システムファンの交換

本サーバでは、システムファンの冗長機能をサポートしており、万一、どれか 1つのシステムファン
が故障しても、システムダウンを防止できます。
システムファンが故障したら、サーバ本体前面のファン故障ランプが点灯します。
ファン故障ランプが点灯したら、システムファンの交換が必要です。担当保守員に連絡してください。

ポイント

故障したシステムファンは、できるだけ早い機会に交換してください。
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6
第 6章 ソフトウェアのインス

トール

本サーバは、以下の OSをインストールすることができます。

� WindowsNT Server 4.0

WindowsNT Server 4.0と表記してある部分は、特に断りのない限り、WindowsNT Server 4.0,
Enterprise Editionを含みます。

� IntranetWare

また、本サーバは、OSのインストール後、「Intel LANDesk
R Server Manager（以降 LDSM）」の
インストールが必須です。
なお、OSインストールタイプのセットアップについては、「設定の手引き」を参照してください。
この章では、各 OSのインストール方法および LDSMのインストール方法について説明します。

CONTENTS
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6.1 OSインストール時の注意

本サーバには、以下の OSをインストールすることができます。

� WindowsNT Server 4.0

� IntranetWare

本サーバで、標準搭載の LANカードやオンボード SCSI、および拡張カードを使用する場合には、そ
れぞれ以下に示すドライバをインストールしてご使用ください。

SCSIアレイコントローラカードに
添付のドライバ

WindowsNT Server 4.0OS

LANカード
(GP5-181/GP5-182)

標準I/O

LAN

IntranetWare

CD-ROM

標準搭載のLANカード

グラフィックコントローラ

SCSI
オンボードSCSI

SCSIカード(GP5-125)

SCSIアレイコントローラ
カード(GP5-141)

拡張
LAN/SCSIカード以外の
拡張カード

本サーバ添付のディスプレイドライバ
(セットアップディスク#7)

-
(OS標準提供ドライバ)

-
(OS標準提供ドライバ)

本サーバ添付のLANドライバ 本サーバ添付のLANドライバ

本サーバ添付のLANドライバ 本サーバ添付のLANドライバ

本サーバ添付のSCSIドライバ
(セットアップディスク#6)

本サーバ添付のSCSIドライバ
(セットアップディスク#6)

本サーバに添付のドライバ 本サーバに添付のドライバ

SCSIアレイコントローラカードに
添付のドライバ

カード添付のドライバ カード添付のドライバ

本サーバ添付のSCSIドライバ
(セットアップディスク#6)

ATM-LANカード(FMV-187) LANカードに添付のドライバ LANカードに添付のドライバ

本サーバに添付して提供されるドライバのインストール方法については、各 OSのインストール方法
の手順の中で説明していますので参照してください。
拡張カードに添付されるドライバを使用する場合には、拡張カードに添付される取扱説明書またはオ

ンラインマニュアルを必ずお読みください。
本サーバに添付の LANドライバの使用方法および使用時の注意については、「6.6　 LANドライバ

について」を参照してください。

210



6.2 SCSIアレイコントローラカード使用時の注意

6.2 SCSIアレイコントローラカード使用時の注意

SCSIアレイコントローラカード使用時の OSのインストールの方法は、以下のとおりです。

■インストールの前に

� SCSIアレイコントローラカードの接続確認
OSをインストールする前に、SCSIアレイコントローラカードのコンフィグレーショ
ンが終了しており、SCSIアレイコントローラカードの配下のハードディスクユニット
の初期化が終了していることが必要です。

� SCSIアレイコントローラカードの設定（Advanced Functions）確認
SCSIアレイコントローラカード（GP5-141）の取扱説明書の説明に従い、起動ディス
クを作成します。Advanced Functionsを確認するには、作成した起動ディスクを用
いて起動します。
次に以下のコマンドを入力し、DACCFユーティリティを起動します。

　 A:=Y>CD　 DACCFG[Enter]
　 A:=YDACCFG>DACCF[Enter]

以上の操作で、DACCFユーティリティが起動します。Main Menuから「09
Advanced Functions」を選択し、さらに「Hardware Parameters, Physical
Parameters, SCSI Xfr Parameters,Startup Parameters」を選択することで確認するこ
とができます。
以下のとおりであることを確認してください。

オプション設定項目 本体内蔵ハードディスクを接続するときの設定
(ハードディスクキャビネット(GP5-R1DC2)を含む)

・Hardware parameters

Automatic Rebuild Management

Strageworks Fault Mgmt(TM).

Disabled

Disabled

・Physical Parameters

50Rebuild/Add Capacity rate

Segment size (Kbytes) 8

・SCSI Xfr Parameters (Channel 0)

20MHzData Transfer rate(MHz)

Command tagging

SCSI data bus width 16

・Startup Parameters

AutomaticSpin up option

Number of devices per spin

Delay(seconds)

2

6

Sprite size (Kbytes) 64

Enabled

・SCSI Xfr Parameters (Channel1)

20MHzData Transfer rate(MHz)

Command tagging

SCSI data bus width 16

Enabled
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第 6章 ソフトウェアのインストール

6.3 WindowsNT Serverのインストール

WindowsNT Server 4.0のインストール方法および注意事項、システム修復について説明します。
なお、OSインストールタイプをご購入の方は、添付の「設定の手引き」を参照してください。

6.3.1 インストールの前に

WindowsNT Server 4.0をインストールする前に、以下のことを確認します。

� 再起動時の注意
インストールの途中で、セットアッププログラムが再起動するようにメッセージを表示します。こ
の場合、1分ほど待ってハードディスクのアクセスランプが点灯していないのを確認してから、再
起動してください。

� 拡張カード搭載時の注意
拡張カードを使用する場合には、各種拡張カードの留意事項を必ずご覧ください。LANカード (標
準搭載の LANカードを含む)をご使用の場合は、サーバ本体添付の LANドライバを使用してくだ
さい。また、SCSIアレイコントローラカードを使用する場合は、「6.2　 SCSIアレイコントローラ
カード使用時の注意」の「■インストールの前に」を参照してください。

� ブート OSのインストール先
ブート OSは、必ず内蔵ハードディスクユニットにインストールしてください。

� SCSIオプション装置搭載時の注意
SCSIオプション装置（ハードディスクキャビネット、光磁気ディスクユニットなど）を搭載する場
合には、Windows NT Server 4.0のインストールが終了してから接続を行ってください。
詳細は、「6.3.5　 SCSIオプション装置搭載時の注意事項」を参照してください。

� インストール時の注意
インストール時には、最初から CD-ROMを入れないでください。フロッピィディスクから起動し
た後で CD-ROMをセットしてください。

6.3.2 インストールに必要なソフトウェア

WindowsNT Serverをインストールするには、次のソフトウェアが必要です。
これらのものがそろっているか、作業を始める前に確認してください。

用途ソフトウェア媒体名称

Windows NT Server 4.0
(セットアップディスク & CD-ROM)

サーバ本体添付のセットアップディスク#6 SCSIドライバディスク

サーバ本体添付のLANドライバディスク 標準搭載のLANカード用ドライバディスク

OS

サーバ本体添付のセットアップディスク#7 ディスプレイドライバディスク

Windows NT Service Packまたは
Windows NT 4.0 Option Pack

OS

SCSIアレイコントローラカードソフト
ウェアキット
(SCSIアレイコントローラカード使用時)

SCSIアレイコントローラカードドライバディスク

サーバ本体添付のSCSIドライバディスク SCSIドライバディスク (GP5-125用)
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6.3.3 WindowsNT Server 4.0のインストール

ここでは、WindowsNT Server 4.0を初めてサーバにインストールする方法について説明します。
なお、SCSIアレイコントローラカード使用時は、「6.3.4　WindowsNT Server 4.0のインストール

(SCSIアレイコントローラカード使用時)」を参照してください。

■インストール時の留意事項

� インストールを開始する前に、WindowsNT Server 4.0に添付の「WindowsNT
Serverファーストステップガイド」をご一読ください。

� 複数のハードディスクユニットを接続している場合
サーバ本体の SCSIカードに複数のハードディスクユニットを接続し、WindowsNT
Server 4.0をインストールする際に、ハードディスクユニットの容量が正しく表示さ
れず、希望する区画（パーティション）を作成することができない場合があります。
この場合には、サーバ本体添付のセットアップディスク#4を使用しWindowsNT
Server 4.0を組み込むハードディスクユニットにあらかじめ 8MBの区画を作成しま
す。その後WindowsNT Server 4.0のインストールで区画設定を行うときに、サーバ
本体添付のセットアップディスク#4で作成した区画を削除し、新たに区画を作成し直
します。

■インストール手順

以下に、WindowsNT Server 4.0をインストールする手順について説明します。
以下の説明では、サーバ本体の SCSIカード配下にWindowsNT Server 4.0をインストー
ルするハードディスクユニットが接続されている装置を対象にしています。

1 電源投入前にWindowsNT Server 4.0のセットアップディスク#１を準備します。

WindowsNT Server 4.0のセットアップディスク#１をフロッピィディスクドライブに
セットし、サーバの電源を入れます。

2 WindowsNT Serverセットアップ初期画面が表示されます。

セットアップ初期画面の指示に従って、セットアップディスクの交換を行います。

3 WindowsNT Serverセットアップ画面が表示されます。

4 SCSIコントローラを手動で選択します。

セットアップ画面の指示に従って、ディスクコントローラの組み込み画面に移行しま
す。「大容量記憶装置の検出を省略して…」を選択するので、ここで、[S]キーを押し、
検出のスキップを行います。
続いて、「WindowsNTで使用する SCSIアダプタ、CD-ROMドライブ、特殊なディ
スクコントローラ…」を選択するので、ここで、[S]キーを押し、追加デバイスの指定
を行います。
リスト内の「その他（ハードウェアメーカー提供のディスクが必要）」を選択します。
サーバ本体添付のセットアップディスク#6をフロッピィディスクドライブにセット
し、[Enter]キーを押します。
リストに「Adaptec AHA-290x/291x/294x/394x/4944 or AIC-78xx PCI SCSI
Controller (NT 4.0)」が表示されるので、カーソルを合わせ [Enter]キーを押します。
「セットアップは、コンピュータに次の大容量記憶装置を検出しました：」の画面に
おいて

　 Adaptec AHA-290x/291x/294x/394x/4944 or
　　　　 AIC-78xx PCI SCSI Controller (NT 4.0)

が表示されていることを確認します。
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5 選択したコントローラが表示されます。

「セットアップは、コンピュータに次の大容量記憶装置を検出しました：」の画面に
おいて

　 Adaptec AHA-290x/291x/294x/394x/4944 or
　　　　 AIC-78xx PCI SCSI Controller (NT 4.0)

が表示されていることを確認し、[Enter]キーを押します。

6 セットアッププログラムの指示に従って、インストール作業を続行します。

7 コンピュータの構成一覧が表示されます。

　コンピュータ　　　　　：MPS Uniprocessor PC (1CPUの場合)
　　　　　　　　　　　　　 MPS Multiprocessor PC (2CPU以上の場合)
　ディスプレイ　　　　　：自動検出
　キーボード　　　　　　：106日本語キーボード
　キーボードレイアウト　：日本語（MS-IME97）
　ポインティングデバイス：Logitechマウスポートマウス

「上記の一覧は使用中のコンピュータと一致します。」を選択し、[Enter]キーを押し
ます。
メッセージに従ってインストールを続行します。

8 Windows NTをインストールするハードディスクユニットのパーティションを選択す
る画面が表示されます。メッセージに従って、パーティションを作成し、インストー
ルを続行してください。

9 SCSIドライバのフロッピィディスクを要求する画面が表示されます。

　次のラベルのついたディスクをドライブ A:に挿入してください
　　　　Adaptec 7800 Family Manager Set v2.11 for Windows NT 4.0

が表示されたら、サーバ本体添付のセットアップディスク#6をフロッピィディスクド
ライブにセットして [Enter]キーを押してください。

10 以降、セットアッププログラムおよび「Windows NT Serverファーストステップガイ
ド」の指示に従って、WindowsNT Server 4.0のインストールを続行します。

11 標準搭載の LANカードの LANドライバをインストールします。

[ネットワークアダプタカードの検出]ダイアログボックスが表示されたら、サーバ本
体添付の LANドライバディスクを使って、LANドライバをインストールします。詳
細は、「6.6.1　WindowsNT Server対応 LANドライバ」を参照してください。

12 インストール終了後、WindowsNT Service Packを適用します。

WindowsNT Service PackまたはWindowsNT 4.0 Option Packの CD-ROMから
Service Packを適用します。詳細については、画面の説明を参照してください。

ポイント

� Service Packの適用時に、ドライバを置き換えないように注意してく
ださい。
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13 再起動後、ディスプレイドライバをインストールします。

コントロールパネルの [画面]をダブルクリックします。
「画面のプロパティ」の [ディスプレイの設定]でディスプレイドライバの変更を行い
ます。
サーバ本体添付のセットアップディスク#7から「Cirrus Logic CL-GD54xx Graphics
Adapter」を選択します。

14 運用に入る前に「システム修復ディスク」を作成することをお勧めします。

作成方法は、後述の「■システム修復ディスクについて」を参照してください。

ポイント

� システムのコンポーネントを変更したり、追加した場合、そのたびに
インストール手順 12および 13を行ってください。

■システム修復ディスクについて

WindowsNTのセットアップ後、またはシステム構成の変更後に、「システム修復ディス
ク」を作成してください。万一、WindowsNTシステムファイル、システム構成、および
スタートアップ時の環境変更などが損傷を受けた場合は、修復ディスク上に保存した修復
情報を使ってこれらを再構築できます。

●修復ディスクの作成方法

[用意するもの]

� 2HDのブランクフロッピィディスク　 1枚

1 フロッピィディスクに「Windows NTシステム修復ディスク」というラ
ベルを貼り、フロッピーディスクドライブにセットします。

2 [スタート ]をクリックします。

[スタート] メニューが表示されます。

3 [ファイルを指定して実行]をクリックします。

4 「名前」ボックスに「rdisk」と入力し、[OK]をクリックします。

「修復ディスクユーティリティ」ダイアログボックスが表示されます。

5 [修復情報の更新]をクリックします。

6 画面に従って続行します。

7 「修復ディスクユーティリティ」ダイアログボックスが表示されたら、
[終了]をクリックします。
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●システムの修復方法

[用意するもの]

� Windows NT Server 4.0 Disc1

� Windows NTセットアップディスク 3枚

� WindowsNTシステム修復ディスク（上記で作成した
もの）

� Windows NT Serverファーストステップガイド

1 「Windows NT Serverファーストステップガイド」に従って、
WindowsNTのセットアップを開始します。

2 WindowsNT Serverセットアップの「セットアップへようこそ」の画面
で、「R」キーを押して修復を選択します。

セットアップ画面のメッセージに従って、システムを修復します。

ポイント

� システムの修正を行うと、情報によっては新規インストール状態に戻っ
てしまう場合があります。システムの修復後、再設定する必要があり
ます。

� システムファイル、システム情報の損傷が大きい場合は、WindowsNT
4.0の再インストールが必要になる場合があります。そのときは
「WindowsNT Server 4.0のインストール手順」に従って再インストー
ルしてください。

� ファイルの修復中に、「セットアップがWindows NTのインストール時
にコピーしたオリジナルのファイルではありません」というメッセージ
が表示されます。その場合、[Enter]キー、もしくは [A]キーを押して非
オリジナルファイルを修復し、システムの修復が完了したあとに、
「Windows NT Server 4.0のインストール手順」を参照して、サーバ本
体添付のドライバや、WindowsNT Service Packなどを再インストール
してください。
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6.3.4 WindowsNT Server 4.0のインストール（SCSIアレイコントローラ
カード使用時）

ここでは、SCSIアレイコントローラを搭載した場合に、WindowsNT Server 4.0を初めてサーバにイ
ンストールする方法について説明します。

■インストール時の注意事項

� 内蔵光磁気ディスクユニットを搭載する場合には、WindowsNT Serverのインストー
ルが終了してから行ってください。
詳細は、「6.3.5　 SCSIオプション装置搭載時の注意事項」を参照してください。

� インストールを開始する前に、WindowsNT Server 4.0に添付の「WindowsNT
Serverファーストステップガイド」をご一読ください。

■インストール手順

以下に、WindowsNT Server 4.0をインストールする手順について説明します。
以下の説明では、サーバ本体に実装の SCSIアレイコントローラカード配下に
WindowsNT Server 4.0をインストールするハードディスクが接続されている装置を対象
にしています。

1 電源投入前に、WindowsNT Server 4.0のセットアップディスク#1を準備します。

WindowsNT Server 4.0のセットアップディスクをフロッピィディスクドライブに
セットし、サーバの電源を入れます。

2 WindowsNT Serverセットアップの初期画面が表示されます。

セットアップの初期画面の指示に従って、セットアップディスクの交換を行います。

3 WindowsNT Serverのセットアップ画面が表示されます。

4 SCSIアレイコントローラを手動で選択します。

セットアップ画面の指示に従って、ディスクコントローラの組み込み画面に移行しま
す。「大容量記憶装置の検出を省略して…」を選択するので、ここで、[S]キーを押し、
検出のスキップを行います。
続いて、「WindowsNTで使用する SCSIアダプタ、CD-ROMドライブ、特殊なディ
スクコントローラ…」を選択するので、ここで、[S]キーを押し、追加デバイスの指定
を行います。
リスト内の「その他（ハードウェアメーカー提供のディスクが必要）」を選択します。
SCSIアレイコントローラカードソフトウェアキットをフロッピィディスクドライバに
セットし、[Enter]キーを押します。
リストに「DAC960 NT SCSI Driver」が表示されるので、カーソルを合わせ [Enter]
キーを押します。
「セットアップは、コンピュータの次の大容量記憶装置を検出しました：」の画面に
おいて

　 DAC960 NT SCSI Driver

が表示されます。

5 SCSIコントローラを手動で選択します。

[S]キーを押して、続けてリスト内の「その他（ハードウェアメーカー提供のディスク
が必要）」を選択します。サーバ本体添付のセットアップディスク#6をフロッピィ
ディスクドライブにセットし、[Enter]キーを押します。
リストに「Adaptec AHA-290x/291x/294x/394x/4966 or AIC-78xx PCI SCSI
Controller (NT 4.0)」が表示されるので、カーソルを合わせ [Enter]キーを押します。
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6 選択したコントローラが表示されます。

「セットアップは、コンピュータに次の大容量記憶装置を検出しました：」の画面に
おいて

　 DAC960 NT SCSI Driver
　 Adaptec AHA-290x/291x/294x/394x/4966 or
　　　　 AIC-78xx PCI SCSI Controller (NT 4.0)

が表示されていることを確認し、[Enter]キーを押します。

7 セットアッププログラムの指示に従って、インストール作業を続行します。

8 コンピュータの構成一覧が表示されます。

　コンピュータ　　　　　：MPS Uniprocessor PC (1CPUの場合)
　　　　　　　　　　　　　 MPS Multiprocessor PC (2CPU以上の場合)
　ディスプレイ　　　　　：自動検出
　キーボード　　　　　　：106日本語キーボード
　キーボードレイアウト　：日本語（MS-IME97）
　ポインティングデバイス：Logitechマウスポートマウス

「上記の一覧は使用中のコンピュータと一致します」を選択し、[Enter]キーを押し
ます。
メッセージに従って、インストールを続行します。

9 WindowsNTをインストールするハードディスクユニットのパーティションを選択す
る画面が表示されます。メッセージに従って、パーティションを作成し、インストー
ルを続行してください。

10 SCSIアレイコントローラカードドライバのフロッピィディスクを要求する画面が表
示されます。

次のラベルのついたディスクをドライブ A：に挿入してください。

　 DAC960 Software Kit Version 1.06

が表示されたら、SCSIアレイコントローラカードソフトウェアキットをフロッピィ
ディスクドライブにセットして、[Enter]キーを押してください。

11 SCSIドライバのフロッピィディスクを要求する画面が表示されます。

　次のラベルのついたディスクをドライブ A:に挿入してください
　　　　Adaptec 7800 Family Manager Set v2.11 for WindowsNT 4.0

が表示されたら、サーバ本体添付のセットアップディスク#6をフロッピィディスクド
ライブにセットして [Enter]キーを押してください。

12 以降、セットアッププログラムおよび「WindowsNT Serverファーストステップガイ
ド」の指示に従って、WindowsNT Server 4.0のインストールを続行します。

13 標準搭載の LANカードの LANドライバをインストールします。

[ネットワークアダプタカードの検出]ダイアログボックスが表示されたら、サーバ本
体添付の LANドライバディスクを使って、「6.6.1　WindowsNT Server対応 LAN
ドライバ」を参照して、LANドライバをインストールします。

14 インストール終了後、WindowsNT Service Packを適用します。

WindowsNT Service PackまたはWindowsNT 4.0 Option Packの CD-ROMから
Service Packを適用します。詳細については、画面の説明を参照してください。
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ポイント

� Service Packの適用時に、ドライバを置き換えないように注意してく
ださい。

15 再起動後、ディスプレイドライバをインストールします。

「コントロールパネル」の [画面]をダブルクリックします。[画面のプロパティ]の
[ディスプレイの設定]でディスプレイドライバの変更を行います。
サーバ本体添付のセットアップディスク#7から「Cirrus Logic CL-GD54xx Graphics
Adapter」を選択します。

16 運用に入る前に、「システム修復ディスク」を作成します。

作成方法は、後述の「■システム修復ディスクについて」を参照してください。

ポイント

� システムのコンポーネントを変更したり、追加した場合、そのたびに
インストール手順の 14から 16を行ってください。

■システム修復ディスクについて

WindowsNTのセットアップ後、またはシステム構成の変更後に、「システム修復ディス
ク」を作成してください。万一、WindowsNTシステムファイル、システム構成、および
スタートアップ時の環境変更などが損傷を受けた場合は、修復ディスク上に保存した修復
情報を使ってこれらを再構築できます。なお、修復ディスクの作成方法およびシステムの
修復方法については、「6.3.3　WindowsNT Server 4.0のインストール」の「■システム
修復ディスクについて」を参照してください。

ポイント

� システムの修正を行うと、情報によっては新規インストール状態に戻る
場合があります。システムの修復後、再設定する必要があります。

� システムファイル、システム情報の損傷が大きい場合は、WindowsNT
4.0の再インストールが必要になる場合があります。そのときは
「WindowsNT Server 4.0のインストール手順」に従って再インストー
ルしてください。
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� ファイルの修復中に、「セットアップがWindows NTのインストール時に
コピーしたオリジナルのファイルではありません」というメッセージが
表示されます。その場合、[Enter]キーまたは [A]キーを押して非オリジ
ナルファイルを修復しシステムの修復が完了したあとに、「Windows NT
Server 4.0のインストール手順」を参照して、サーバ本体添付のドライ
バや、WindowsNT Service Packなどを再インストールしてください。

■管理ソフトウェアのスタートアップグループへの登録

SCSIアレイコントローラカードに添付のマニュアルに従って、管理ソフトウェアをインス
トールしてください。

■管理ソフトウェアについて

管理ソフトウェアには、DACMON（Disk Array Controller Moniter）ユーティリティと
DACADM（Disk Array Controller Administration）ユーティリティがあります。
DACMONユーティリティは、アレイ状況の監視を行うためのソフトウェアです。
DACADMユーティリティは、アレイの管理を行うユーティリティです。
詳細は、SCSIアレイコントローラに添付の取扱説明書を参照してください。

6.3.5 SCSIオプション装置搭載時の注意事項

内蔵光磁気ディスクユニットを搭載する場合、または外部 SCSIオプション装置（ハードディスク
キャビネット、光磁気ディスクユニットなど）を接続する場合、以下のような留意事項があります。

1.　システム区画のファイルシステムについて

セットアップ時にファイルシステムにNTFSを選択した場合、ファイルシステムの変換が
正しく実行されないことがあります。
本現象が発生した場合、以下の手順でファイルシステムの変換を行ってください。
　
■　 NTFSへのファイルシステムの変換手順

1 セットアップ終了後、システムを再起動します。

（この段階では、ファイルシステムは FATです）

2 Administratorでログオンします。

3 コマンドプロンプトを起動して、次のように入力し [Enter]キーを押します。

　　　　　　　 convert c: /fs:ntfs /v

4 コマンドラインに、次のメッセージが表示されます。

　ファイルシステムの種類は FATです。
　 CONVERTで C:ドライブへの排他的アクセスを実行できないため、
　現時点では変換できません。次回のシステム再起動時にドライブの変換を
　スケジュールしますか (Y/N)？

[Y]キーを押すと、次のメッセージが表示されます。

　次回のシステム再起動時に、変換は自動的に実行されます。

5 メッセージを確認後、システムを再起動します。
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2.　ドライブ文字の割り当てについて

SCSIオプション装置を接続した場合、ドライブ文字が入れ替わる現象が発生することが
あります。
SCSIオプション装置を接続する場合、必ずWindowsNTのセットアップ終了後、ディス
クアドミニストレータを起動してディスクの構成を保存してから接続してください。
　
■　ディスクの構成情報の保存方法

1 Administratorでログオンします。

2 ディスクアドミニストレータを起動します。

3 ハードディスクの未使用の領域を選択し、[パーティション]メニューから [作成]を選
択します。

4 「確認」のダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

プライマリパーティションの作成ダイアログボックスが表示されます。

5 作成するパーティションサイズを指定して、[OK]をクリックします。

6 4で作成したパーティションを選択して、[パーティション]メニューから [削除]を選
択します。

7 ディスクアドミニストレータを終了します。

「確認」のダイアログボックスが表示されたら、[はい]を選択します。

8 「ディスクアドミニストレータ」のダイアログボックスが表示されたら、[OK]をク
リックします。

9 システムをシャットダウンし、本体の電源を切断してから、外付けオプション SCSI
装置を接続します。

10 本体の電源を投入して、システムを起動します。

万一、ドライブ文字が入れ替わってしまった場合には、SCSIオプション装置をいったん取
り外して、システムを再起動し、ディスクアドミニストレータを起動してドライブ文字の
変更を行ってから、SCSIオプション装置を取り付けなおしてください。

221



第 6章 ソフトウェアのインストール

6.4 IntranetWareのインストール

IntranetWareのインストール方法、および注意事項について説明します。

6.4.1 インストールの前に

IntranetWareをインストールする前に、BIOSセットアップ・ユーティリティと SCSI Selectユーティ
リティを実行し、以下の項目が正しく設定されているかどうか確認します。

� SCSI Selectユーティリティ
「Configure/View Host Adapter Settings」の「Advanced Configuration Options」にある
「Extended BIOS Translation for DOS Drives > 1GByte」が「Disabled」に設定されていることを
確認します。「Enabled」に設定されていれば、ここで「Disabled」に変更しておいてください。

ポイント

－ SCSI Selectユーティリティの「Extended BIOS Translation for DOS Drives >
1GByte」を「Enabled」に設定し運用していた 1024MB以上の記憶容量の固定
ディスクドライブ（ハードディスクユニットなど）に対して、同項目を
「Disabled」に設定した場合には、サーバ起動時に「Warning!（警告メッセー
ジ）」が表示されることがあります。その場合には、該当する固定ディスクドライ
ブに対して SCSI Selectユーティリティのフォーマットを実行します。フォー
マットする前には必ずハードディスク上の必要なデータをすべてバックアップし
ておきます。

－ IntranetWareをインストールするサーバでは、基本MS-DOS領域は 512MB以
下の容量でMS-DOSの区画を作成してください。

6.4.2 インストールに必要なソフトウェア

これらのものがそろっているか、作業を始める前に確認してください。

用途ソフトウェア媒体名称

IntranetWare
(セットアップディスク & CD-ROM)

サーバ本体添付のセットアップディスク#4 MS-DOS起動ディスク

サーバ本体添付のLANドライバディスク 標準搭載のLANカード用ドライバディスク

OS

サーバ本体添付のセットアップディスク#5 EZ-SCSIインストールディスク

SCSIドライバディスクサーバ本体添付のセットアップディスク#6
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6.4.3 インストールの流れ

IntranetWareのインストールは、以下の順序で行います。

1 ハードディスクユニットの区画設定とMS-DOS基本ファイルのコピー

2 Adaptec EZ-SCSI LITEのインストール

3 OSのインストール

6.4.4 EZ-SCSI LITEのインストール

ここでは、EZ-SCSI LITEをサーバにインストールする方法について説明します。

■インストール時の留意事項

� サーバ本体添付のセットアップディスク#4のライトプロテクトを解除します。
ライトプロテクトされたまま使用すると、メッセージが表示されます。セットアップ
ディスクのライトプロテクトを解除し、[Enter]キーを押します。

� データのバックアップ
インストール時にハードディスクユニットはフォーマットされます。そのため、ハー
ドディスクユニット内に大切なデータが含まれている場合は、事前にバックアップし
ておいてください。

� SCSI Selectユーティリティで、「Extended BIOS Translation for DOS Drives＞
1GByte」がすべてのディスクで「Disabled」になっていることを確認します。

■ハードディスクユニットの区画設定とMS-DOS基本ファイルのコピー

1 ハードディスクユニットの区画設定を行います。
サーバ本体添付のセットアップディスク#4をサーバ本体のフロッピィディスクドライ
ブにセットし、電源を投入します。「MS-DOS(R)インストールプログラム」が起動し
ます。

2 「MS-DOSのインストール／ハードディスクの区画設定」を選択します。
カーソルキーを使って、「MS-DOSのインストール／ハードディスクの区画設定」を
選択し、[Enter]キーを押します。確認メッセージが表示されるので、「はい [Enter]」
を選択し、再度 [Enter]キーを押します。

3 「ハードディスクセットアッププログラム（FDISKオプション）」が起動します。

サーバ本体添付のセットアップディスク#4内にあるMS-DOSの基本ファイルをコ
ピーするためのハードディスクユニットの領域（区画）を作成します。

� 起動ハードディスクユニットを選択します。

サーバ本体に複数のハードディスクドライブを接続している場合は、「5. 現在の
ハードディスクドライブを変更」のメニューにて、あらかじめ起動ハードディス
クドライブを選択しておきます。通常は、「現在のハードディスク：1」（デフォル
ト）が表示されている状態で作業を進めます。

� 基本 MS-DOS 領域を作成します。
「1. MS-DOS領域または論理MS-DOSドライブを作成」を選択します。次に
「1. 基本MS-DOS領域を作成」を選択します。メッセージに従って、必要な容量
の基本MS-DOS領域を確保します。なお、「基本MS-DOS領域に使用できる最大
サイズを割り当てますか（同時にその領域をアクティブにします）（Y/N）」に
おいて、[N]を選択し、[512MB以下の容量]を指定してください。
基本MS-DOS領域の設定が終わると、作成した領域が画面表示されます。確認
後、[Esc]キーを押します。
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� 作成した領域をアクティブな領域に設定します。

「2. アクティブな領域を設定」を選択し、作成した領域をアクティブにします。

4 区画の設定を終えたら [Esc]キーを押し、「ハードディスクセットアッププログラム
（FDISKオプション）」を終了します。

サーバ本体添付のセットアップディスク#4をフロッピィディスクドライブに挿入した
まま、任意のキーを押して、サーバシステムを再起動します。

5 続いて、MS-DOSの基本ファイルのコピーを行います。

6 「MS-DOS(R)インストールプログラム」が起動します。

「MS-DOSのインストール／ハードディスクへのファイルコピー」を選択し、[Enter]
キーを押します。確認メッセージが表示されるので、「はい [Enter]」を選択し、再度
[Enter]キーを押します。

7 「Cドライブをフォーマットするため、Cドライブの全ての内容が失われます。」と確
認メッセージが表示されるので、ここで「はい [Enter]」を選択し、 [Enter]キーを押
します。

ハードディスク（Cドライブ）のフォーマット終了後、自動的にMS-DOSの基本
ファイルのコピーに移行します。

8 「MS-DOSのインストールが終了しました。何かキーを押すと、メインメニューに戻
ります。」と表示されたら、任意のキーを押してメインメニューに戻ります。

9 「終了」を選択し、[Enter]キーを押します。

確認メッセージが表示されるので、「はい [Enter]」を選択し、再度 [Enter]キーを押
します。

10 DOSプロンプト（A:=Y>）が表示された、c:=YCONFIG.SYSに以下の 2行を追加し
ます。

　 FILES=12
　 BUFFERS=15

11 サーバ本体添付のセットアップディスク#4を取り外し、再起動します。
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■ EZ-SCSI LITEのインストール

ハードディスクユニットの区画設定およびMS-DOS基本ファイルのコピーが終了したら、
次に EZ-SCSI LITEのインストールを行います。

1 サーバ本体添付のセットアップディスク#4をフロッピィディスクドライブにセットし
ます。

2 フロッピィディスクドライブにカレントを移します。

以下のコマンドを入力します。

　 C:=Y>A: [Enter]

3 MS-DOSを英語モードで起動します。

以下のコマンドを入力します。

　 A:=Y>chev us [Enter]

4 セットアップディスク#4を取り出し、サーバ本体添付のセットアップディスク#5を
フロッピィディスクドライブにセットします。

5 EZ-SCSI LITEのインストーラを起動します。

以下のコマンドを入力します。

　 A:\>dosinst [Enter]

6 インストーラの指示に従って、作業を進めていきます。

7 「To Configure your system using default setup, press <ENTER>.」のメッセージが
表示されたら [Enter]キーを押します。

8 「To Continue default installation,Press <ENTER>.」のメッセージが表示されたら
[Enter]キーを押します。

9 サーバ本体に搭載された SCSIホストアダプタがすべて正しく認識されているか確認
します。

サーバ本体に搭載されたAdaptec社製の SCSIホストアダプタがすべて表示されま
す。搭載した SCSIホストアダプタがすべて正しく認識されていれば、[Enter]キーを
押します。

10 各 SCSIバスに接続された SCSI装置が表示されます。

接続された SCSI装置を確認したあと、[Enter]キーを押します。

11 EZ-SCSI LITEの構成ファイルをコピーするディレクトリを指定します。

デフォルトでは「C:=YSCSI（Cドライブ上の SCSIという名のディレクトリ）」に設定
されています。このまま変更する必要がなければ、[Enter]キーを押して先に進んでく
ださい。コピー先のドライブ、およびディレクトリ名を変更する場合は、そのまま
キー入力（半角英数字のみ）し、[Enter]キーを押します。確認したのち、再度
[Enter]キーを押します。

12 EZ-SCSI LITEの構成ファイルのコピーが自動的に開始されます。

コピーの途中で、「MSCDEX.EXE（CD-ROMドライブをMS-DOS上の論理ドライブ
として取り扱うことを可能とする実行ファイル）」ファイルを要求するメッセージが表
示されます。ここで、フロッピィディスクドライブからセットアップディスク
#5(Adaptec EZ-SCSI LITE)のフロッピィディスクを取り出し、セットアップディス
ク#4を挿入し、[Enter]キーを押します。
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13 CD-ROMドライブをMS-DOS上で使用するため、論理ドライブを割り当てます。

論理ドライブは、“Ｄ～Ｚ”までのアルファベット 1文字で指定します。ドライブ名を
入力したあと、[Enter]キーを押します（デフォルトで表示されている論理ドライブ以
外のドライブ名を入力した場合は、[Enter]キーを 2回押します）。

14 EZ-SCSI LITEを使用するために必要な「CONFIG.SYS（MS-DOS環境設定ファイ
ル）」ファイルに対する変更を自動的に行うか、インストーラ終了後に独自に変更を行
うかを選択します。

自動的に変更する場合には、「Make all modifications for you」を選択します。イン
ストール終了後に、エディタなどを使って独自に変更する場合には、「Let you make
the modifications later」を選択します。
「Make all modifications for you」を選択した場合には、変更前の「CONFIG.SYS」
ファイルが「CONFIG.BAK」ファイルとして保存されているという内容のメッセー
ジが表示されます。また、「Let you make the modifications later」を選択した場合に
は、変更すべき内容を含んだファイルを「CONFIG.NEW」ファイルとして、手順 1
で指定したディレクトリに保存しているという内容のメッセージが表示されます。作
業を進めるため、[Esc]キーを押します。

15 「AUTOEXEC.BAT（MS-DOS環境設定ファイル）」ファイルに対する変更を自動的
に行うか、インストーラ終了後に独自に変更を行うかを選択します。

自動的に変更する場合には、「Make allmodifications for you」を選択します。
インストール終了後に、エディタなどを使って独自に変更する場合には、「Let you
make the modifications later 」を選択します。
「Make all modifications for you」を選択した場合には、変更前の
「AUTOEXEC.BAT」ファイルが「AUTOEXEC.BAK」ファイルとして保存されてい
るという内容のメッセージが表示されます。また、「Let you make the modifications
later」を選択した場合には、変更すべき内容を含んだファイルを
「AUTOEXEC.NEW」ファイルとして、手順 1で指定したディレクトリに保存してい
るという内容のメッセージが表示されます。作業を進めるため、[Esc]キーを押します。

16 EZ-SCSI LITEのインストールが終了します。すべての変更を有効にするため、フ
ロッピィディスクドライブからフロッピィディスクを取り外し、再起動します。
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6.4.5 IntranetWareのインストール

ここでは、IntranetWare（CD-ROM版）を初めてサーバにインストールする方法について説明しま
す。（以下の説明では、サーバ本体に標準実装の SCSIホストコントローラ配下に IntranetWareをイン
ストールするハードディスクユニットが接続されている装置を対象にしています。）
なお、SCSIアレイコントローラカード使用時は、「6.4.6　 IntranetWareのインストール (SCSIアレ

イコントローラカード使用時)」を参照してください。

■インストール時の留意事項

� サーバ本体添付のセットアップディスク#4のライトプロテクトを解除します。
ライトプロテクトされたまま使用すると、メッセージが表示されます。セットアップ
ディスクのライトプロテクトを解除し、[Enter]キーを押します。

� データのバックアップ
インストール時にハードディスクユニットはフォーマットされます。そのため、ハー
ドディスクユニット内に大切なデータが含まれている場合は、事前にバックアップし
ておいてください。

■ OSのインストール

ハードディスクユニットの区画設定およびMS-DOS基本ファイルのコピーが終了したら、
次に OSのインストールを行います。

1 EZ-SCSI LITEをインストールします。

インストール方法は、「6.4.4　 EZ-SCSI LITEのインストール」を参照してください。

2 IntranetWareのインストールディスクをフロッピィディスクドライブに、CD-ROM
（#1 Operating System）を CD-ROMドライブにセットします。

3 CD-ROMドライブにカレントを移します。

以下のコマンドを入力します（D:が CD-ROMドライブの場合）。

　 C:=Y>D: [Enter]

4 IntranetWareのインストーラを起動します。

以下のコマンドを入力します。

　 D:=Y>A:=Yinstall english [Enter]

5 インストーラの指示に従って、作業を進めていきます。

6 ハードウェアが検出されたら、リスト表示のために、[Enter]を押します。

ここでは、ドライバを組み込まないので、[F10]を押します。この操作を数回くり返し
ます。

7 ディスクドライバをインストールします。

「ディスクおよび CD-ROMドライバ」を選択し、「サーバドライバ：ディスクドライ
バの選択」の画面で、「リストにないドライバのインストール」を選択するため、[Ins]
キーを押します。さらに、別のパスを指定するため [F3]キーを押します。

8 フロッピィディスクドライブにサーバ本体添付の「セットアップディスク#6」を挿入
します。

以下のパスを入力します。

　 A:=Y>NETWARE=YV4_XX [Enter]
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9 ディスクドライバを選択します。

「インストールするドライバの選択：」のリストから「ASPICD.DSK」および
「AIC7870.DSK」にカーソルを合わせ、[Enter]キーを押します。ディスクドライバの
コピーが開始されます。

10 ネットワークドライバをインストールします。

「ネットワーク (LAN)ドライバ」を選択し、「サーバドライバ：ネットワークドライ
バの選択」の画面で、「リストにないドライバのインストール」を選択するため、[Ins]
キーを押します。
さらに、別のパスを指定するために [F3］キーを押します。

11 フロッピィディスクドライブにサーバ本体添付の LANドライバフロッピィディスクを
挿入します。

以下のパスを入力します。

　 A:=Y>NWSERVER [Enter]

12 ネットワークドライバを選択します。

「インストールするドライバの選択：」のリストから「E100B.LAN」にカーソルを合
わせ、[Enter]キーを押します。ネットワークドライバのコピーが開始されます。

13 「サーバドライバ：ネットワークドライバパラメータの選択」において、必要なパラ
メータをすべて設定します。

ポイント

標準搭載の LANカードの IntranetWareサーバドライバのサポートする
パラメータは次の 6種類です。

� FORCEDUPLEX

� SLOT

� SPEED

� NODE

� FRAME

� TXTHRESHOLD

各パラメータの詳細は、オンラインヘルプの IntranetWareサーバドラ
イバ関連のセクションをご覧ください。

14 パラメータの設定を終えたら、[F10]キーまたは [Esc]キーを押し設定を保存します。

15 以降、インストーラおよび IntranetWareに添付されたマニュアルの指示に従って、
IntranetWareのインストールを続行します。

IntranetWareのインストールを終えたら、MS-DOSの「CONFIG.SYS」ファイルに
記述された SCSI CD-ROMドライバ関連の定義文、および「AUTOEXEC. BAT」ファ
イルの中に記述されたMSCDEX関連の定義文をすべて無効にするか、または削除し
てください。
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■インストール後の留意事項

� IntranetWareをインストール後、IntranetWare用の最新パッチモジュールを弊社ソ
フトウェアセンターより入手し、適用してください。
弊社ソフトウェアセンターへの連絡方法については、IntranetWareに同梱のユーザ登
録カードを参照してください。

� 標準搭載の LANカードを含めて 4系統の LANを接続した場合、IntranetWareの
「STARTUP.NCF」に以下のパラメタを追加してください。

　 set minimum packet receive buffers = 200
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6.4.6 IntranetWareのインストール（SCSIアレイコントローラカード使
用時）

■インストールに必要なソフトウェア

IntranetWareをインストールするには、次のソフトウェアが必要です。
これらのものがそろっているか、作業を始める前に確認してください。

用途ソフトウェア媒体名称

IntranetWare
(セットアップディスク & CD-ROM)

サーバ本体添付のセットアップディスク#4 MS-DOS起動ディスク

サーバ本体添付のLANドライバディスク LANカード用ドライバディスク

OS

サーバ本体添付のセットアップディスク#5 EZ-SCSIのインストールディスク

SCSIドライバディスクサーバ本体添付のセットアップディスク#6

SCSIアレイコントローラカードソフト
ウェアキット

SCSIアレイコントローラカードドライバディスク

■インストール手順

ここでは、IntranetWare（CD-ROM版）を初めてサーバにインストールする方法、およ
び SCSIアレイコントローラカードを搭載した場合の注意事項を説明します。SCSIアレイ
コントローラカード搭載時は、IntranetWareのインストールの途中で、必ず SCSIアレイ
コントローラドライバをインストールする必要があります。（以下の説明では、SCSIアレ
イコントローラカード配下に IntranetWareをインストールするハードディスクユニット
が接続されている装置を対象にしています。）

1 ハードディスクユニットの区画設定、MS-DOS基本ファイルのコピーおよび
EZ-SCSIインストールディスクのインストール行い、IntranetWareのインストーラ
を起動します 。

ここまでの手順については、「6.4.5　 IntranetWareのインストール」を参照してくだ
さい。

2 SCSIアレイコントローラドライバをインストールします。

「サードパーティのドライバの選択」画面になったら、「ディスク/LAN」ドライバの
選択、または変更を選びます。

3 「サーバドライバ：ディスクドライバの選択」の画面で、「リストにないドライバのイ
ンストール」を選択するため、[INS]キーを押します。さらに、別のパスを指定するた
め [F3]キーを押します。

4 フロッピィディスクドライブに「SCSIアレイコントローラカードソフトウェアキッ
ト」を挿入します。

以下のコマンドを入力します。

　 A:=YINTRANW [Enter]
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5 「インストールするドライバの選択：」リストから「DACNET4.DSK」にカーソルを
合わせ、[Enter]キーを押します。

SCSIアレイコントローラドライバのコピーが開始されます。

6 ディスクドライバをインストールします。

「ディスクおよび CD-ROMドライバ」を選択し、「サーバドライバ：ディスクドライ
バの選択」の画面で、「リストにないドライバのインストール」を選択するため、[Ins]
キーを押します。さらに、別のパスを指定するため [F3]キーを押します。

7 フロッピィディスクドライブにサーバ本体添付の「セットアップディスク#6」を挿入
します。

以下のパスを入力します。

　 A:=Y>NETWARE=YV4_XX [Enter]

8 ディスクドライバを選択します。

「インストールするドライバの選択：」のリストから「ASPICD.DSK」および
「AIC7870.DSK」にカーソルを合わせ、[Enter]キーを押します。ディスクドライバの
コピーが開始されます。
これ以降は、「6.4.5　 IntranetWareのインストール」を参照して、LANドライバの
インストールを行い、インストーラおよび IntranetWareに添付されたマニュアルの指
示に従って、IntranetWareのインストールを続行します。

■インストール後の留意事項

� 標準搭載の LANカードを含めて 4系統の LANを接続した場合、IntranetWareの
「STARTUP.NCF」に以下のパラメータを追加してください。

　 set minimum packet receive buffers = 200

■管理ソフトウェアのスタートアップグループへの登録

SCSIアレイコントローラカードに添付のマニュアルに従って、管理ソフトウェアをインス
トールしてください。

■管理ソフトウェアについて

管理ソフトウェアには、DACMON（Disk Array Controller Moniter）ユーティリティと
DACADM（Disk Array Controller Administration）ユーティリティがあります。
DACMONユーティリティは、アレイ状況の監視を行うためのソフトウェアです。
DACADMユーティリティは、アレイの管理を行うユーティリティです。
詳細は、SCSIアレイコントローラに添付の取扱説明書を参照してください。
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6.5 Intel LANDesk○R Server Managerについて

本サーバには、LDSMが添付されています。
LDSMを使用すると、本サーバの動作環境や電源／ FAN／メモリの状況を常時監視することができ

ます。また、万一異常が発生した場合には監視コンソールへの通知が可能となり、異常要因に対してす
ばやく対応することができます。
さらに、ハードディスクの内部エラーを監視する SMART機能をサポートしています。

� 本サーバでは LDSMを必ずインストールしてご使用ください。

　

使用しない場合には、以下のような問題が発生する場合がありますのでご注意ください。

� SCSIアレイコントローラカードを使用し、アレイシステム (RAID5)を構成している場合に、ある
ハードディスクユニットが故障したにもかかわらず、これに気づかないで運用を続け、さらに他の
ハードディスクユニットが故障した場合には、サーバ本体内部のすべてのファイルが紛失および破
壊されます。

� オプションの電源ユニットを使用し冗長電源機能をサポートしている場合に、1つの電源ユニット
が故障したにもかかわらずこれに気づかずに運用を続け、さらに他の電源ユニットが故障した場合
には、サーバは動作しなくなります。

LDSMは、本サーバに OSがインストールされた後（OSインストールタイプでは、ハードディスク
ユニットからの OS起動後、正しく環境設定が終了した後）、インストールする必要があります。LDSM
のインストール方法、使用方法については、「Intel LANDesk
R Server Managerをお使いになる前に」
のマニュアルおよびオンラインマニュアルを参照してください。
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6.6 LANドライバについて

ここでは、本サーバに添付されている LANドライバの使い方と注意事項を説明します。本サーバに
OSをインストールする場合や LANカードを増設する場合に読んでください。

6.6.1 WindowsNT Server対応 LANドライバ

Windows NTドライバのインストールには、次の 2つの方法があります。

� すでにWindows NTがインストールされている状態で、Windows NTドライバを追加する方法

� Windows NTのシステムインストールと同時にWindows NTドライバをインストールする方法

以下に、それぞれの方法について説明します。

■Windows NTドライバを追加する場合

1 コントロールパネルからネットワークをダブルクリックします。

[ネットワークの設定]ダイアログボックスが表示されます。

2 『アダプタカードの追加』をクリックします。

[ネットワークアダプタの追加]ダイアログボックスが表示されます。

3 『＜その他＞各メーカーのディスクが必要』をクリックし、『続行』をクリックします。

[フロッピーディスクの挿入]ダイアログボックスが表示されます。

4 フロッピィディスクをセットし、『OK』をクリックします。

[OEMオプションの選択]ダイアログボックスが表示されます。

5 『Intel EtherExpress PRO Adapter』を選択します。

6 『OK』をクリックします。

Windows NTドライバがインストールされます。

7 『OK』をクリックします。

8 以上でインストールは終了です。設定内容を有効にするために、Windows NTを再起
動してください。

■Windows NTと同時にインストールする場合

1 Windows NTのインストール途中で、[ネットワークアダプタカードの検出]ダイアロ
グボックスが表示されます。

『検出しない』をクリックし、『続行』をクリックします。

2 『＜その他＞各メーカーのディスクが必要』をクリックし、『続行』をクリックします。

[フロッピーディスクの挿入]ダイアログボックスが表示されます。

3 フロッピィディスクをセットし、『OK』をクリックします。

[OEMオプションの選択]ダイアログボックスが表示されます。

4 『Intel EtherExpress PRO Adapter』を選択します。

5 『OK』をクリックします。

Windows NTドライバがインストールされます。

6 『OK』をクリックします。
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ポイント

[Intel PROSet]中の『Settings』、『Test』については、オンラインヘル
プを参照してください。

7 以上でインストールは終了です。引き続き、Windows NTのインストールを行ってく
ださい。インストール終了後、設定内容を有効にするために、Windows NTを再起動
してください。

6.6.2 IntranetWareサーバ対応 LANドライバ

■インストール

IntranetWare添付のインストールプログラムを使って、IntranetWareサーバドライバを
インストールします。
IntranetWareサーバのインストール時に LANドライバを組み込む場合は、『カスタムイ
ンストール』を選択し、次のネットワークアダプタをご使用ください。

� Intel EtherExpress PRO PCI Adapter

インストールの詳細は、IntranetWareに添付のマニュアルを参照してください。

■起動と終了

[起動方法]

IntranetWareサーバを起動すると、自動的に IntranetWareサーバドライバ
が起動されます。起動方法の詳細については、オンラインヘルプおよび
IntranetWareに添付のマニュアルを参照してください。

[終了方法]

IntranetWareサーバドライバの終了方法には、次の 2つの方法があります。

� サーバコンソール画面から、次のコマンドを実行します。

　 UNLOAD E100B [Enter]

� IntranetWareサーバを終了します。IntranetWareサーバドライバも終
了します。

■パラメータ

IntranetWareサーバドライバのサポートするパラメータは、次の 6種類です。

� FORCEDUPLEX

� SLOT

� SPEED

� NODE

� FRAME

� TXTHRESHOLD

各パラメータの詳細は、オンラインヘルプのNetWareサーバドライバ関連のセクション
をご覧ください。
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6.6.3 LANドライバの注意事項

■オンラインヘルプの参照方法

本ドライバが格納されているフロッピィディスクの中に、オンラインマニュアルが入って
います。以下の方法で参照することができます。

1 MS-DOSを英語モードで起動します。

　 A:=Y>chev us [Enter]

2 サーバ本体添付の LANドライバフロッピィディスクを本サーバのフロッピィディスク
ドライブにセットします。

3 以下のコマンドを入力すると、オンラインヘルプが表示されます。

　 A:\>SETUP /README [Enter]

■Windows NT対応 LANドライバの注意事項

[ドライバの設定]

Windows NTサーバへの負荷が高くなると、クライアントの接続が切断さ
れる場合があります。このような場合は、以下の操作を行って対応してくだ
さい。

1 コントロールパネルから『ネットワーク』をダブルクリックします。

2 『アダプタ』をクリックし、『プロパティ』をクリックします。

3 アダプタプロパティ表示後、『Setting』をクリックし、『Advanced』を
クリックします．

4 "Receive Buffers"の数を増やします。

　デフォルト　　： 32
　最大値　　　　： 1024

5 設定終了後、Windows NTを再起動します。

ポイント

クライアント 1台につき、"Receive Buffers"の個数を 1個増
やすことを目安としてください。なお、"Receive Buffers"1個
につき 1514byteのメモリが必要となります。

[LANカードを取り外す場合]

LANカードを取り外す場合は、LANドライバを削除してから行ってください。

■ LANカード診断プログラム使用時の注意事項

Intel PROSet（Windows NT対応 LANカード診断プログラム）を使用する場合は、次の
点にご注意ください。

� Intel PROSetの『Test』は LANドライバのインストール時にのみ使用可能です。ま
た、Windows NTと同時に LANドライバのインストールを行った場合の『Test』は、
LANカードにケーブル、HUBを接続した状態で行ってください。
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� すでに LANドライバが起動している状態では、Intel PROSetの『Test』は使用しな
いでください。

� 『Test』を行う場合は、伝送路上にデータが流れていない環境で行ってください。
データが流れている環境でテストを行うと、テストに失敗し、有効な結果が得られな
い場合があります。

■ローカルアドレスの設定

Windows NTでローカルアドレスを設定する場合は、次の方法で行ってください。

1 コントロールパネルから『ネットワーク』をダブルクリックします。

2 『アダプタ』をクリックし、『プロパティ』をクリックします。

3 アダプタプロパティ表示後、『Setting』をクリックし、『Advanced』をクリックし
ます．

4 『Locally Administered Address』の数を増やします。

5 変更確認メッセージが表示されるため、『OK』をクリックしてローカルアドレスを指
定します。

『02』で始まる 16進 12桁を入力してください。
グローバルアドレスに戻したい場合は『0』を指定してください。

6 設定終了後、Windows NTを再起動します。

■全二重（デュプレックス）モードの設定

全二重モードの自動認識機能（オートネゴシエーション）を備えるスイッチング・ハブに
接続されている場合は、自動的に全二重モードで動作します。自動認識機能を備えていな
いスイッチング・ハブに接続されている場合は、次の方法で全二重モードに設定してくだ
さい。

� 全二重モードでの動作は、全二重 10BASE-T、100BASE-TX
スイッチング・ハブに接続されている場合のみ可能です。

� 全二重モードをサポートしていないハブで全二重の設定を行
うと、パフォーマンスが低下したり、ドライバが動作しない場
合があります。設定の際は、ハブの機能を確認してください。

[WindowsNT 対応 LANドライバの場合]

1 コントロールパネルから『ネットワーク』をダブルクリックします。

2 『アダプタ』をクリックし、『プロパティ』をクリックします。

3 アダプタプロパティ表示後、『Setting』をクリックします。

4 「Speed」指定を『Auto』から、伝送路が 100BASE-Tの場合は『100』
に変更します。

5 「Duplex Mode」の設定を『Full』に変更します。

6 システムを再起動します。

236



6.6 LANドライバについて

[IntranetWare対応 LANドライバの場合]

ドライバのロード時にパラメータを追加します。
『AUTOEXEC.NCF』または『INETCFG.NCF』ファイルを変更してくだ
さい。
AUTOEXEC.NCFの場合の例を以下に示します。

　 LOAD E100B SLOT=XX SPEED=100 FORCEDUPLEX=2

　 SLOT　　　　　：該当するスロット番号を指定します。
　 SPEED 　　　　：伝走路が 100BASE-TXの場合は『100』に、
　　　　　　　　　　 10BASE-Tの場合は『10』に指定します。
　 FORCEDUPLEX　：全二重に設定する場合は『2』に指定します。

6.6.4 その他の注意事項

� Windows NTで『アダプタ』の設定を変更する場合は、終了後システムを必ず再起動するようにし
てください。

� ハブスイッチまたはルータを経由せず、クロスケーブルを用いて直接他装置と接続する運用はでき
ません。

� WindowsNTの [intel PROSet]中の『Adapter Teaming』については、サポートしていませんので
使用しないでください．
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第 7章 日常のお手入れ

この章は、サーバ本体やキーボードなどの日常のお手入れの方法を解説しています。
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7.1 お手入れ

本サーバのお手入れのしかたは、以下のとおりです。

お手入れをする前に、本体の電源を切り、電源ケーブルをコンセントから取り
外してください。また、本サーバに接続してある周辺装置も電源を切り、本
サーバから取り外してください。

感電の原因となります。

7.1.1 サーバ本体のお手入れ

柔らかい布で乾拭きします。乾拭きで落ちない汚れは、中性洗剤をしみ込ませ固くしぼった布で拭き
ます。汚れが落ちたら、水に浸して固くしぼった布で、中性洗剤を拭き取ります。拭き取りのときは、
サーバ本体に水が入らないようにご注意ください。

7.1.2 キーボードのお手入れ

柔らかい布で乾拭きします。

7.1.3 マウスのお手入れ

表面の汚れは、柔らかい布で乾拭きします。マウスのボールがスムーズに回転しないときは、ボール
を取り外してクリーニングします。ボールのクリーニング方法は、以下のとおりです。

1 マウスの裏ブタを取り外します。

マウス底面にある裏ブタを、矢印の方向に回して取り外します。
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2 ボールを取り出して、水洗いします。

マウスを引っ繰り返し、ボールを取り出します。その後、水洗いします。

3 マウス内部をクリーニングします。

マウス内部、ローラー、および裏ブタを、水に浸して固くしぼった布で拭きます。

ローラー�

4 ボール、裏ブタを取り付けます。

ボールとマウスの内部を十分乾燥させたら、ボールと裏ブタを取り付けます。
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7.1.4 フロッピィディスクドライブのクリーニング

フロッピィディスクドライブは、長い間使用していると、ヘッド（データを読み書きする部品）が汚
れてきます。ヘッドが汚れると、フロッピィディスクに記録したデータを正常に読み書きできなくなり
ます。以下のクリーニングフロッピィディスクを使い、3カ月に 1回程度の割合で清掃してください。

　　品　　　　　　　名 商品番号

クリーニングフロッピィマイクロ 0212116

クリーニング方法は、以下のとおりです。
1 サーバ本体の電源を入れます。
2 DOSプロンプトで以下のコマンドを入力し、[Enter]キーを押します。

　 CLNDSK 0 [Enter]

ポイント

CLNDSK.EXEファイルは、セットアップディスク#4の中にあります。あらかじめ、
セットアップディスク#4で基本 DOSをインストールした場合、CLNDSK.EXEファ
イルは、Cドライブのルートディレクトリにコピーされています。

3 クリーニングフロッピィディスクをサーバ本体のフロッピィディスクドライブにセットし、[Enter]
キーを押します。
ヘッドクリーニングが始まり、「クリーニング中です。あと XX秒」と表示されます。

4 「ヘッドクリーニングが終了しました。」とメッセージが表示されたら終了です。フロッピィディス
クアクセス表示ランプが消えていることを確認して、クリーニングフロッピィディスクを取り出し
てください。

■セットアップディスク#4の CLNDSK.EXEを直接起動する場合

1 セットアップディスク#4をサーバ本体のフロッピィディスクドライブにセットし、
サーバ本体を起動します。

2 インストールプログラムを終了します。DOSプロンプト（A:=Y>）が表示されます。
3 CLNDSK 0と入力し、[Enter]キーを押します。
「クリーニングディスクをドライブ 0にセットして [Enter]キーを押してください．」
と表示されます。

4 フロッピィディスクアクセス表示ランプが消えていることを確認し、セットアップ
ディスク#4をフロッピィディスクドライブから取り出します。

5 クリーニングフロッピィディスクをフロッピィディスクドライブにセットし、[Enter]
キーを押します。

6 ヘッドクリーニングが始まり、「クリーニング中です．あと XX秒」と表示されます。
7 「ヘッドクリーニングが終了しました．」のメッセージのあと、「セクタが見つかりま
せん．」と表示されます。

8 ここで、フロッピィディスクアクセス表示ランプが消えていることを確認して、ク
リーニングフロッピィディスクを取り出します。

9 再度セットアップディスク#4をフロッピィディスクドライブにセットし、[R]キーを
押し「再試行（R）」します。
DOSプロンプト（A:=Y>）が表示されます。これでクリーニング作業は完了です。
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7.1.5 CD-ROMのお手入れ

CD-ROMドライブは、定期的にレンズを清掃してください。

� レンズの清掃
CD-ROMドライブは、CD-ROM媒体に記録された情報を、レーザ光を用いて読み取ります。レー
ザ光が通過するレンズがほこりやゴミで汚れていると、正常なデータの読取りができなくなります。
CD-ROM媒体が読み取れない場合は、以下のクリーニングディスクを使用し、レンズの清掃を実施
してください。

　　品　　　　　　　名 商品番号

CD-ROMクリーニングディスク 0632410
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7.1.6 内蔵 DATユニットのお手入れ

内蔵 DATユニットは、以下のことに注意してお手入れしてください。

� 磁気ヘッドの清掃
内蔵DATユニットは、データの書き込み、読み出しを磁気ヘッドで行っています。ヘッドがほこり
やゴミなどで汚れると、データの記録・再生が正常に行われないことがあります。また、データカ
セットの寿命が短くなる、データカセットのテープ表面に傷が発生し使用できなくなるなどの不具
合が発生します。このようなことを未然に防ぐため、クリーニングカセットによる定期的な清掃
（磁気ヘッドのクリーニング）を必ず実施してください。
清掃の実施方法は内蔵 DATユニットの取扱説明書を参照してください。

－ DATユニットの使用時間が 5～25時間ごとに 1回の割合で清掃してください。
清掃周期の目安としては、1日に約 2～3時間のバックアップ処理を月曜日から金曜日に行う場
合は、1週間に 1回の割合で清掃が必要です。『毎週月曜日の朝』といったような分かりやすい
予定を立てて、定期的な清掃を実施してください。

－ DATユニットをまったく使用しない場合でも、1カ月に 1回の割合で清掃が必要です。

－ DATユニットの Cleanランプが点滅したとき、清掃してください。なお、清掃後も点滅が止ま
らない場合は、新しいデータカセットをご使用ください。

－ 新しいデータカセットを使用する場合は、使用する前に清掃してください。

� 使用するクリーニングカセット
内蔵 DATユニットには以下のクリーニングカセットをご使用ください。

　　品　　　　　　　名 商品番号

クリーニングカセット DAT-N 0121170

クリーニングカセットをセットしても、すぐに排出されてしまう場合は、新しいクリーニングカ
セットと交換してください。
クリーニングカセットの使用可能回数は約 25回です。カセット内の右リールにすべてのテープが巻
き付いていればクリーニングカセットの寿命です。

� 装置にデータカセットを入れたままにしない
DATユニットにデータカセットを入れたままの運用はしないでください。データカセットを DAT
ユニットに入れたままにすると、以下のような問題が発生します。

－ データカセットのテープは基本材料に樹脂を用いています。そのため、使用中にわずかですが
静電気を帯びます。DATユニットにセットされているテープは、静電気によって表面に空気中
のホコリが付着します。表面にホコリが付着した状態でバックアップ処理を実行すると、磁気
ヘッドとテープとの擦れによって、テープ表面の磁性体に傷が付きます。その結果、データカ
セットの記録性能が確保できなくなり、『メディアエラー』に代表される媒体不良になります。

－ データカセットが DATユニット内にセットされている状態では、テープはわずかなテンション
（張力）で引っ張られています。この力は、テープが装置内でゆるむことによる引っかかりなど
を防止するうえで必要なものです。しかし、非動作状態で長時間放置すると、テープの特定部
分に連続的にテンションが加わることになり、テープが伸びたり変形したりすることがありま
す。このようなデータカセットを使用すると、バックアップが失敗するばかりか、せっかくバッ
クアップしたデータカセットにテープが伸びたり変形したりすることで、リストア（復旧）を
行おうとしたときに、記録済みのデータが読み出せなくなります。
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バックアップ処理前にデータカセットをセットしてください。また、処理完了後は速やかにデータ
カセットを取り出し、専用ケースに入れて保管してください。また、サーバの電源を切断する場合
にも、DATユニットからデータカセットを取り出してください。

� データカセットの交換
データカセットは消耗品です。定期的に新品へ交換する必要があります。寿命を迎えたデータカ
セットを使い使い続けると、『メディアエラー』に代表される媒体不良系エラーでバックアップ処理
が失敗します。テータカセットは、正常な使用（上述のお手入れを守っていただいた場合）におい
て、約 100回の使用が可能です。

7.1.7 内蔵 1/4インチ CRMTユニットのお手入れ

内蔵 1/4インチ CRMTユニットは、以下のことに注意してお手入れしてください。

� 磁気ヘッドの清掃
内蔵 1/4インチ CRMTユニットは、データの書き込み・読み取りに磁気ヘッドを使っています。こ
のヘッドがほこりやゴミで汚れていると、正常にデータの書き込み・読み取りが出来なくなります。
また、データ記録用カートリッジの寿命が短くなる、カートリッジのテープ表面に傷が発生し使用
できなくなる等の不具合が発生します。このようなことを未然に防ぐために、クリーニングカート
リッジによる定期的な清掃（磁気ヘッドのクリーニング）を必ず実施してください。
清掃の実施方法は内蔵 1/4インチ CRMTユニットの取扱説明書を参照してください。

－ 内蔵 1/4インチ CRMTユニットの使用時間が 50時間ごとに 1回の割合で清掃してください。
清掃周期の目安としては、1日に約 2～3時間のバックアップ処理を月曜日から金曜日に行う場
合は、2週間に 1回の割合で清掃が必要です。『隔週月曜日の朝』といったような分かりやすい
予定を立てて、定期的な清掃を実施してください。

－ 内蔵 1/4インチ CRMTユニットをまったく使用しない場合でも、1カ月に 1回の割合で清掃が
必要です。

－ 新しいデータカートリッジを使用する場合は、使用する前に清掃してください。

� 使用するクリーニングカートリッジ
内蔵 1/4インチ CRMTユニットには以下のクリーニングカートリッジをご使用ください。

　　品　　　　　　　名 商品番号

DCクリーニングカートリッジ 0140390

クリーニングカートリッジの使用可能回数は約 50回です。クリーニングカートリッジに貼り付けら
れているラベルの記録欄で、使用回数を管理してください。

� データカートリッジを入れたままにしない
内蔵 1/4インチ CRMTユニットにおいて、データカートリッジを入れっ放しで運用することはで
きません。データカートリッジを入れ放しにすると、以下のような問題が発生します。

－ データカートリッジのテープは基本材料に樹脂を用いています。そのため、使用中にわずかで
すが静電気を帯びます。内蔵 1/4インチ CRMTユニットにセットされているテープは、静電気
によって表面に空気中のホコリが付着します。表面にホコリが付着した状態でバックアップ処
理を実行すると、磁気ヘッドとテープとの擦れによって、テープ表面の磁性体に傷が付きます。
その結果、データカートリッジの記録性能が確保できなくなり、『メディアエラー』に代表され
る媒体不良になります。
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－ データカートリッジが内蔵 1/4インチ CRMTユニット内にセットされている状態では、テープ
はわずかなテンション（張力）で引っ張られています。この力は、テープが装置内でゆるむこと
による引っかかりなどを防止するうえで必要なものです。しかし、非動作状態で長時間放置する
と、テープの特定部分に連続的にテンションが加わることになり、テープが伸びたり変形したり
することがあります。このようなデータカートリッジを使用すると、バックアップが失敗する
ばかりか、せっかくバックアップしたデータカートリッジにテープが伸びたり変形したりする
ことで、リストア（復旧）を行おうとしたときに、記録済みのデータが読み出せなくなります。

バックアップ処理前にデータカートリッジをセットしてください。また、処理完了後は速やかに
データカートリッジを取り出し、専用ケースに入れて保管してください。また、サーバの電源を切
断する場合にも、内蔵 1/4インチ CRMTユニットからデータカートリッジを取り出してください。

� データカートリッジの交換
データカートリッジは消耗品です。定期的に新品へ交換する必要があります。寿命を迎えたデータ
カートリッジを使い続けると、『メディアエラー』に代表される媒体不良系エラーでバックアップ処
理が失敗します。テータカートリッジは、正常な使用（上述のお手入れを守っていただいた場合）
において、約 100回（5000パス）の使用が可能です。

7.1.8 内蔵光磁気ディスクユニットのお手入れ

内蔵光磁気ディスクユニットは、定期的にレンズおよび媒体を清掃してください。

� レンズの清掃
内蔵光磁気ディスクユニットは、データの書き込みや読み取りに、光学レンズを使用しています。
レンズがほこりやゴミなどで汚れていると、正常なデータの書込み・読み取りが出来なくなります。
このようなことを防ぐために、クリーニングカートリッジで定期的にレンズの清掃を行う必要があ
ります。内蔵光磁気ディスクユニットの性能を維持するために、３ヶ月に１度、以下のクリーニン
グカートリッジを使用しレンズの清掃を行ってください。

　　品　　　　　　　　　　　　　　名 商品番号

光磁気ディスククリーニングカートリッジ C4 0240470

� 媒体の清掃
光磁気ディスクカートリッジを長い間使用すると、カートリッジ内の媒体（ディスク）上にほこり
や汚れが付着し、データを正常に読み書きできなくなる場合があります。このようなことを防ぐた
めに、カートリッジ内の媒体表面を定期的に清掃する必要があります。内蔵光磁気ディスクユニッ
トの性能を維持するために、3ヶ月に 1度、以下のクリーニングキットを使用し媒体の清掃を行って
ください。

　　品　　　　　　　　　　　　名 商品番号

光ディスククリーニングキット (3.5型) 0632440

7.1.9 内蔵 DLTユニットのお手入れ

内蔵 DLTユニットは、以下のことに注意してお手入れしてください。

� 磁気ヘッドの清掃
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7.1 お手入れ

内蔵 DLTユニットは、データの書き込み・読み取りに磁気ヘッドを使っており、このヘッドにゴミ
が堆積するとデータの書き込み・読み取りが正しく行なわれなくなります。
内蔵DLTユニットでは、テープを走行させることによるヘッドクリーニング効果（セルフクリーニ
ング効果）があり、定期的なヘッドクリーニングは必要ありませんが、以下の場合に前面パネルの
「Use Cleaning Tape」ランプが点灯しヘッドクリーニング要求状態となることがあります。

－ 新しいデータカートリッジを使った場合
磁気テープは目に見えないゴミを出します。新しいデータカートリッジはこのゴミが多く付い
ており、このゴミが堆積するとヘッドクリーニングが必要になります。

－ 少量のデータバックアップを繰り返した場合
1回にバックアップするデータの容量が少ないと磁気テープの走行量が少ないためセルフク
リーニング効果が小さくなります。1回にバックアップするデータ量は 500MB以上とすること
を推奨します。

� 寿命の過ぎたデータカートリッジを使った場合
「Use Cleaning Tape」ランプが点灯した場合は以下の操作を行ってください。

－ データカートリッジを取り出し、もう一度入れ直します。
テープを入れ直すことでセルフクリーニング効果によりヘッドが清掃されます。
これでも「Use Cleaning Tape」ランプが消えない場合は、クリーニングカートリッジを使って
ヘッドクリーニングを行ってください。
ヘッドクリーニングの方法は内蔵 DLTユニットの取扱説明書を参照してください。

� 使用するクリーニングカートリッジ
内蔵 DLTユニットには以下のクリーニングカートリッジをご使用ください。

　　品　　　　　　　名 商品番号

クリーニングカートリッジ DLT 0160120

クリーニングカートリッジを使っても「Use Cleaning Tape」ランプが消えない場合は以下の原因が
考えられます。

－ クリーニングカートッジの使用可能回数を過ぎている。
クリーニングカートリッジの使用回数は 20回です。
クリーニングカートリッジに添付されているラベルを使って使用回数をチェックしてください。

－ データカートリッジが傷んでいる。
データカートリッジを交換する必要があります。

� 装置にデータカートリッジを入れたままにしない
内蔵DLTユニットにデータカートリッジを入れたままで運用するとテープを劣化させる原因になる
ことがあります。データカートリッジは使用時にセットし、バックアップ終了後は取り出して専用
ケースに入れて保管してください。

� データカートリッジの交換
データカートリッジは消耗品です。また、データカートリッジの寿命は使用環境（温度、湿度等）
に大きく左右されます。ヘッドクリーニングを行ってもデータカートリッジを入れるとクリーニン
グ要求状態になってしまう場合は、データカートリッジを交換してください。
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第 7章 日常のお手入れ

7.2 バックアップ

本サーバは信頼性の高い部品やハードディスクを使用しておりますが、万一の故障に備え、データの
定期的なバックアップを必ず実施してください。

7.2.1 バックアップの必要性

サーバのデータがバックアップされていれば、ハードウェアの故障や操作ミスなどによりハードディ
スクユニット内のデータが破壊された場合でも、バックアップデータからシステムを復旧させることが
可能です。バックアップが作成されていないと、お客様の大切なデータが失われてしまいます。システ
ムを安心して運用していただくために、定期的なバックアップを必ず実施してください。

7.2.2 バックアップ装置とソフトウェア、およびその運用

バックアップの運用方法はご使用になるネットワーク OSやアプリケーション、システム運用方法に
よって異なります。そのため、弊社担当営業にご相談のうえで次のものを準備してバックアップを実施
してください。

� バックアップ装置 (DLTドライブ、内蔵 1/4インチ CRMTなど)

� バックアップソフトウェア
(OS標準提供のバックアップ用ソフトウェア、ARCserve for Windows NT、Changer Option for
Windows NTなど)

� バックアップの運用方法 (スケジュールなど)

バックアップ装置およびソフトウェアは弊社純正品をご使用ください。バックアップ媒体（テープな
ど）の保管にあたっては保管条件をお守りください。

コラム

ミラーリング／ディスクアレイシステムについて

システムの信頼性をさらに高めるために、定期的なバックアップに加えて、SCSIアレイ
コントローラカード (GP5-141)を使いミラーリングやディスクアレイシステムとすること
を推奨します。

ハードウェアによるミラーリングやディスクアレイシステムとすることによって、ハード
ディスクユニットに故障が発生しても運用を停止する必要がない信頼性の高いシステムを
構築できます。
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8
第 8章 故障かな？と思ったとき

には

この章では、本サーバを使っていて思うように動かないときに、どうすればいいかを解説しています。
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第 8章 故障かな？と思ったときには

8.1 トラブルシューティング

本サーバを操作してみて、うまく動作しない場合や CRTディスプレイにエラーメッセージが表示さ
れる場合、「故障かな？」と思ったときには、以下のことを確認してください。
なお、オプションの装置については、オプション装置に添付の取扱説明書を参照してください。

■サーバ本体

� 本体の電源が入らない、本体前面の電源ランプがつかない。

本体の電源ケーブルは、コンセントに接続されていますか。コンセントに接続してく
ださい。
「2.3接続方法」を参照してください。

� アクセス表示ランプがつかない。

サーバ本体が故障している可能性があります。担当保守員に連絡してください。

� CRTディスプレイにエラーメッセージが表示された。

「8.2エラーメッセージ」を参照してください。

� LANドライバインストール時にエラーメッセージが表示される、LANが正常に動作し
ない。

LAN以外の拡張カードを含め、システム資源の競合が起きている可能性があります。
いったんすべての LANドライバを削除し、システム資源の競合が起きていないこと
を確認し、システム再起動後に、再度 LANドライバをインストールしてください。
「第 4章セットアップ」および「第 6章ソフトウェアのインストール」を参照してく
ださい。

■ CRTディスプレイ

� CRTディスプレイの電源が入らない。

CRTディスプレイの電源ケーブルをコンセントに接続してください。
「2.3接続方法」および CRTディスプレイの取扱説明書を参照してください。

� 画面に何も表示されない。

－ CRTディスプレイのケーブルが正しく接続されていなければ、サーバ本体の電源
を切ってから、ケーブルを正しく接続しなおしてください。
「2.3接続方法」を参照してください。

－ CRTディスプレイのブライトネスボリュームとコントラストボリュームが正しく
調節されているか確認してください。
CRTディスプレイの取扱説明書を参照してください。

－ 拡張 RAMモジュールのシステム領域が異常の可能性があります。担当保守員に
連絡してください。

� 入力した文字が表示されない、マウスカーソルが動かない。

キーボードおよびマウスが正しく接続されていなければ、サーバ本体の電源を切って
からケーブルをサーバ本体に正しく接続してください。
「2.3接続方法」を参照してください。

� 画面が揺れる。

近くにテレビやスピーカなどの強い磁界が発生するものがあるならば、それらを CRT
ディスプレイから離して置いてください。
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8.1 トラブルシューティング

■フロッピィディスクドライブ／内蔵 DATユニット／内蔵 DLTユニット／

　内蔵 1/4インチ CRMTユニット／内蔵光磁気ディスクユニット

� 媒体の読み書きができない。

－ 媒体の表裏を確認して正しくセットしてください。

－ ヘッドが汚れている場合、クリーニング媒体でクリーニングしてください。
「7.1　お手入れ」を参照してください。

－ 書き込みができない場合は、ライトプロテクタを書き込み可能な位置にしてくだ
さい。

■内蔵ハードディスクユニット

� ユニットが正常に動作しない。

「5.8内蔵オプションベイへの取り付け」を参照してください。

－ 内蔵ケーブルを正しく接続してください。

－ ジャンパピンを正しく設定し直してください。

－ SCSI規格の装置の場合、SCSI IDおよび終端抵抗を正しく設定し直してください。

■内蔵 CD-ROMドライブユニット

� データの読み書きができない。

「7.1.5 CD-ROMのお手入れ」を参照してください。

－ CDのレーベル面を正しくセットしてください。

－ 乾いた柔らかい布で汚れを落してください。

－ CDに傷がついていたり、反っているならば、CDを交換してください。

� ユニットが正常に動作しない。

「5.8内蔵オプションベイへの取り付け」を参照してください。

－ 内蔵ケーブルを正しく接続してください。
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第 8章 故障かな？と思ったときには

8.2 エラーメッセージ

本サーバによる POSTエラーメッセージについて説明します。
なお、内蔵オプションなどの機器の交換が必要な場合は、担当保守員に依頼してください。

メッセージコード

0001 起動デバイスが見つかりません。BIOSセットアップ
ユーティリティでBIOSの設定を確認してください。

0010

0015

0016

0042

0050

0051

0052

0053

0054

0055

0060

0070

0080

メモリキャッシュに失敗しました。CPUの交換が必要
です。担当保守員に連絡してください。

出力デバイスが見つかりません。SSUが正しく設定さ
れていない可能性があります。SSUを起動し、設定を
確認してください。

ISAカードのシステム資源に誤りがあります。I/Oベー
スボードの交換が必要です。担当保守員に連絡してく
ださい。

システム資源(メモリアドレス)が競合しています。
SSUを起動し、設定を確認してください。

イベントログエリアがいっぱいです。
SSUを起動し、設定を確認してください。

キーボードがロックされています。キーボードが正し
く接続されているか確認してください。

時間および日付が設定されていません。BIOSセットア
ップユーティリティを起動し、時間および日付を設定
してください。

I/Oベースボードが異常です。担当保守員に連絡してく
ださい。

内容と対処処置

Primary Boot Device Not Found

Cache Memory Failure, Do Not
Enable Cache

Primary Output Device Not Found

Primary Input Device Not Found

ISA Config contains invalid info

PnP Memory Conflict:

PnP 32-bit Memory Conflict:

PnP IRQ Conflict

PnP DMA Conflict

PnP Error Log Is Full

Bad PnP Resource Date Checksum:

Keyboard Is locked ... please
Unlock It

CMOS Time & Date Not Set

Option ROM has bad checksum

入力デバイスが見つかりません。SSUが正しく設定さ
れていない可能性があります。SSUを起動し、設定を
確認してください。

システム資源(メモリアドレス)が競合しています。
SSUを起動し、設定を確認してください。

システム資源(IRQ)が競合しています。
SSUを起動し、設定を確認してください。

システム資源(DMAチャネル)が競合しています。
SSUを起動し、設定を確認してください。

PCIカードが異常です。PCIカードを確認してくださ
い。

0083

0085

PCIカードまたはI/Oベースボードが異常です。担当保
守員に連絡してください。

Shadow Of PCI ROM Failed

Shadow Of ISA ROM Failed ISAカードまたはI/Oベースボードが異常です。担当保
守員に連絡してください。
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0170 表示されたCPUスロットが定義されていない、または
CPUベースボードが異常です。BIOSセットアップユー
ティリティを起動し、BIOSの設定を確認してくださ
い。確認後、再度エラーが表示される場合は、CPUベ
ースボードの交換が必要です。担当保守員に連絡して
ください。

0171

0172

0173

0174

0175

0176

0177

0178

0179

0180

CPU#1が異常です。CPUの交換が必要です。担当保守
員に連絡してください。

CPUが搭載されていないか、異なるCPUクロックの
CPUが搭載されています。CPUの交換が必要です。担
当保守員に連絡してください。

CPU#1が異常です。CPUの交換が必要です。CPU交換
後、再度エラーが発生する場合は、CPUベースボード
の交換が必要です。担当保守員に連絡してください。

0131

0132

0135

0140

フロッピィディスクドライブが正しく接続されている
か確認してください。

フロッピィディスクドライブが正しく接続されている
か確認してください。

フロッピィディスクドライブのケーブルが正しく接続
されているか確認してください。確認後、エラーが再
度発生する場合は、フロッピィディスクの交換が必要
です。担当保守員に連絡してください。

I/Oベースボードの交換が必要です。担当保守員に連絡
してください。

Floppy Drive A:

Floppy Drive B:

Floppy Disk Controller Failure

Shadow Of System BIOS Failed

メッセージコード 内容と対処処置

Disabled CPU slot #

CPU Failure - CPU  #1

CPU#2が異常です。CPUの交換が必要です。担当保守
員に連絡してください。

CPU Failure - CPU  #2

CPU#3が異常です。CPUの交換が必要です。担当保守
員に連絡してください。

CPU Failure - CPU  #3

CPU#4が異常です。CPUの交換が必要です。担当保守
員に連絡してください。

CPU Failure - CPU  #4

CPU modules are incompatible or
one is not present

Previous CPU Failure - CPU  #1

CPU#2が異常です。CPUの交換が必要です。CPU交換
後、再度エラーが発生する場合は、CPUベースボード
の交換が必要です。担当保守員に連絡してください。

Previous CPU Failure - CPU  #2

CPU#3が異常です。CPUの交換が必要です。CPU交換
後、再度エラーが発生する場合は、CPUベースボード
の交換が必要です。担当保守員に連絡してください。

Previous CPU Failure - CPU  #3

CPU#4が異常です。CPUの交換が必要です。CPU交換
後、再度エラーが発生する場合は、CPUベースボード
の交換が必要です。担当保守員に連絡してください。

Previous CPU Failure - CPU  #4

異常のあるCPUで起動しています。CPUの交換が必要
です。CPU交換後、再度エラーが発生する場合は、
CPUベースボードの交換が必要です。担当保守員に連
絡してください。

Attempting to boot with failed CPU
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第 8章 故障かな？と思ったときには

0181

0191

0195

0198

0289

0295

0297

0299

0370

1CPUモードで起動しています。CPUおよびCPUベース
ボードを確認してください。

バッテリの交換が必要です。担当保守員に連絡してく
ださい。

メモリサイズが異常です。拡張RAMモジュール、RAM
ベースカードを確認してください。

拡張RAMモジュールが異常です。拡張RAMモジュール
を交換してください。

SSUでSELを参照してください。また、拡張RAMモジ
ュールが正しく取り付けられているか確認してくださ
い。

電源切断後、キーボードが正しく取り付けられている
か確認してください。

BIOSセットアップユーティリティを再実行してくださ
い。再実行後、再度エラーが発生する場合は、バッテ
リの交換が必要です。担当保守員に連絡してくださ
い。

0373 電源切断後、キーボードが正しく取り付けられている
か確認してください。再度エラーが発生する場合は、
キーボードの交換が必要です。

BSP switched, system may be in
uni processor mode

CMOS Battery Failed

CMOS System Option Not Set

CMOS Checksum Invalid

System memory Size Mismatch

Address Line short Detected

Base Or Extended Memory Error:
Board #, DIMM #

ECC Error Correction Failure

Keyboard Controller Error

Keyboard Stuck Key Detected

メッセージコード 内容と対処処置

0375 電源切断後、キーボードおよびマウスが正しく取り付
けられているか確認してください。

0430

0440

0441

0445

0446

I/Oベースボードの交換が必要です。
担当保守員に連絡してください。

BIOSセットアップユーティリティを再実行してくださ
い。再実行後、再度エラーが発生する場合は、バッテ
リの交換が必要です。担当保守員に連絡してくださ
い。

拡張RAMモジュールまたはRAMベースカードが異常で
す。拡張RAMモジュールを交換してください。交換
後、再度エラーが表示される場合は、RAMベースカー
ドの交換が必要です。担当保守員に連絡してください。

Keyboard and Mouse Swapped

Timer Channel 2 Failure

Gate-A20 Failure

Unexpected Interrupt in Protected
Mode

Master Interrupt Controller Error

Slave Interrupt Controller Error

I/Oベースボードの交換が必要です。
担当保守員に連絡してください。

I/Oベースボードの交換が必要です。
担当保守員に連絡してください。

I/Oベースボードの交換が必要です。
担当保守員に連絡してください。

I/Oベースボードの交換が必要です。
担当保守員に連絡してください。

0450 Master DMA Controller Error I/Oベースボードの交換が必要です。
担当保守員に連絡してください。

254



8.2 エラーメッセージ

メッセージコード 内容と対処処置

0451 Slave DMA Controller Error I/Oベースボードの交換が必要です。
担当保守員に連絡してください。

0452 DMA Controller Error I/Oベースボードの交換が必要です。
担当保守員に連絡してください。

0460 Fail-safe timer NMI Failure I/Oベースボードの交換が必要です。
担当保守員に連絡してください。

0461 Software Port NMI Failure I/Oベースボードの交換が必要です。
担当保守員に連絡してください。

0465 Bus Timeout NMI in Slot I/Oベースボードの交換が必要です。
担当保守員に連絡してください。

0467 Expansion Board NMI in Slot I/Oベースボードの交換が必要です。
担当保守員に連絡してください。

0510 PCI Parity Error

0710 System Board Device Resource
Conflict

0711 Static Device Resource Conflict

0780 PCI Segment 1 memory request
exceeds 998MB

0781 PCI Segment 1 I/O requests
exceeds 12KB

0782 PCI/IO request exceeds amount
available

0783 PCI memory request exceeds
amount available

0784 Illegal bus for memory request
below 1MB

0785 Memory request below 1 MB
exceeds 1MB

0800 PCI I/O Port Conflict

0801 PCI Memory Conflict

0802 PCI IRQ Conflict

0804 PCI ROM not found, May Be OK
for This Card:

0805 Insufficient Memory to shadow
PCI ROM:

PCIカードまたはI/Oベースボードが異常です。
担当保守員に連絡してください。

SSUの設定が正しくありません。SSUを起動し、設定
を確認してください。

SSUの設定が正しくありません。SSUを起動し、設定
を確認してください。

PCIカードが異常です。担当保守員に連絡してくださ
い。

PCIカードが異常です。担当保守員に連絡してくださ
い。

PCIカードが異常です。担当保守員に連絡してくださ
い。

PCIカードが異常です。担当保守員に連絡してくださ
い。

SSUの設定が正しくありません。SSUを起動し、設定
を確認してください。

SSUの設定が正しくありません。SSUを起動し、設定
を確認してください。

SSUの設定が正しくありません。SSUを起動し、設定
を確認してください。

PCIカードが異常です。担当保守員に連絡してくださ
い。

PCIカードが異常です。担当保守員に連絡してくださ
い。

担当保守員に連絡してください。

担当保守員に連絡してください。
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メッセージコード 内容と対処処置

0806 Memory Allocation Failure for
Second PCI Segment

SSUの設定が正しくありません。SSUを起動し、設定を
確認してください。その後、再起動してください。

0810 Floppy Disk Controller Resource
Conflict

0811 Primary IDE Controller Resource
Conflict

0812 Secondary IDE Controller Resource
Conflict

SSUの設定が正しくありません。SSUを起動し、設定を
確認してください。その後、再起動してください。

SSUの設定が正しくありません。SSUを起動し、設定を
確認してください。その後、再起動してください。

SSUの設定が正しくありません。SSUを起動し、設定を
確認してください。その後、再起動してください。

0815 Parallel Port Resource Conflict

0816 Serial Port 1 Resource Conflict

0817 Serial Port 2 Resource Conflict

SSUの設定が正しくありません。SSUを起動し、設定を
確認してください。その後、再起動してください。

SSUの設定が正しくありません。SSUを起動し、設定を
確認してください。その後、再起動してください。

SSUの設定が正しくありません。SSUを起動し、設定を
確認してください。その後、再起動してください。

0820 Expansion Board Disabled in slot

0900 NVRAM Checksum Error , 
NVRAM Cleared

拡張カードが異常です。異常な拡張カードを交換する
必要があります。

SSUの設定が正しくありません。SSUを起動し、設定を
確認してください。その後、再起動してください。

0903 NVRAM Data Invalid , NVRAM
Cleared

0982 I/O Expansion Board Disabled in Slot

0985 Fail-safe Timer NMI

SSUの設定が正しくありません。SSUを起動し、設定を
確認してください。その後、再起動してください。

I/Oベースボードが異常です。I/Oベースボードの交換
が必要です。担当保守員に連絡してください。

拡張カードが異常です。異常な拡張カードを交換する
必要があります。

0986

0987 Bus Timeout NMI in Slot

8100 Processor 0 failed BIST

拡張カードが異常です。該当するスロットの拡張カー
ドを交換する必要があります。

CPUが異常です。CPU1の交換が必要です。

System Reset caused by Watchdog
Timer

I/OベースボードおよびCPUベースボードが異常です。
担当保守員に連絡してください。

8101 Processor 1 failed BIST CPUが異常です。CPU2の交換が必要です。

8102 Processor 2 failed BIST CPUが異常です。CPU3の交換が必要です。

8103 Processor 3 failed BIST CPUが異常です。CPU4の交換が必要です。

8104 Processor 1 Internal error (IERR) CPUが異常です。CPU2の交換が必要です。

8105 Processor 0 Internal error (IERR) CPUが異常です。CPU1の交換が必要です。

8106 Processor 0 Thermal Trip error

8107 Processor 1 Thermal Trip error

環境温度が異常です。設置環境を確認してください。
設置環境変更後、再度エラーが発生する場合は、CPU1
の交換が必要です。担当保守員に連絡してください。

環境温度が異常です。設置環境を確認してください。
設置環境変更後、再度エラーが発生する場合は、CPU2
の交換が必要です。担当保守員に連絡してください。
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メッセージコード 内容と対処処置

810C Processor 0 disabled

810D

810E Processor 0 failed FRB-3 timer CPU1が異常です。CPU1の交換が必要です。

810F Processor 1 failed FRB-3 timer CPU2が異常です。CPU2の交換が必要です。

CPU1の交換が必要です。CPUを交換後、再度エラーが
発生する場合は、CPUベースボードの交換が必要で
す。担当保守員に連絡してください。

Processor 1 disabled CPU2の交換が必要です。CPUを交換後、再度エラーが
発生する場合は、CPUベースボードの交換が必要で
す。担当保守員に連絡してください。

8110 Server Management Interface
failed to function

I/Oベースボードが異常です。I/Oベースボードの交換
が必要です。担当保守員に連絡してください。

8128 Processor 2 Internal error (IERR) CPUが異常です。CPU3の交換が必要です。

8129 Processor 3 Internal error (IERR) CPUが異常です。CPU4の交換が必要です。

8130 Processor 2 Thermal Trip error 環境温度が異常です。設置環境を確認してください。
設置環境変更後、再度エラーが発生する場合は、CPU3
の交換が必要です。担当保守員に連絡してください。

8131 Processor 3 Thermal Trip error 環境温度が異常です。設置環境を確認してください。
設置環境変更後、再度エラーが発生する場合は、CPU4
の交換が必要です。担当保守員に連絡してください。

8138 Processor 2 failed FRB-3 timer CPUが異常です。CPU3の交換が必要です。

8139 Processor 3 failed FRB-3 timer CPUが異常です。CPU4の交換が必要です。

8140 Processor 2 disabled CPU3が異常です。CPU3を交換する必要があります。
CPU交換後、再度エラーが発生する場合は、CPUベー
スボードの交換が必要です。担当保守員に連絡してく
ださい。

8141 Processor 3 disabled CPU4が異常です。CPU4を交換する必要があります。
CPU交換後、再度エラーが発生する場合は、CPUベー
スボードの交換が必要です。担当保守員に連絡してく
ださい。

8148 Processor 1 failed initialization CPUが異常です。CPU2の交換が必要です。

8149 Processor 2 failed initialization CPUが異常です。CPU3の交換が必要です。

814A Processor 3 failed initialization CPUが異常です。CPU4の交換が必要です。

8150 NVRAM Cleared by Jumper I/Oベースボードのジャンパの設定が異常です。I/Oベー
スボードのジャンパの設定を確認してください。

8152 ESCD Data Cleared SSUを起動し、設定を確認してください。

Password Cleared by Jumper I/Oベースボードのジャンパの設定が異常です。I/Oベー
スボードのジャンパの設定を確認してください。

8153

8108 Watchdog timer failed on last boot CPU1が異常です。CPU1の交換が必要です。

810B Processor 0 failed initialization CPUが異常です。CPU1の交換が必要です。
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メッセージコード 内容と対処処置

Unable to apply BIOS update for
Processor 2

CPU2およびBIOSの設定が異常です。パッチ対応のCPU
であることを確認し、該当するCPUを交換してくださ
い。

8161

Unable to apply BIOS update for
Processor 3

CPU3およびBIOSの設定が異常です。パッチ対応のCPU
であることを確認し、該当するCPUを交換してくださ
い。

8162

Unable to apply BIOS update for
Processor 4

CPU4およびBIOSの設定が異常です。パッチ対応のCPU
であることを確認し、該当するCPUを交換してくださ
い。

8163

8168 Processor 1 L2 cache failed CPUが異常です。CPU1の交換が必要です。

8169 Processor 2 L2 cache failed CPUが異常です。CPU2の交換が必要です。

816A Processor 3 L2 cache failed CPUが異常です。CPU3の交換が必要です。

816B Processor 4 L2 cache failed CPUが異常です。CPU4の交換が必要です。

8170 BIOS does not support current
stepping for Processor 1

CPU1が異常です。CPUのステッピングを確認してくだ
さい。

8171 BIOS does not support current
stepping for Processor 2

CPU2が異常です。CPUのステッピングを確認してくだ
さい。

8172 BIOS does not support current
stepping for Processor 3

CPU3が異常です。CPUのステッピングを確認してくだ
さい。

8173 BIOS does not support current
stepping for Processor 4

CPU4が異常です。CPUのステッピングを確認してくだ
さい。

8180 PXB1 failed to respond I/Oベースボードが異常です。I/Oベースボードの交換
が必要です。担当保守員に連絡してください。

8181 Mismatch Among Processor 
Detected

CPUスピードが異常です。CPU間のクロック数を確認
してください。

8182 L2 cache size mismatch CPUのキャッシュサイズが異常です。CPU間のキャッ
シュサイズを確認してください。

8200 Baseboard Management controller
failed to function

I/Oベースボードが異常です。I/Oベースボードの交換
が必要です。担当保守員に連絡してください。

8201 Front panel Controller failed to
function

フロントパネルが異常です。フロントパネルの交換
が必要です。担当保守員に連絡してください。

Unable to apply BIOS update for
Processor 1

CPU1およびBIOSの設定が異常です。パッチ対応のCPU
であることを確認し、該当するCPUを交換してくださ
い。

8160
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8.3 イベントログ

イベントログの採取や採取したイベントログの参照は、SSUで行います。イベントログの採取方法や
参照については、「4.6.8　システムイベントログ（SEL）の操作」を参照してください。
なお、イベントログが発生した場合は、イベントログ採取プログラムを実行後、担当営業に連絡して

ください。
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8.4 保守員に連絡するときは

どうしても故障の原因がわからないときや、元の状態に戻せないときは、お買い上げの販売店または
担当保守員へ連絡してください。そのときに、事前に次のことを確認して、保守員に伝えられるように
しておいてください。
「付 B.1　コンフィグレーション・シート」および「付 B.2　障害連絡シート」に必要事項を記入し
ておくと、便利です。

� サーバ本体のモデル名と型名（サーバ本体背面のラベルに表示されています。）

� サーバ本体のセットアップ情報（取り付けてある内蔵オプションの種類や設定など）

� コンフィグレーション設定情報（BIOSセットアップユーティリティ、SSU、SCSI Selectユーティ
リティでの設定値）

� 使用しているNOS

� LAN/WANシステム構成

� 現象（何をしているときに何が起きたか、画面にどのようなメッセージが表示されたか。）

� 発生日時

� サーバ本体設置環境
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付録 A

A.1 本体仕様

本サーバの仕様は、以下のとおりです。
他の周辺装置の仕様については、各装置に添付の取扱説明書をご覧ください。

SCSIアレイ
コントローラカード

ハードディスク
キャビネット

オプション

1次キャッシュ 32KB
2次キャッシュ 512KB

Xeon 　400MHz / RPentium　II TM

NT4.0(アレイ)FD NT4.0 NT4.0(アレイ) NT4.0(アレイ) ラックマウントタイプ

GRANPOWER5000 モデル 680

タイプ

GP568C1A GP568C1R

GP568C1YA

GP568C1YB

GP568C1YC

GP568C2PA

GP568C2PB

GP568C2PC

GP568C2TA

GP568C2TB

GP568C2TC

GP568C2VA

GP568C2VB

GP568C2VC

TeamWARE Office
添付タイプ

Lotus Notes
添付タイプ

Exchange Server
添付タイプ

型名

周波数/
キャッシュ

マルチ数

CPU

1(最大4) 2(最大4) 1(最大4)

標準

増設単位

最大

256MB(64MB DIMM×4枚)

256MB (64MB DIMM×4枚) / 512MB (128MB DIMM×4枚) / 1GB (256MB DIMM×4枚)

8GB (256MB DIMM×32枚)

メモリ

ビデオ RAM容量

オプション

2MB　VGAチップ：CL-GD5446

1024×768，800×600，640×480　表示色：解像度、OSなどにより異なるグラフィックス

サーバモニタモジュール

種類：CD-ROM，DAT，光磁気ディスク，DLT（2ベイ占有），1/4インチCRMT

24倍速 CD-ROM 

内蔵5インチベイ

標準搭載

内蔵3.5インチベイ 1ベイ(フロッピィディスクドライブ　標準搭載)

6ベイ(標準搭載ハードディスクユニットを含む)
14ベイ(オプションのハードディスクキャビネットを使用時)

内蔵3.5インチ
ハードディスクベイ

4.5GB(7,200rpm) / 9.1GB(7,200 / 10,000rpm) / 18.2GB(7,200 / 10,000rpm)

オプション 4.5GB×1 4.5GB×3 9.1GB×3 18.2GB×3 オプション標準

増設単位

内蔵最大 18.2GB×14ベイ=254.8GB 18.2GB×6ベイ=109.2GB

オプション（最大 4 台）

オプション オプション標準搭載（GP5-141）

拡張スロット 64ビットPCI×5，32ビットPCI×5，32ビットPCI・ISA共用×1 (標準搭載含む)

オプション 標準搭載 オプションSCSIカード

フロッピィディスク
ドライブ

3.5インチ（2モード 1.44MB / 720KB） 標準搭載

インタフェース LAN(100BASE-TX / 10BASE-T)×1（標準搭載），
シリアル×2，パラレル×1，キーボード，マウス，モニタ

標準添付キーボード/マウス オプション

横幅500mm×奥行き800mm×高さ700mm外形寸法 横幅440mm×奥行き720mm×高さ440mm

重量 150Kg(オプションのハードディスクキャビネット搭載時) 80Kg

消費電力

電源
AC 100V（50 / 60Hz）　二極接地型
コンセント最大6個(オプションのハードディスクキャビネット搭載時)

サーバ本体：標準3台、最大4台(4台目は冗長電源)
ハードディスクキャビネット：標準1台、最大2台(2台目は冗長電源)

電源ユニット

エネルギー消費効率
(省エネ法)

300W(オプションのハードディスクキャビネット搭載時) 200W

最大594W（最大513kcal/h）

サーバ本体：標準3台、
　　　　　　最大4台(4台目は冗長電源)

最大934W（最大807kcal/h）
(オプションのハードディスクキャビネット搭載時)

占有ユニット数 10ユニット

6ベイ(標準搭載ハードディスクユニット
を含む)

AC 100V（50 / 60Hz）　二極接地型
コンセント最大4個

4ベイ（標準搭載含む）
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GRANPOWER5000 モデル 780

最大934W（最大807kcal/h）
(オプションのハードディスクキャビネット搭載時)

横幅500mm×奥行き800mm×高さ700mm

電源

重量

外形寸法

消費電力

150Kg(オプションのハードディスクキャビネット搭載時)

AC 100V（50 / 60Hz）　二極接地型
コンセント最大6個
(オプションのハードディスクキャビネット搭載時)

横幅440mm×奥行き720mm×高さ440mm

サーバ本体：標準3台、最大4台(4台目は冗長電源)
ハードディスクキャビネット：標準1台、最大2台(2台目は冗長電源)

80Kg

電源ユニット

エネルギー消費効率
(省エネ法)

占有ユニット数 10ユニット

最大594W（最大515kcal/h）

タイプ FD ラックマウントタイプ

型名 GP578C1A GP578C1R

1次キャッシュ 32KB
2次キャッシュ 1MB

Xeon 　400MHz / RPentium　II TM

1(最大4)

CPU

周波数 / 
キャッシュ

マルチ数

メモリ

標準

増設単位

最大

256MB(64MB DIMM×4枚)

256MB (64MB DIMM×4枚) / 512MB (128MB DIMM×4枚) / 1GB (256MB DIMM×4枚)

8GB (256MB DIMM×32枚)

ビデオ RAM容量

グラフィックス

サーバモニタモジュール オプション

2MB　VGAチップ：CL-GD5446

1024×768，800×600，640×480　表示色：解像度、OSなどにより異なる

内蔵5インチベイ 種類：CD-ROM，DAT，光磁気ディスク，DLT（2ベイ占有）, 1/4インチCRMT

24倍速 CD-ROM 標準搭載

内蔵3.5インチベイ 1ベイ(フロッピィディスクドライブ　標準搭載)

内蔵3.5インチ
ハードディスクベイ

6ベイ(標準搭載ハードディスクユニットを含む)
14ベイ(オプションのハードディスクキャビネット搭載時)

6ベイ(標準搭載ハードディスクユニットを含む)

標準

増設単位

内蔵最大

4.5GB(7,200rpm) / 9.1GB(7,200 / 10,000rpm) / 18.2GB(7,200 / 10,000rpm)

オプション

18.2×14ベイ=254.8GB

ハードディスクキャビネット オプション

SCSIアレイ
コントローラカード

オプション

拡張スロット 64ビットPCI×5、32ビットPCI×5、32ビットPCI・ISA共用×1 (標準搭載含む)

SCSIカード オプション

フロッピィディスクドライブ 3.5インチ（2モード 1.44MB / 720KB） 標準搭載

インタフェース LAN(100BASE-TX / 10BASE-T)×1（標準搭載），
シリアル×2，パラレル×1，キーボード，マウス，モニタ

標準添付キーボード/マウス オプション

AC 100V（50 / 60Hz）　二極接地型
コンセント最大4個

300W(オプションのハードディスクキャビネット搭載時) 200W

4ベイ（標準搭載含む）
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A.2 24時間運用上の留意点

■無人運転について

装置として不慮の事故に対する安全性を高める必要から、オフィス内に適切な防災対策
（耐震対策、煙探知器、温度センサーなど）が施され、かつ防災管理者（警備員、管理人な
ど）が建物内に待機していることが必要です。

■耐用期間

一般的に耐用期間は、装置の設備環境・使用頻度により大幅に変動します。特に、寿命へ
の影響を与える要因として環境温度があげられ、10℃の温度上昇で寿命期間はほぼ 1／ 2
に低下します。
本サーバでは、8時間／日の使用で耐用期間 5年としております。24時間運用の場合も、
累積使用時間は同一です。

■誤切断防止

誤った電源切断をしないように、専用の電源（分電盤など）を準備することを推奨します。
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A.3 CPU増設時の OSの変更手順

既に運用しているサーバで CPUを増設する場合には、OSはマルチプロセッサカーネルに変更するた
め、再インストールしてください。
ただし、WindowsNT Server 4.0、および Intranet Wareの場合は、OSを変更することで、マルチプ

ロセッサカーネルに変更することができます。
以下に、マルチプロセッサカーネルへの変更方法について説明します。

ポイント

� 変更前には必ずデータのバックアップ作業を行ってください。

� WindowsNT Server 4.0の場合、必ず最新のサービスパックを使用してマルチプロ
セッサカーネルの変更作業を行ってください。

（1）WindowsNT Server 4.0の場合

以下に示す手順でOSを変更した後に、「■ CPUの取り付け手順」に従って、CPUを増設
してください。
以下の説明では、WindowsNT Server 4.0がインストールされているドライブを C:、ディ
レクトリを￥winnt、CD-ROMのドライブを D:として説明しています。また、Service
Packは、「SP」と略記しています。

1 WindowsNT Server 4.0を起動します。

2 セットアップ用のファイルを退避します。

コマンドプロンプトを起動し、WindowsNT Server 4.0がインストールされている
ディレクトリ（c:￥winnt）の下のディレクトリ repairにある setup.logファイルを退
避します。

C:￥>cd ￥winnt￥repair
C:￥winnt￥repair>copy c:￥winnt￥repair￥setup.log setup.sav

3 セットアップ用のファイルを編集します。

setup.logファイルの [Files.WinNt]セクションの「kernel32.dll」、「ntdll.dll」、
「winsrv.dll」、「hal.dll」、「ntoskrnl.exe」および「win32k.sys」の記述を以下のとお
り編集します。

￥WINNT￥system32￥kernel32.dll = "kernel32.dll","6eb98"
￥WINNT￥system32￥ntdll.dll = "ntdll.dll","6adae"
￥WINNT￥system32￥winsrv.dll = "winsrv.dll","46bc3"
￥WINNT￥system32￥win32k.sys = "win32k.sys","14a966"
￥WINNT￥system32￥hal.dll = "halmps.dll","1326b"
￥WINNT￥system32￥ntoskrnl.exe = "ntoskrnl.exe","f4e85"
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4 CD-ROMをセットします。

Service Packの CD-ROMを CD-ROMドライブにセットします。
（WindowsNT 4.0 Option Packがある場合は、Service Packをハードディスクに展
開してください。）

5 モジュールを退避します。

コマンドプロンプトを起動し、WindowsNT Server 4.0がインストールされている
ディレクトリ（c:￥winnt）の下のディレクトリ system32にある現在使用中の以下の
モジュールを別名のモジュールに退避します。

C:￥>cd ￥winnt￥system32
C:￥winnt￥system32>ren c:￥winnt￥system32￥hal.dll hal.sav
C:￥winnt￥system32>ren c:￥winnt￥system32￥ntoskrnl.exe ntoskrnl.sav
C:￥winnt￥system32>ren c:￥winnt￥system32￥ntdll.dll ntdll.sav
C:￥winnt￥system32>ren c:￥winnt￥system32￥kernel32.dll kernel32.sav
C:￥winnt￥system32>ren c:￥winnt￥system32￥winsrv.dll winsrv.sav
C:￥winnt￥system32>ren c:￥winnt￥system32￥win32k.sys win32k.sav

以下のコマンドを実行して、モジュールが退避できていることを確認します。

C:￥winnt￥system32>dir c:￥winnt￥system32￥hal.sav
C:￥winnt￥system32>dir c:￥winnt￥system32￥ntoskrnl.sav
C:￥winnt￥system32>dir c:￥winnt￥system32￥ntdll.sav
C:￥winnt￥system32>dir c:￥winnt￥system32￥kernel32.sav
C:￥winnt￥system32>dir c:￥winnt￥system32￥winsrv.sav
C:￥winnt￥system32>dir c:￥winnt￥system32￥win32k.sav

6 モジュールを展開します。

CD-ROMのドライブ（d:）から現在のディレクトリ（c:￥winnt￥system32）にモ
ジュールを展開します。
■　 SP未適用の場合 (WindowsNT Serverの CD-ROMから複写する場合)

C:￥winnt￥system32>copy d:￥i386￥halmps.dll hal.dll
C:￥winnt￥system32>copy d:￥i386￥ntkrnlmp.exe ntoskrnl.exe
C:￥winnt￥system32>copy d:￥i386￥ntdll.dll ntdll.dll
C:￥winnt￥system32>expand d:￥i386￥kernel32.dl_ kernel32.dll
C:￥winnt￥system32>expand d:￥i386￥winsrv.dl_ winsrv.dll
C:￥winnt￥system32>expand d:￥i386￥win32k.sy_ win32k.sys

■　 SP適用の場合 (運用している Service Packの CD-ROMから複写する場合)

C:￥winnt￥system32>copy d:￥i386￥halmps.dll hal.dll
C:￥winnt￥system32>copy d:￥i386￥ntkrnlmp.exe ntoskrnl.exe
C:￥winnt￥system32>copy d:￥i386￥ntdll.dll ntdll.dll
C:￥winnt￥system32>copy d:￥i386￥kernel32.dll kernel32.dll
C:￥winnt￥system32>copy d:￥i386￥winsrv.dll winsrv.dll
C:￥winnt￥system32>copy d:￥i386￥win32k.sys win32k.sys
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以下のコマンドを実行して、モジュールが展開できていることを確認します。

C:￥winnt￥system32>dir c:￥winnt￥system32￥hal.dll
C:￥winnt￥system32>dir c:￥winnt￥system32￥ntoskrnl.exe
C:￥winnt￥system32>dir c:￥winnt￥system32￥ntdll.dll
C:￥winnt￥system32>dir c:￥winnt￥system32￥kernel32.dll
C:￥winnt￥system32>dir c:￥winnt￥system32￥winsrv.dll
C:￥winnt￥system32>dir c:￥winnt￥system32￥win32k.sys

7 WindowsNT Server 4.0をシャットダウンし、電源を切ります。

8 CPUフィールドグレードアップキットを追加します。

9 CPUをチェックします。

BIOSセットアップユーティリティを起動し、「Server」メニューの「Processor
Retest」を「Yes」にして CPUをチェックします。

10 サーバを再起動します。

（2） IntranetWareの場合

複数 CPUにグレードアップする場合には、「■ CPUの取り付け手順」に従って、CPUを
増設後、NetWare 4.11J SMPを追加インストールする必要があります。

1 CPUフィールドグレードアップキットを追加します。

2 CPUをチェックします。

BIOSセットアップユーティリティを起動し、「Server」メニューの「Processor
Retest」を「Yes」にして CPUをチェックします。

3 IntranetWareを起動します。

4 IntranetWareのインストールディスクをフロッピィディスクドライブに、CD-ROM
（#1 Operating System）を CD-ROMドライブにセットします。

5 サーバのコンソールプロンプトから次のように入力します。

load install [ENTER]

6 「インストールオプション」の「マルチ CPUオプション」を選択します。

7 「プラットフォームサポートモジュールの選択」を選択し、リストの中から
「MPS14.PSM」を選択します。

8 「複数 CPUのライセンス」を選択し、ライセンスをインストールします。

9 IntranetWareを終了します。

10 サーバを再起動します。
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付録 B

B.1 コンフィグレーション・シート

本サーバにおけるハードウェアの構成と各種セットアップの設定値を記録しておきます。
選択設定箇所については□マークのチェックボックスを用意してありますので、設定したチェックボッ

クスを塗りつぶすか、またレ印を付けておきます。
なお、工場出荷時の初期値は◎で示しています。また、変更禁止の設定項目については■で示してい

ます。

B.1.1 ハードウェア構成

1 5インチ内蔵オプション（SCSI-IDは装置で設定すること）

ベイ1. （全モデル標準搭載）

□DATユニット(SCSI ID 4) □光磁気ディスクユニット(SCSI ID 4)

◎CD-ROM

ベイ2.

ベイ3.

ベイ4.

□DATユニット(SCSI ID 5) □光磁気ディスクユニット(SCSI ID 5)

□DLTユニット(SCSI ID 5)

□DATユニット(SCSI ID 6) □光磁気ディスクユニット(SCSI ID 6)

□1/4" CRMTユニット(SCSI ID 4)

□1/4" CRMTユニット(SCSI ID 5)

□1/4" CRMTユニット(SCSI ID 6)

2 3.5インチ内蔵オプション

■内蔵 HDDベイ

□9.1GB(GP5-HDH93) □4.5GB(GP5-HDH45) 

□4.5GB(GP5-HDH45) 

□4.5GB(GP5-HDH45) 

□9.1GB(GP5-HDH93) 

□9.1GB(GP5-HDH93) 

□9.1GB(GP5-HDH93) □4.5GB(GP5-HDH45) 

ベイ1.

ベイ2.

ベイ3.

ベイ4.

□9.1GB(GP5-HDH93) □4.5GB(GP5-HDH45) 

□4.5GB(GP5-HDH45) □9.1GB(GP5-HDH93) 

ベイ5.

ベイ6.

□18.2GB(GP5-HDH81) 

□18.2GB(GP5-HDH81) 

□18.2GB(GP5-HDH81) 

□18.2GB(GP5-HDH81) 

□18.2GB(GP5-HDH81) 

□18.2GB(GP5-HDH81) 

□18.2GB(GP5-HDH82) □9.1GB(GP5-HDH94) 

□18.2GB(GP5-HDH82) □9.1GB(GP5-HDH94) 

□18.2GB(GP5-HDH82) □9.1GB(GP5-HDH94) 

□18.2GB(GP5-HDH82) □9.1GB(GP5-HDH94) 

□18.2GB(GP5-HDH82) □9.1GB(GP5-HDH94) 

□18.2GB(GP5-HDH82) □9.1GB(GP5-HDH94) 
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■ハードディスクキャビネット (オプション)

□9.1GB(GP5-HDH93) □4.5GB(GP5-HDH45) 

□4.5GB(GP5-HDH45) 

□4.5GB(GP5-HDH45) 

□9.1GB(GP5-HDH93) 

□9.1GB(GP5-HDH93) 

□9.1GB(GP5-HDH93) □4.5GB(GP5-HDH45) 

ベイ1.

ベイ2.

ベイ3.

ベイ4.

□9.1GB(GP5-HDH93) □4.5GB(GP5-HDH45) 

□4.5GB(GP5-HDH45) □9.1GB(GP5-HDH93) 

ベイ5.

ベイ6.

□18.2GB(GP5-HDH81) 

□18.2GB(GP5-HDH81) 

□18.2GB(GP5-HDH81) 

□18.2GB(GP5-HDH81) 

□18.2GB(GP5-HDH81) 

□18.2GB(GP5-HDH81) 

□18.2GB(GP5-HDH82) □9.1GB(GP5-HDH94) 

□18.2GB(GP5-HDH82) □9.1GB(GP5-HDH94) 

□18.2GB(GP5-HDH82) □9.1GB(GP5-HDH94) 

□18.2GB(GP5-HDH82) □9.1GB(GP5-HDH94) 

□18.2GB(GP5-HDH82) □9.1GB(GP5-HDH94) 

□18.2GB(GP5-HDH82) □9.1GB(GP5-HDH94) 

□9.1GB(GP5-HDH93) □4.5GB(GP5-HDH45) 

□4.5GB(GP5-HDH45) □9.1GB(GP5-HDH93) 

ベイ7.

ベイ8.

□18.2GB(GP5-HDH81) 

□18.2GB(GP5-HDH81) 

□18.2GB(GP5-HDH82) □9.1GB(GP5-HDH94) 

□18.2GB(GP5-HDH82) □9.1GB(GP5-HDH94) 
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3 CPU、RAMモジュール

※1

※1  全モデルに256MBを実装済

搭載CPU

バンク1

□2個□1個

バンク2

□3個 □4個

バンク3

バンク4

バンク5

バンク6

バンク7

□256MB(64MB-DIMM×4) □512MB(128MB-DIMM×4)

□1GB(256MB-DIMM×4)

□256MB(64MB-DIMM×4) □512MB(128MB-DIMM×4)

□1GB(256MB-DIMM×4)

□256MB(64MB-DIMM×4) □512MB(128MB-DIMM×4)

□1GB(256MB-DIMM×4)

□256MB(64MB-DIMM×4) □512MB(128MB-DIMM×4)

□1GB(256MB-DIMM×4)

□256MB(64MB-DIMM×4) □512MB(128MB-DIMM×4)

□1GB(256MB-DIMM×4)

□256MB(64MB-DIMM×4) □512MB(128MB-DIMM×4)

□1GB(256MB-DIMM×4)

□256MB(64MB-DIMM×4) □512MB(128MB-DIMM×4)

□1GB(256MB-DIMM×4)

バンク8 □256MB(64MB-DIMM×4) □512MB(128MB-DIMM×4)

□1GB(256MB-DIMM×4)
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4 オプションカード

□RS232Cカード(FMV-165) □ISDNカード(FMV-166)

□通信カード V /X (FMV-167) □FAXモデムカード (FMV-FX531)

1. PCI / ISAスロット1

2. PCIスロット2

3. PCIスロット3

4. PCIスロット4

5. PCIスロット5

6. PCIスロット6

7. PCIスロット7

8. PCIスロット8

9. PCIスロット9

10. PCIスロット10

□サーバモニタモジュール(GP5-SM102)

標準でLANカードを搭載

□LANカード(FMV-182) □LANカード(FMV-181)

□ATM-LANカード(FMV-187) □クラスタキットキット2(GP5S632)

□その他

□LANカード(FMV-182)

□ATM-LANカード(FMV-187)

□LANカード(FMV-182)

□ATM-LANカード(FMV-187)

□SCSIアレイコントローラカード(GP5-141) □SCSIカード(GP5-125)

□その他

□SCSIアレイコントローラカード(GP5-141) □SCSIカード(GP5-125)

□SCSIカード(GP5-123) □その他

□SCSIアレイコントローラカード(GP5-141) □SCSIカード(GP5-125)

□SCSIカード(GP5-123) □その他

□SCSIアレイコントローラカード(GP5-141) □SCSIカード(GP5-125)

□SCSIカード(GP5-123) □その他

11. PCIスロット11 □SCSIアレイコントローラカード(GP5-141) □SCSIカード(GP5-125)

□SCSIカード(GP5-123) □その他

□クラスタキットキット3(GP5S633)

□LANカード(FMV-181)

□クラスタキットキット2(GP5S132)

□その他□クラスタキットキット3(GP5S132)

□LANカード(FMV-181)

□クラスタキットキット2(GP5S632)

□その他□クラスタキットキット3(GP5S633)
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B.1.2 BIOSセットアップ項目

■ Mainメニューの設定項目

設定項目 設定値（◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値）

System Time

System Date

Legacy Diskette A

Legacy Diskette B

現在の時刻が表示されます

現在の日時が表示されます

■1.44/1.25MB 3 1/2　□2.88MB 3 1/2　□Disabled
□360KB　□1.2KB　□720KB

□1.44/1.25MB 3 1/2　□2.88MB 3 1/2　■Disabled
□360KB　□1.2KB　□720KB

Primary Master / Primary Slave
Secondary Master / Secondary Slave

（変更禁止）[Press Enter]

Type

Multi-Sector Transfers

LBA Mode Control

32 Bit I/O

Transfer Mode

Ultra DMA Mode

Cylinders

Heads

Sectors

Maximum Capacity

■Auto　□None　□CD-ROM
□IDE Removable　□User

■Disabled　□2　□4　□8　□16

□Enabled　■Disabled　

□Enabled　■Disabled　

■Standard　□Fast PIO 1　□Fast PIO 2
□Fast PIO 3　□Fast PIO 4

■Disabled　□Mode 0　□Mode 1　□Mode 2

□0～65535

□1～16

□0～63

Maximum Capacityが表示されます

Autotype Fixed Disk [Press Enter]

Processor Information [Press Enter]

Processor X Stepping ID

Processor X L2 Cache Size

Keyboard Features

Num lock

Key Click

Keyboard auto-repeat rate

Keyboard auto-repeat delay

Language ■English　□Francais　□Italiano
□Deutsh　□Espanol　

◎Auto　□On　□Off

□Enabled　◎Disabled

◎30/sec　□26.7/sec　□21.8/sec　□18.5/sec
□13.3/sec　□10/sec　□6/sec　□2/sec

□1 sec　□1/4 sec　◎1/2 sec　□1 sec

[Press Enter]

CPUのSteppingが表示されます

CPUの2次キャッシュが表示されます
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■ Advancedメニューの設定項目

設定項目 設定値（◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値）

□Yes　◎No　Plug & Play O/S

Reset Configuration Data □Yes　◎No　

Use Multiprocessor Specification

Large Disk Access Mode

Pause Before Boot

◎1.4　□1.1　

■LBA　□CHS　

□Enabled　◎Disabled　

[Press Enter]

□2E8　□2F8　□3E8　◎3F8

◎Enabled　□Auto　□Disabled

PCI Configuration

PCI Device, Embedded SCSI A

Option ROM Scan

Enable Master

Latency Timer

PCI Devices

Option ROM Scan

Enable Master

Latency Timer

I/O Device Configuration

Serial port A

Base I/O address

Interrupt

Serial port B

Base I/O address

Interrupt

Parallel port

Mode

Base I/O address

Interrupt

Floppy disk controller

[Press Enter]

◎Enabled　□Disabled　

◎Enabled　□Disabled　

◎0080h　□Default　□20 h　□40 h
□60 h　□A0 h　□C0 h　□E0 h

[Press Enter]

◎Enabled　□Disabled　

◎Enabled　□Disabled　

◎0080h　□Default　□20 h　□40 h
□60 h　□A0 h　□C0 h　□E0 h

[Press Enter]

□IRQ 3　◎IRQ 4　

◎Enabled　□Auto　□Disabled

◎IRQ 3　□IRQ 4　

◎Enabled　□Auto　□Disabled

◎Bi-directional　□EPP　□ECP　□Output only

□278　◎378　□3BC

□IRQ 5　◎IRQ 7　

◎Enabled　□Auto　□Disabled

□2E8　◎2F8　□3E8　□3F8
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設定項目 設定値（◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値）

Address Bit Permuting

Card To Card Interleave

Base RAM Step

Extended RAM Step

L2 Cache

ISA Expansion Aliasing

Memory Scrubbing

Read Prefetch for PXB0A

Read Prefetch for PXB0B

Read Prefetch for PXB1A

Multi-Boot Support

Special VGA Devnode

Advanced Chipset Control [Press Enter]

□Enabled　■Disabled　

□Enabled　■Disabled　

◎1MB　□1KB　□Every RAM Step

◎1MB　□1KB　□Every RAM Step

◎Enabled　□Disabled　

◎Enabled　□Disabled　

■Enabled　□Disabled　

□16　■32　□64

□16　■32　□64

□16　□32　■64

◎Enabled　□Disabled　

□Enabled　■Disabled　

IOQD

BERR-to-BINIT

SERR On Inbound Read Timeout

□1　■8

□Enabled　■Disabled　

□Enabled　■Disabled　
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■ Securityメニューの設定項目

設定項目 設定値（◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値）

□Enabled　◎Disabled　

◎Disabled　□1 min　□2 min　□5 min
□10 min　□20 min　□1 hr　□2 hr

□[A～Z]　□[0～9]　

User Password is

Administrator Password is

Set User Password

Set Administrative Password

Password on boot

Diskette access

Secure Mode Timer

Secure Mode Hot Key

Secure Mode Boot

Video Blanking

Floppy Write Protect

Front Panel Lockout

□Set　□Clear　

□Set　□Clear　

ユーザ用パスワードを設定します

システム管理者用パスワードを設定します

□Enabled　◎Disabled　

◎Administrator　□User　

□Enabled　◎Disabled　

□Enabled　◎Disabled　

□Enabled　◎Disabled　
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■ Serverメニューの設定項目

設定項目 設定値（◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値）

System  Management

■Enabled　□Disabled　

[Press Enter]

Firmware SMIs

System Event Logging ■Enabled　□Disabled　

Clear Event Log

Assert NMI on AERR

Assert NMI on BERR

Assert NMI on PERR

Assert NMI on SERR

Enabled Host bus Error

Server Management Info

□Yes　◎NoProcessor Retest

EMP Password Switch

EMP ESC Sequence

EMP Hangup Line  String

□Enabled　■Disabled

■EMPのESCシーケンスが表示されます

■EMPのHangup Line Stringが表示されます

Modem Init String

EMP Access Mode

EMP Restricted Mode Access

EMP Direct Connect / Modem Mode

■モデムの初期化文字列が表示されます

■Enabled　□Disabled

□Enabled　■Disabled

■Direct Connection　□Modem Mode

Console Redirection

Com Port Address

（変更禁止）[Press Enter]

IRQ #

Baud Rate

Flow Control

■Disabled　□3F8　□2F8　□3E8

□None　□4　□3　□3

□9600　■19.2 K　□38.4 K　□115.2 K

■CTS / RTS + CD　□No Flow Control
□CTS / RTS　□XON / XOFF

□Enabled　◎Disabled　

◎Enabled　□Disabled　

◎Enabled　□Disabled　

□Enabled　◎Disabled　

◎Enabled　□Disabled　

◎Enabled　□Disabled　

[Press Enter]
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■ Bootメニューの設定項目

設定項目 設定値（◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値）

Floppy check

Boot Device Priority

Hard Drive

Removable Devices

Maximum Number of I2O Drives

[Press Enter]

□Enabled　◎Disabled　

Message Timeout Multiplier

Pause During POST

[Press Enter]

[Press Enter]

◎1　□4

■1　□2　□4　□8　□10　□50　□100　□1000

□Enabled　■Disabled　

□Diskette Drive　□Hard Drive
□Removable Devices　□ATAPI CD-ROM Drive

□Bootable Add-in Card

□Legacy Floppy Drives
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B.1.3 SCSI Selectユーティリティ

■ Configure/View Host Adapter Settingメニューの設定項目

SCSI Bus Interface Definitions

Host Adapter SCSI ID

SCSI Parity Checking Enabled Disabled

Host Adapter SCSI Termination

◎

1

□1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14 15

□ □ □ □ □
□ □ □ □ □ □ □
□0

□

□

設定項目

Low ON/High ON

Additional Options

Boot Device Options
SCSI Device Configuration
Advanced Configuration Options

2
3

へ
へ

へ

□

設定項目 設定値

Boot Device Options

Boot Target ID

Boot LUN Number

1

□1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14 15

□ □ □ □ □

□ □ □ □ □ □ □

□0

□

□1 2 3 4 5 6 7□ □ □ □ □ □0

設定項目 設定値

SCSI Device ID #1
Initiate Sync Negotiation yes no□

yes no□
yes no□
yes no□

Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

設定項目

Initiate Sync Negotiation yes no□

yes no□
yes no□
yes no□

Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

SCSI Device ID #0

yes no□Include in BIOS Scan

yes no□Include in BIOS Scan

Initiate Sync Negotiation yes no□

yes no□
yes no□
yes no□

Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

SCSI Device ID #2

yes no□Include in BIOS Scan

SCSI Device Configuration2

Low OFF/High OFF Low OFF/High ON□

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

設定値（◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値）

◎

◎

◎

◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
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設定項目

SCSI Device ID #8
Initiate Sync Negotiation yes no□

yes no□
yes no□
yes no□

Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

設定項目

Initiate Sync Negotiation
Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

SCSI Device ID #4

SCSI Device ID #5
Initiate Sync Negotiation
Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

SCSI Device ID #6
Initiate Sync Negotiation
Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

Initiate Sync Negotiation yes no□

yes no□
yes no□
yes no□

Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

SCSI Device ID #7

yes no□

yes no□
yes no□
yes no□

yes no□

yes no□
yes no□
yes no□

yes no□

yes no□
yes no□
yes no□

yes no□Include in BIOS Scan

yes no□Include in BIOS Scan

yes no□Include in BIOS Scan

yes no□Include in BIOS Scan

yes no□Include in BIOS Scan

Initiate Sync Negotiation yes no□

yes no□
yes no□
yes no□

Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

SCSI Device ID #9

yes no□Include in BIOS Scan

SCSI Device ID #3
Initiate Sync Negotiation yes no□

yes no□
yes no□
yes no□

Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

yes no□Include in BIOS Scan

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

（内部SCSIチャネルAは20.0）

（内部SCSIチャネルAは20.0）

（内部SCSIチャネルAは20.0）

設定値（◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値）

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
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設定項目

SCSI Device ID #15
Initiate Sync Negotiation yes no□

yes no□
yes no□
yes no□

Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

設定項目

Initiate Sync Negotiation yes no□

yes no□
yes no□
yes no□

Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

SCSI Device ID #14

yes no□Include in BIOS Scan

yes no□Include in BIOS Scan

Initiate Sync Negotiation
Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

SCSI Device ID #11

SCSI Device ID #12
Initiate Sync Negotiation
Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

SCSI Device ID #13
Initiate Sync Negotiation
Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

yes no□

yes no□
yes no□
yes no□

yes no□

yes no□
yes no□
yes no□

yes no□

yes no□
yes no□
yes no□

yes no□Include in BIOS Scan

yes no□Include in BIOS Scan

yes no□Include in BIOS Scan

SCSI Device ID #10
Initiate Sync Negotiation yes no□◎

yes no□
yes no□
yes no□

Maximum Sync Transfer Rate
Enable Disconnection
Initiate Wide Negotiation
Send Start Unit Command

yes no□Include in BIOS Scan

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

40.0 32.0 26.8 20.0□ □ □

設定値（◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値）

◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
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設定項目

Advanced Configuration Options

(Configuration Utility Reserve BIOS)  Space

Enabled Disabled

Boot Only All Disks Disabled

□

Support Removable Disks Under BIOS as Fixed Disks □

Disabled(IntranetWareの場合)
Extended BIOS Translation Enabled(WindowsNT Serverの場合) for DOS Drives > 1GByte

□

 During BIOS Initialization

Multiple LUN Support

Display <Ctrl-A> Message

BIOS Support for

BIOS Support for

Bootable CD-ROM

Support for

Int13 Extensions

 Ultra SCSI Speed

Enabled Disabled□

Enabled Disabled

Enabled Disabled◎

3

Reset SCSI Bus at IC Initialization

Host Adapter BIOS Enabled Disabled□

Enabled Disabled□

Enabled Disabled□

□

◎

□

設定値（◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値）

◎

◎

◎

□

◎

◎

◎

Plug and Play SCAM Support Enabled Disabled□

◎

◎
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B.1.4 システム資源管理表

各種拡張カードで選択できる I/Oポートアドレス、割り込みレベルおよび DMAチャネルは、以下の
表のとおりです。

■ I/Oポートアドレス

品名

(型名)

GRANPOWER5000

モデル680/780�

通信ｶｰﾄﾞ V/X

(FMV-167)

RS-232Cｶｰﾄﾞ

(FMV-165)

ISDN ｶｰﾄﾞ

(FMV-166)

FAXﾓﾃﾞﾑ ｶｰﾄﾞ

(FMV-FX531)

　備　考

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄは、

4ﾎﾟｰﾄの中か

ら最高2ﾎﾟｰﾄ

選択可能。�

�

ﾋﾞﾃﾞｵ/ﾌﾛｯﾋﾟｨ

ｼﾘｱﾙ･ﾎﾟｰﾄ 1

ｼﾘｱﾙ･ﾎﾟｰﾄ 2

ﾊﾟﾗﾚﾙ･ﾎﾟｰﾄ 

I/Oポートアドレス（h）
   設定方法

設定なし�

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ�

�

�

ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁと�

SSU

ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁと

SSU

ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁと

SSU

ジャンパピンと

SSU

100 140 180 1C0 200 240 280 2C0 300 340 380 3C0 400

＊　　　は、それぞれの拡張カードで選択できるI/Oポートアドレス空間を示します。

　　　　　　はそのマークが重なる目盛のアドレスから16バイトまたは16バイト内の一部の空間を使用します。

　　　　　　（　はデフォルトで選択されている空間）

　　　　　　はそのマークが重なる目盛のアドレスから32バイトまたは32バイト内の一部の空間を使用します。

　　　　　　（　はデフォルトで選択されている空間）

＊　本表では、拡張カードで使用されないI/Oポートアドレス空間を省きます。
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■割り込みレベル／ DMAチャネル

● ●�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

○�

�

�

○�

● ● ●●●

○ ：それぞれの拡張カードで使用できる割り込みレベル、DMAチャネルを示します。（●は、デフォルトの設定値）

*1 ：標準実装のネットワークコントローラ(LANカード)で使用。�

*2 ：WindowsNT 4.0インストールタイプに標準搭載のSCSIカードで使用。

*3 ：IntranetWare(マルチCPU構成)では、IRQ7は使用できません。�

割り込みレベルの2と9は割り込み制御回路内部で使用していますので、割り当てられません。

注）その機能を使用しない場合、 Disabledへの変更可能。　　　　　　

10 2 3 4 5 6 7 10 2 3 4 5 6 78 9 10 11 12 13 14 15 NONE

未使用

未使用

品名

(型名)

GRANPOWER5000

ﾓﾃﾞﾙ680/780

標準実装SCSIｺﾝﾄﾛｰﾗ(PCI)

標準搭載LANカード(PCI)

SCSIカード

(GP5-125)

SCSIカード �

(GP5-123)

SCSIｱﾚｲｺﾝﾄﾛｰﾗｶｰﾄﾞ

(GP5-141)

通信ｶｰﾄﾞ V/X

(FMV-167)

RS-232C ｶｰﾄﾞ

(FMV-165)

ISDNｶｰﾄﾞ

(FMV-166)

FAXﾓﾃﾞﾑｶｰﾄﾞ�

(FMV-FX531)�

LANｶｰﾄﾞ(100BASE-TX)

(FMV-182)

LANｶｰﾄﾞ(10BASE-5/2/T)

(GP5-181)

ATM-LANｶｰﾄﾞ

(FMV-187)

ｻｰﾊﾞﾓﾆﾀﾓｼﾞｭｰﾙ�

(GP5-SM102)

割り込みレベル DMAチャネル

未使用

未使用

未使用

○

○

○

◯�

�

�

○

○

○

○�

�

�

●�

●

注

○

○

*3

○

◯�

�

�

○

○

�

�

�

○�

●

注

○

○

○

◯ �

�

�

○

○

○

○

�

�

○�

*1

○

○

○

◯�

�

�

○�

○

○

●�

�

�

�

*2     

○

○

○

◯�

�

�

○�

○

○

○�

�

�

�

●

○

○�

○�

�

�

�

�

�

○

�

�

�

●

未使用

○ ○

  設定方法

SSUと

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

SSU

SSU

SSU

SSU

SSU

�

SSUと�

ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ

�

SSUと

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｿﾌﾄ

SSUと�

ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ

�

SSUと�

ｼﾞｬﾝﾊﾟﾋﾟﾝ�

　 備　考

PCIﾊﾞｽ

PCIﾊﾞｽ 

PCIﾊﾞｽ

ISAﾊﾞｽ

ISAﾊﾞｽ

ISAﾊﾞｽ

�

�

ISAﾊﾞｽ�

●

注

○

○

○

◯�

�

�

○

�

�

�

○�

�

�

�

●

未使用

未使用

○

○

○

◯�

�

�

◯

●�

◯�

�

�

�

○

○

○

○

○

○

�

�

○�

○

○

○�

�

�

○�

○

�

○

○�

�

�

○�

○

○

○�

�

�

○�

○

○

○�

�

�

○�

○

○

○�

�

�

○�

SSU

SSU

SSU

�

SSU

PCIﾊﾞｽ

PCIﾊﾞｽ

PCIﾊﾞｽ

PCIﾊﾞｽ�

未使用

未使用

未使用

未使用
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B.1.5 RAID設計シート

■ハードディスクの搭載位置と設定�

搭載ハードディスクベイ�
この位置にハード�
ディスクを搭載し�
ましたか？�

チャネル�
（固定）�

SCSI-ID�
（固定）�

ハードディスクの�
製品名�

（GP5-HD＊＊＊）�

ハードディスクの�
容量�

（＊＊＊＊MB）�

有・無� 0 ID=0 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ1
有・無� 0 ID=1 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ2
有・無� 0 ID=2 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ3
有・無� 0 ID=3 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ4
有・無� 0 ID=4 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ5
有・無� 0 ID=8 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ6

内蔵HDD

有・無� 1 ID=0 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ1
有・無� 1 ID=1 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ2
有・無� 1 ID=2 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ3
有・無� 1 ID=3 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ4
有・無� 1 ID=4 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ5
有・無� 1 ID=8 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ6
有・無� 1 ID=9 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ7
有・無� 1 ID=10 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ8

ハードディスク�
キャビネット�
（オプション）�

[デスクサイドタイプ]

搭載ハードディスクベイ�
この位置にハード�
ディスクを搭載し�
ましたか？�

チャネル�
（固定）�

SCSI-ID�
（固定）�

ハードディスクの�
製品名�

（GP5-HD＊＊＊）�

ハードディスクの�
容量�

（＊＊＊＊MB）�

有・無� 0 ID=0 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ1
有・無� 0 ID=1 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ2
有・無� 0 ID=2 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ3
有・無� 0 ID=3 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ4
有・無� 0 ID=4 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ5
有・無� 0 ID=8 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ6

内蔵HDD

有・無� （　　　　）� ID=0 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ1
有・無� （　　　　）� ID=1 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ2
有・無� （　　　　）� ID=2 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ3
有・無� （　　　　）� ID=3 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ4
有・無� （　　　　）� ID=4 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ5
有・無� （　　　　）� ID=8 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ6
有・無� （　　　　）� ID=9 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ7
有・無� （　　　　）� ID=10 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ8

ハードディスク�
キャビネット�
（オプション）�
1台目�

[ラックマウントタイプ]

有・無� （　　　　）� ID=0 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ1
有・無� （　　　　）� ID=1 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ2
有・無� （　　　　）� ID=2 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ3
有・無� （　　　　）� ID=3 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ4
有・無� （　　　　）� ID=4 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ5
有・無� （　　　　）� ID=8 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ6
有・無� （　　　　）� ID=9 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ7
有・無� （　　　　）� ID=10 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ8

ハードディスク�
キャビネット�
（オプション）�
2台目�

（続く）�
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B.1 コンフィグレーション・シート

搭載ハードディスクベイ�
この位置にハード�
ディスクを搭載し�
ましたか？�

チャネル�
（固定）�

SCSI-ID�
（固定）�

ハードディスクの�
製品名�

（GP5-HD＊＊＊）�

ハードディスクの�
容量�

（＊＊＊＊MB）�

有・無� （　　　　）� ID=0 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ1
有・無� （　　　　）� ID=1 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ2
有・無� （　　　　）� ID=2 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ3
有・無� （　　　　）� ID=3 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ4
有・無� （　　　　）� ID=4 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ5
有・無� （　　　　）� ID=8 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ6
有・無� （　　　　）� ID=9 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ7
有・無� （　　　　）� ID=10 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ8

ハードディスク�
キャビネット�
（オプション）�
3台目�

（続き）�

有・無� （　　　　）� ID=0 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ1
有・無� （　　　　）� ID=1 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ2
有・無� （　　　　）� ID=2 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ3
有・無� （　　　　）� ID=3 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ4
有・無� （　　　　）� ID=4 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ5
有・無� （　　　　）� ID=8 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ6
有・無� （　　　　）� ID=9 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ7
有・無� （　　　　）� ID=10 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ8

ハードディスク�
キャビネット�
（オプション）�
4台目�

有・無� （　　　　）� ID=0 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ1
有・無� （　　　　）� ID=1 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ2
有・無� （　　　　）� ID=2 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ3
有・無� （　　　　）� ID=3 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ4
有・無� （　　　　）� ID=4 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ5
有・無� （　　　　）� ID=8 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ6
有・無� （　　　　）� ID=9 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ7
有・無� （　　　　）� ID=10 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ8

ハードディスク�
キャビネット�
（オプション）�
5台目�

有・無� （　　　　）� ID=0 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ1
有・無� （　　　　）� ID=1 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ2
有・無� （　　　　）� ID=2 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ3
有・無� （　　　　）� ID=3 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ4
有・無� （　　　　）� ID=4 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ5
有・無� （　　　　）� ID=8 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ6
有・無� （　　　　）� ID=9 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ7
有・無� （　　　　）� ID=10 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ8

ハードディスク�
キャビネット�
（オプション）�
6台目�

有・無� （　　　　）� ID=0 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ1
有・無� （　　　　）� ID=1 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ2
有・無� （　　　　）� ID=2 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ3
有・無� （　　　　）� ID=3 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ4
有・無� （　　　　）� ID=4 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ5
有・無� （　　　　）� ID=8 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ6
有・無� （　　　　）� ID=9 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ7
有・無� （　　　　）� ID=10 （　　　　　　　　）� （　　　　　）MBベイ8

ハードディスク�
キャビネット�
（オプション）�
7台目�
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付録 B

■フィジカルパックの定義�

ハードディスク�

(SCSI-ID)
チャネル0 チャネル1

0

1

2

3

4

8

9

10

一つのフィジカルパックは、同一型名のハードディスクで�
構成してください。�

注意！�

システムドライブNo. RAIDレベル� 容量� キャッシュモード�

■システムパックの定義�

（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB

0
1
2
3
4
5
6
7

1
1
1
1
1
1
1
1

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

0
0
0
0
0
0
0
0

5
5
5
5
5
5
5
5

6
6
6
6
6
6
6
6

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�

ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�

ハードディスク�

(SCSI-ID)

チャネル0

0

1

2

3

4

8

9

10

[デスクサイドタイプ]

[ラックマウントタイプ]

ハードディスクキャビネット�

SCSIアレイコントローラカード�

（内蔵）�

チャネル1

1台目�

チャネル0

2台目�

チャネル1

3台目�

チャネル0

4台目�

チャネル1

5台目�

チャネル0

6台目�

チャネル1

7台目�

[デスクサイドタイプ]
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B.2 障害連絡シート

システムドライブNo. RAIDレベル� 容量� キャッシュモード�

0
1
2
3
4
5
6
7

1
1
1
1
1
1
1
1

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

0
0
0
0
0
0
0
0

5
5
5
5
5
5
5
5

6
6
6
6
6
6
6
6

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�

ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�

[ラックマウントタイプ]

8
9
10
11
12
13
14
15

24

16
17
18
19
20
21
22
23

1
1
1
1
1
1
1
1

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

0
0
0
0
0
0
0
0

5
5
5
5
5
5
5
5

6
6
6
6
6
6
6
6

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

1
1
1
1
1
1
1
1

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

0
0
0
0
0
0
0
0

5
5
5
5
5
5
5
5

6
6
6
6
6
6
6
6

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

1・�0 5 6・� ・�

（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�

ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�

（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB
（　　　　　）MB

・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
・�

ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�
ライトスルー�

ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�
ライトバック�

（　　　　　）MB ・�ライトスルー� ライトバック�
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付録 B

B.2 障害連絡シート

モデル名・型名�

OS

オプション構成および設定内容は、コンフィグレーションシートを使用してください。�

現象�

発生日時�

LAN・WAN環境�

設置環境�

添付資料� 有・無�

GRANPOWER5000 モデル680 　(GP5　　　　　　)
GRANPOWER5000 モデル780 　(GP5　　　　　　)

何をしているときに何が起きたか。�
画面にどのようなメッセージが表示されたか。�
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こ
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し
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せ
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と
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盗難防止用金具キー　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : 6, 9
トラブルシューティング 　 : : : : : : : : : : : : : : 250

な

内蔵 1/4インチ CRMTユニットのお手入れ
　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 245

内蔵 DATユニットのお手入れ　 : : : : : : : : 244
内蔵 DLTユニットのお手入れ　 : : : : : : : : : 246
内蔵オプションベイへの取り付け　 : : : : : : 161
内蔵光磁気ディスクユニットのお手入れ　 246

は

ハードウェアの設定　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 52
ハードディスクアクセス表示ランプ 　 : : : : : : 4
ハードディスクキャビネット 　 : : : : : : : : : : 161
ハードディスク故障ランプ 　 : : : : : : : : : : : : : : 4
ハードディスク電源ランプ 　 : : : : : : : : : : : : : : 4
バックアップ 　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 248
パラレルポートコネクタ　 : : : : : : : : : : : : : : : : 6

ひ

標準搭載 LANカードの留意事項　 : : : : : : 195

ふ

プリンタの接続　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 31
フロッピィディスクドライブのクリーニング

　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 242
フロッピィディスクドライブユニット 　 : : : : 4
フロッピィディスクのセット 　 : : : : : : : : : : : 42
フロッピィディスクの取出し　 : : : : : : : : : : : 42
フロントカバー　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 4
フロントカバーキー　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 4

フロントカバーの取り外し　 : : : : : : : : : : : : 138
フロントドア　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 4
フロントドアを開ける　 : : : : : : : : : : : : : : : : : 36

ほ

保守用スイッチ　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 4
本サーバの固定　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 24
本体仕様　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 262

ま

マウス　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 11
マウスコネクタ　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 6
マウスのお手入れ　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 240
マウスの接続　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 29

み
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ラックマウントタイプのフロントカバーの取り

外し　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 139
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